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タテハモドキ N253 (2017) 

ヒゲブトグンバイ、日向市で採集

山元 一 裕

(日向市北町 2-28:干883-0041)

2017年 6月 17日、日向市細島の米の山で、ヒゲブトグンパイ Copiumjaponicum Esakiを 1頭

採集したので報告する。採集した個体は(写真①)、触角を 1本欠損しており、同定に自信がなか

ったので、小松孝寛氏に画像を見て頂き、宮崎県では 43年前に記録のあるヒゲブトグンパイに間

違いないことを教えていただいた。

ヒゲブトグンパイは、ニガクサ、シモバシラなどのシソ科植物の蓄に虫えいを形成し、 8月ご

ろ新成虫が脱出してくるという。 6月 21日、ニガクサが生えている草むらをスウィーヒ。ングして

2頭採集し、 9月 6日、ニガクサの虫えし 1から成虫 5頭と幼虫 2頭(写真②~⑥)を採集した。

同定並びに情報を提供して頂いた小松孝寛氏に感謝したい。

写真①ニガクサの芽に潜むヒゲブトグンバイ。 6月 17日

写真②ニガクサの普にできた虫えい。 9月 6日

写真③虫えいの中の幼虫。 9月 6日

写真④虫えいの中の若齢幼虫。 9月 6日

写真⑤虫えいの中の成虫。 9月 6日

写真⑥虫えいの中から出した成虫。深度合成写真。

写真①

写真③
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写真②

写真④
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写真⑤

参考資料

原色昆虫大図鑑 皿北隆館 1965年

日本原色カメム シ図鑑 全国農村教育協会 1993年

小松孝寛、宮崎県の陸生カメムシ 黒潮文庫 2016年

高岡町境川でクチナガグンバイを確認

クチナガグンバイ Xynotingishoytona 

は， 宮崎県では 2012年に林裕美子氏に

よって綾町で初めて確認された(小松

2016). 今回，境川の川沿いの道に生え

ていたノイバラをピーティングするこ

とでクチナガグンバイを得た.そのあと

近くのノイバラを集中的にピーティン

グしたが，この 1♂しか確認することが

できなかった. 宮崎県内 2例目である.

く言己主景>

クチナガグンバイ

Xynotingis hoytona Drake， 1948 

写真⑥

小松 孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

宮崎県宮崎市高岡町境川， 8.III.2017，

成虫 16
図 l クチナガグンパイ♂ (2017.3.8高岡町境川)

引用文献

小松孝寛，2016.宮崎県の陸生カメムシ， pl01.黒潮文庫，宮崎.
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宮崎県内でツヤトビマダラ力スミ力メとベニオオマダラカスミ力メを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

オオマダラカスミカメ属 Phytocorisは非常に長い触角と脚が特徴で，日本に 12種が生息してい

る(安永 2016).今までに宮崎県内ではそのうちの 4種が確認されている(小松 2016).今回さら

に 2種を宮崎県内で確認した.いずれも夜間ライトに飛来した.

く記録>

ツヤトピマダラカスミカメ Phytocorisamateras Yasunaga & Schwartz， 2015 

宮崎県西臼杵郡日之影町高城山， 18.X.2016，成虫 4♀

ベニオオマダラカスミカメ Phytocorisiza刀amiaeYasunaga & Schwartz， 2015 

宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内， 29.咽 .2017，成虫 1♀

図 1 ツヤトピマダラカスミカメ♀

(2016.10.18日之影町高城山)

引用文献

小松孝寛， 2016.宮崎県の陸生カメムシ， p119.黒潮文庫，宮崎.

図 2 ベニオオマダラカスミカメ

(2017.8.29椎葉村大河内)

安永智秀， 2016. 日本産オオマダラカスミカメ (Phytocoris)属の分類と同定(カスミカメムシ科.カスミカメム

シ亜科) • Rostria(59): 41-47. 
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宮崎市丑山池でヒゲナガカスミ力メを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

図 1 丑山池 (2016.3.5)

宮崎市生目にある丑山池では，猪崎隆氏が主催する「丑山自然観察会Jが月に一度開催されて

いる.主に鳥を観察する会であるが，丑山池は住宅地の中に自然環境が残されている貴重な場所

との思し1から，何度かその会に参加した.丑山池周辺には鳥以外にも希少な昆虫が生息しており，

2016年 7月には九州初記録となるヒメケブカカスミカメ Tinginotumbefuiを確認した(小松 2017).

今年に入ってからは 1月にオオケナガカスミカメ Tolongiapilosaを， 9月にはヒゲナガカスミカ

メ Adelphocorisellalespedezaeを確認した.ヒ ゲナガカスミカメは触覚第 2"-'4節が同じくらいの

太さになるのが特徴で，里山生息種のーっとされている(安永ら 2001).九州、|では福岡市で確認

されているが，宮崎県では初記録である.

く言己表豪>

オオケナガカスミカメ Tolongiapilosa (Yasunaga， 1991) 

宮崎県宮崎市生目丑山池， 21.1 .2017， 成虫 1♂

ヒゲナガカスミカメ Adelphocorisellalespedezae Miyamoto et Yasunaga， 1993 

宮崎県宮崎市生目丑山池， 9.IX.2017， 成虫 1♀

図2オオケナガカスミカメ♂ (2017.1.21丑山池) 図 3ヒゲナガカスミカメ♀ (2017.9.9丑山池)

引用文献

小松孝寛， 2016. 宮崎市のヒメケブカカスミカメ • Rostriα(61): 57-58. 

安永智秀 ・高井幹夫・川津哲夫編， 2001.日本原色カメムシ図鑑一陸生カメムシ類 Terrestria1Heteropterans一第 2

巻.350pp.全国農村教育協会，東京.
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西都市でヒコサンテング力スミ力メを確認

ヒコサンテングカスミカメ 1erma白>phylum

hikosanum は一見ハナカメムシと見

間違う姿をしたカスミカメである.本

州、|・四国・九州に分布し，宮崎県内で

も確認されている.ただ，その記録は

1960年代が多く ，1970年 の 記 録 が 最

後である.今回，西都市 三 納で 48年

ぶりに確認した.

<記録>

ヒコサンテングカスミカメ

TIヲrmatophylum hikosanum 

Miyamoto， 1965 

宮崎県西都市三納長谷観音付近，

29.医 .2017，成虫 1♀

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

図 1 ヒコサンテングカスミカメ 平

(2017.9.29西都市山王)

延岡市でコガシラダルマカメムシ属の 1種を確認

小松 孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

コガシラダルマカメムシ属は頭部の

ほとんどが複眼で占められ，頭頂部に

1対の 単眼がある. 日本国内では 4種

が確認されているが，和歌山県で確認

された 1種を除いて，残り 3種 は 八重

山諸 島に分布 している.延岡市北方町

でライト採集の際に 1頭が飛来した.

種名までは分からなかったが，記録と

して報告する.

図 2 頭部( 頭頂部に 1対 の単眼)

図 1 コガシラダノレマカメムシ属 1♂

(2016.10.26延岡市北方町)

く記録>

コガシラダルマカメムシ属 Myiommasp. 

宮崎県延岡市 北方町早日渡林道，

26. X .2016，成虫 1♂

に
d
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椎葉村でヒメヒノキカスミカメを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

宮崎県でのヒメヒノキカスミカメ Pseudolygocorisminorの記録は， 2013年に高千穂町五ヶ所で

確認された 1例だけである(小松 2016).今回椎葉村でも確認することができた.県内に広く分

布しているものと思われる.

く記録> ヒメヒノキカスミカメ Pseudolygocorisminor Yasunaga， 1996 

宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内， 20.VIll.2017，成虫 1♀

ヒメヒノキカスミカメ♀ (2017.8.20椎葉村大河内)

引用文献

小松孝寛， 2016.宮崎県の陸生カメムシ， p120.黒潮文庫，宮崎.

延岡市とえびの市でヨモギヒョウタン力スミ力メを確認

小松孝寛 西邦雄

図 1 ヨモギヒョウタンカスミカメ♀

(2017.9.24えびの市西長江浦)

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

(宮崎市江南 4丁目 21・17:干880-0944)

ヨモギヒョウタンカスミカメ Pilophorusokamotoi 

を延岡市とえびの市で確認したので報告する.• 

く記録>

ヨモギヒョウタンカスミカメ

Pilophorus okamotoi Miyamoto et Lee， 1966 

宮崎県延岡市下三輪町， 3.W.2017，
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成虫 2♂(採集:小松孝寛)

宮崎県えびの市西長江浦， 24.IX.2017，

成虫 1 ~ (採集:西邦雄)
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オオトビサシガメの飼育メモ

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

3月末に岩切康二氏からオオトピサシガメ Isyndusobscurusの越冬個体を頂いた. 2♀を少しの

間飼育してみようと思い，種々の小昆虫等を与えたところ，広食性と言われているオオトビサシ

ガメでも餌の好みがあることが分かった. 2♀は飼育し始めてから約 1か月後に続けて産卵した.

そのうちの 10頭の飼育を試みたが，管理が悪かったためか， 8頭は 2"'-'3齢幼虫で死亡し， 2頭は

4齢幼虫まで育ったが鮮化後約 1か月で死亡した.

く記録>

オオトピサシガメ Isyndusobscurus (Dallas， 1850) 

宮崎県延岡市北川町下塚， 23.III .2017，成虫 1♂2♀(採集:岩切康二)

オオトビサシガメ 2♀を， 3月 23日から 2頭目の♀が産卵した 4月 29日まで飼育した.餌とし

て小昆虫を中心に与えたところ，以下のような好みがあった.甲虫を好んで摂食するが，コアオハ

ナムグリやシロオビナカボソタマムシなどの大きいものは摂食しない(できなし'¥)ょうである.摂

食されたスジコガネ科の 1種とコメツキムシ科の 1種はどちらも 8mm以下であった.好まないも

のの中に小さい鞘麹目であるニジュウヤホシテントウとクロウリハムシがあった.ナミテントウは

好んで摂食されたが，ニジュウヤホシテントウは直ぐに襲われず 2日後に襲われた.クロウリハ

ムシは 4日間襲われず， 4日後に襲われることなく死亡した.カメムシ類は体が大きいキマダラカ

メムシの他，体の小さいクロスジヒゲナガカメムシとムラサキシラホシカメムシの 3種とも摂食さ

れなかった.オオトビサシガメはカメムシを好まないようである.他にもヤケヤスデの 1種とオカ

ダンゴムシを与えたが，これらも襲われることはなかった.

図 1 フジハムシを摂食 (2017.4.10) 図 2 コメツキムシ科の l種を摂食 (2017.4.15)

-好んで摂食したもの

鞘麹目:コガタルリハムシ，フジハムシ，クワハムシ，アトボシハムシ，キボシルリハムシ，

ナナホシテントウ，カツオゾウムシ，ウスモンオトシブミ，ヒメクロオトシブミ， トゲ

ヒゲトラカミキリ，フタオビチビヒメカミキリ，スジコガネ科の 1種，コメツキムシ科

の 1種
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-あまり好まないもの(数日後に摂食)

鞘麹目:ニジュウヤホシテントウ，シロオピナカボソタマムシ

・好まないもの(摂食せず)

鞘麹目:クロウリハムシ，コアオハナムグリ

半麹目:キマダラカメムシ，クロスジヒゲナガカメムシ，ムラサキシラホシカメムシ

多足類:ヤケヤスデ科の 1種

甲殻類:オカダンゴムシ

図 3スジコガネ科の 1種を摂食 (2017.4.16) 図4 コアオハナムグリは摂食せず (2017.4.20)

図5産み付けられた卵院 (22卵) (2017.4.292頭目の♀) 図 6 ~I時化 (2017.5.192 頭目の♀)

図 7 一齢幼虫 (2017.5.202頭目の♀) 図 8鱗麹目幼虫を摂食する二齢幼虫 (2017.5.191頭目の♀)
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オオトビサシガメ 2♀は 1頭目が 4月 27日に 1卵陳(14卵)を 2頭目が 4月 29日に 1卵陳

(22卵)を産卵した. 1頭目の♀が産卵したものは 5月 11日に鮮化した.そのうちの 5頭を飼育

した.その中の 1頭に注目して観察したところ， 5月 19日に 2齢幼虫， 5月 24日に 3齢幼虫， 6 

月 3日に 4齢幼虫と，順調に成育したが 6月 9日に死亡した.2頭目の♀が産卵したものは 5月 19

日に解化した.同様に 5頭を飼育したが 6月 3日までに全て死亡した.幼虫は一度ノ¥ムシを摂食し

たが，それ以外は鱗麹目幼虫を摂食した.幼虫は成虫と異なり，甲虫よりも鱗麹目の幼虫を好むよ

うである.

図 9脱皮直後の三齢幼虫 (2017.5.241頭目の♀) 図 10 四齢幼虫 (2017.6.31頭目の♀)

ヒメツノカメムシ幼虫をアサガラで確認

<記録>

ヒメツノカメムシ Elasmuchaputoni Scott， 1874 

小松孝 寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

ヒメツノカメムシ Elasmuchaputoniは広食性

のカメムシで，寄主として，ヒノキ，スギ，カツ

ラ，フサザクラ，ヤマグワ，コウゾ，ヤシャブシ，

ヒメヤシャブシ，サカキ，ノリウツギ，ミズキが

報告されている(山本・林 2012).今回，アサガ

ラ Pterostyraxcorymbosusの実で吸汁しているヒ

メツノカメムシ若齢幼虫を確認した.新たな寄主

として報告する.アサガラはエゴノキ科アサガラ

属の植物である.9月 6日に採集した幼虫を，そ

のままアサガラで飼育したところ 9月 13日"-'16 

日の聞に羽化した.

宮崎県西臼杵郡高千穂町河内， 23.X .2017，若齢幼虫集団

引用文献
山本亜生 ・林 正美， 2012.ツノカ メムシ科.石川 忠・高井幹夫・安永智秀編.日本原色カメムシ図鑑一陸生カ

メムシ類 TERRESTRIALHETEROPTERANS-， 500-516.全国農村教育協会，東京.
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大淀川学習館・里山の楽校でツヤア力ヒメヒラタカメムシを確認

小松孝寛 日 高 謙 次

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

(宮崎市下北方町 大淀川学習館:干 880-0035)

現在までに宮崎県内では 5種類のヒラタカメムシ科ヒメヒラタカメムシ亜科のヒラタカメムシ

が確認されている(小松 2016). 今回，宮崎県内で 6種類目となるツヤアカヒメヒラタカメムシ

Paraneurus similisを確認した.場所は大淀川学習館の敷地内にある里山の楽校の上にある緑地広

場である .そこに植栽されたモミジの枯枝部で確認した.ツヤアカヒメヒラタカメムシは触角挿

入部側方の突起を欠き，小楯板の中央に縦長の光沢部を持つのでツヤヒメヒラタカメムシに似る

が，腹部第 3~6 腹節の気門が腹面に位置していることで違いが分かる . ツヤアカヒメヒラタカメ

ムシは九州でも確認されているが，どちらかというと北方系なので，県北ではなく宮崎市で初め

て記録されたのは少し違和感があった.そこでツヤアカヒメヒラタカメムシが確認されたモミジ

がいつ植栽されたのかを確かめたところ，今年初めの頃とのことであった.そのため，もともと

宮崎市内にいたものではなく，県外あるいは県内北部から発生木であるモミジが移植された可能

性が大きいものと思われる.

く記録>

ツヤアカヒメヒラタカメムシ Paraneurussimilis (Liu， 1981) 

宮崎県宮崎市下北方町大淀川学習館里山の楽校， 31.V .2017， 成虫 1♀

宮崎県宮崎市下北方町大淀川学習館里山の楽校， 6.VI.2017， 成虫 2♂2♀幼虫 6exs

図1発生木とツヤアカヒメヒラタカメムシ (2017.6后) 図2 ツヤアカヒメヒラタカメムシと幼虫 (2017.6.6)

(頭胸部) (腹部)

ツヤアカヒメヒラタカメムシ♀

引用文献
ツヤアカヒメヒラタカメムシ♀(腹面) 小松孝寛，2016.宮崎県の陸生カメムシ.139pp.黒潮文庫，宮崎.
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日之影町でオオツヤナガカメムシを確認

オオツヤナ ガカメムシ Lamproplax

majusculaはツヤナガカメムシ属 3種のなか

で最も大きく，前脚腿節に 3本の赫状突起

を持っている.北方系の種で，宮崎県内で

は椎葉村の記録 1例だけであった(小松

2016).今回，日之影町でも確認したので報

告する.

く記録>

オオツヤナガカメムシ

Lamproplax majuscula Kerzhner， 1977 

宮崎県西臼杵郡日之影町高城山，

18.X .2016，成虫 1♂

引用文献

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

図 1オオツヤナガカメムシ♂ (2016.10.18日之影町高城山)

小松孝寛， 2016.宮崎県の陸生カメムシ， p52.黒潮文庫，宮崎.

五ヶ瀬町でウスイロヒラタナガカメムシを確認

図 1ウスイロヒラタナガカメムシ♀

(2017.11.3五ヶ瀬町鞍岡、採集:石綿深志)

引用文献

小松 孝 寛 ・ 石 綿 深志

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

(宮崎市柳丸町 388-5-2-206:〒 880-0844)

ウスイロヒラタナガカメムシKleidocerys

resedaeは北方系の種類で，全北区に分布して

いる.ハンノキに寄生し，宮崎県では 1970年

代初めに大崩山での記録が残されている(俵

1977) .今回五ヶ瀬町鞍岡で 45年ぶりに確認

した.

く記録>

ウスイロヒラタナガカメムシ

Kleidocerys resedae (Panzer， 1797) 

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡， 3.XI.2017，

成虫 1♀(採集 :石綿深志，ライトに飛来)

俵 慧， 1977.宮崎県北部のカメムシ，タテハモドキ12:1-39. 
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延岡市でヒメジュウジナガカメムシとヒメマダラナガカメムシを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

ヒメジュウジナガカメムシ Tropidothoraxsinensisは本州以南に分布している(石川 2016).宮崎県内

では長らく 1948年の日南市梅ヶ浜の記録しかなかったが，昨年門川町で西邦雄氏によって再確認され

た(小松 2016).今回，延岡市で河川敷に植えられたフウセントウワタから多数の成虫と幼虫が確認で

きたので報告する.また同じトウワタからヒメマ夕、ラナガカメムシ Graptostethusservusも確認できた.

ヒメマダラカメムシも本州以南に分布しているが，宮崎県内からの報告は見当たらず，これが宮崎県初

記録と思われる.

延岡市内を流れる五ヶ瀬川河川敷に「このはなロード」とうい場所があり、「コノハナロード市民応

援隊」の皆さんが種々の花を植えられている。その中に蝶を呼ぶ花の花壇があり、スイゼンジナ、フジ

バカマやトウワタなどが植えられている。 トウワタが植えられている横にはフウセントウワタも植えら

れており，そのフウセントウワタでヒメジュウジナガカメムシを確認することができた.5'"'-'6月は成虫

しか見つからなかったが， 10月には若齢幼虫も多数確認できた.

フウセントウワタの近くに植えられたトウワタにはコマダラナガカメムシ Spilostethushospesが多く

見られた.コマダラナガカメムシは宮崎県内に広く生息しており， トウワタ以外にも多くのキク科植物

で吸汁している. rこのはなロー ド」にはトウワタとフウセントウワタが同所に植えられているが， 10

月の調査ではトウワタにはコマダラナガカメムシが多く，ヒメ、ジュウジナガカメムシは少なかった.一

方フウセントウワタでは，コマダラナガカメムシは少し見つかるが，ヒメジュウジナガカメムシがほと

んどで、あった.微妙に棲み分けているような感触を得た.

図 1 フウセントウワタの花に群がるヒメジュウジナガカメムシ (2017.10.13延岡市野地町)
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図 2 ヒメジュウジナガカメムシ 交 尾

(2017.5.10延岡市野地町)

図 3 ヒメジュウジナガカメムシ卵

(2017.5.18産 卵)

図 4 ヒメジュウジナガカメムシ 若 齢幼虫 図 5 ヒメジュウ ジナガカメム シ若齢~終齢幼虫

(2017.6.6飼 育 (2017.9.19延岡市野地町)

ヒメマダラナガカメムシは 4回調査を行ったうち 6月に 1度だけ確認できた.図

鑑によるとヒ メマダラカメムシはガガイモ科植物よりヒルガオ科植物を主な寄主と

すると 書 かれているが， 筆者はまだヒルガオ科植物で見たことがなく，沖縄本島では

セリ科植物から，石垣島ではではアワユキセンダングサから確認している.

く記録 >

ヒメジュウジナガカメムシ Tropidothorαxsinensis (Reuter， 1888) 

宮 崎 県 延 岡市野地町五ヶ瀬川右岸河川敷(このはなロード)

10.V.2017，成虫 3♂3平5exs. (フウセントウワタ)

21.VI.2017，成虫 2♂ (フウセントウワタ)

19.IX.2017，成虫 5exs. (フウセントウワタ)

13.X.2017，成虫 1♂1427exs.若齢幼虫多数(フウセントウワタ 1ex.のみトウワタ)

宮崎 県 延 岡市大貫町 6丁目

11.V.2017，成虫 10'1平 (アスクレポピアス)
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図 6 ヒメマダラナガカメムシ(フウセントウワタ) 図 7 ヒメマダラナガカメムシ(フウセントウワタ)

(2017.8.16延岡市野地町 (2017.8.16延岡市野地町)

図 8 ヒメマダラナガカメムシ(フウセントウワタ) 図 9 コマダラナガカメムシ(トウワタ)

(2017.8.16延岡市野地町(2006.09.23日南市 宮浦)

く記録>

ヒ メマダラナ ガカメムシ Graptostethusservus (Fabricius， 1787) 

宮崎県延岡市野 地町五ヶ瀬川右岸河川敷(このはなロード)

21.VI.2017，成虫 20'1平 (フウセントウワタ)

コマダラナガカメムシ Spilostethushospes (Fabricius， 1794) 

宮 崎 県 延 岡市北浦町市振横島展望台

12.IX .2014，成虫 1♂

宮崎県延岡市島野浦町

19. X .2016，成虫 2♂

宮崎県延岡市野地町五ヶ瀬川右岸河川敷(このはなロード)

10.V.2017，成虫 2平 (フウセントウワタより， トウワタはチェックせず)

21.VI.2017，成虫 3exs. (フウセントウワタより， トウワタはチェックせず)

13.X.2017，成虫 6♂6平30exs.以 上(トウワタに多く，フウセントウワタに少し)

宮崎県延岡市鹿狩瀬町

19.IX.2017，成虫 2♀(ヒメジョオン)
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図 10 トウワタの 実の上で交尾するコマダラ ナガカメムシ (2017.10.13延岡市野地町)

ヒメマダラナガカメムシの斑紋は黒色部のほとんどないものから，黒色部が多くコ

マダ ナガ カメムシに似ているものまで変化に富んでいる.ヒメジュウジナガカ メム

シ，ヒメマダラナガカメムシとコマダラナガカメムシは互いに非常に似ている.いず

れも毒を持つガガイモ科の植物から毒を取り入れていおり 3種とも姿は赤と黒から

なる警戒色になっている.このように毒を持つ者同士が互いに似てくることをミュラ

ー型擬態という.五ヶ瀬川河川敷の「このはなロード」では同じ場所でこの 3種が見

られるので，ミュラー型擬態の世界を実際に見てみるには最適の場所である.

最後に，フウセントウワタに関する情報を提供して頂いた山下康彦氏に感謝申し上げ

る.

引用文献

石 川 忠， 2016. マダラナガカメムシ科.日本昆虫学会 ，日本昆虫目録 第4巻準新麹類 Volume4

Paraneoptera， 471-474. 擢歌 書 房 ，福岡.

小松 孝寛 ，2016. 宮崎県の陸生カメムシ， p66. 黒潮文庫，宮崎.
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延岡市でイトカメムシを確認

イトカメムシ科のカメムシは細長い体に糸のように

細し 1触角と脚が付いている.宮崎県では過去にアカオオ

イトカメムシ Metatropisbrevirostris，オオイトカメムシ

Metatropis rufescens とヒメイトカメムシ Metacanthus

pulchellusの記録がある(俵 1977;井之口 1994). 今回

新たにイトカメムシ Yemmaexilisを確認した.海岸沿い

の道路脇に生えるクズ群落をビーティングすることに

よって得られた.

く記録>

イトカメムシ Yemmaexilis Horvath， 1905 

宮崎県延岡市神戸町 27.X.2017 成虫 1♂(クズより)

図 2 イトカメムシ

(頭胸部)

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干880-0925)

図 1 イトカメムシ頭部，前脚と触角

図 3 イトカメムシ♂ (2017.10.27延岡市神戸町)

参考文献

俵 慧， 1977.宮崎県北部のカメムシ[分布資料 II] .タテハモドキ(12): 1-37 

井之口 希秀，昆虫目録 3(宮崎県市町村別) .タテハモドキ (30) : 84・106.
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高千穂町でヒメマルカメムシを確認

ヒメマルカメムシ Coptosomabiguttulumは日本全

国に分布し，宮崎県からもいくつか記録されている.

しかし，それらの記録は 1960年代のもので(俵

1970)，著者が知る限り標本は残されていない.今回，

高千穂町五ヶ所でヤマハギからヒメマルカメムシを

確認した. 50年ぶりの記録である.

く記録>

ヒメマルカメムシ

Coptosoma biguttulum Motschulsky， 1860 

宮崎県西臼杵郡高千穂町五ヶ所，

12.VIII.2017， 成虫 6♂2♀(ヤマハギより)

ヒメマルカメムシ♀は 8月 16日に 1卵隣 (6卵)

を産んだ. 10日後にヤマハギを調べると，一齢幼虫

が見つかったが，それ以降は行方不明になり，確認

することができなくなった.

図 2 ヒメマルカメムシ卵 (2017.8.16)

参考文献

タテハモドキ N253 (2017) 

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

図 1 ヒメマルカメムシ

(2017.8.12高千穂町五ヶ所)

図 3 ヒメマルカメムシ一齢幼虫 (2017.8.26)

俵 慧， 1970.宮崎県北部のカメムシ[分布資料1].タテハモドキ(5): 43-74. 
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宮崎県内でシ口ヘリッチカメムシを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

シロヘリッチカメムシ CanthophorusniveimarginatusはG.Lewisが日本から持ち帰った標本を調

べた J.Scottによって 1874年に記載された.本州以南の各地に分布するが，その個体数は多くなく，

環境省レッドリストで準絶滅危倶に指定されている希少なカメムシである.九州各県にも分布し

ているが，やはり個体数は少なく，各県のレッドリストで絶滅危倶 I類(長崎県)，絶滅危倶H類

(大分県)，準絶滅危倶(熊本県)に指定されており，大分県では標高 500m以上の火山性草原地

帯に，熊本県では県北地域に生息していると述べられている.鹿児島県では希少種指定されてお

らず，鹿児島市宇宿，川内川水系や肝属川|水系で確認されている.宮崎県でも希少種指定はされ

ていないが，その記録は少なく唯一西諸県郡高原町での標本が残されているだけであった.

シロヘリッチカメムシが寄生するカナピキソウ(ビャクダン科)は， 日当たりの良い草地に生

える多年草でチガヤやススキの根に半寄生する.図鑑によると，唯一シロヘリカメムシの記録地

が位置する都城盆地でも山地原野に稀に生育するとある.また，他のツチカメムシ科のホシカメ

ムシ亜科とべニツチカメムシ亜科の種と同様に，母虫が子育てを行う.長崎県東彼杵町では，シ

ロヘリッチカメムシ♀がカナビキソウの種子を巣に集めているのが観察され，幼虫に給餌してい

る可能性が大きいと報告されている.

今回，綾町と木城町でカナビキソウからシロヘリッチカメムシを確認した. 日当たりの良い土

手に生えるカナピキソウに黒に藍色がかった成虫と赤色が目立つ幼虫が吸汁していた.また，幼

虫のいくつかを採集し，カナビキソウを与えて飼育したところ羽化させることができた.

図 1カナビキソウ (2016.5.17国富町岩知野) 図 2成虫♀ (2017.5.30綾町入野)

く記録>

シロヘリッチカメムシ Canthophorusniveimαrginatus Scott， 1874 

宮崎県東諸県郡綾町入野 30. V .2017 成虫 l♀(確認)

宮崎県東諸県郡綾町入野 9.VI.2017. 4齢幼虫 5(1頭採集:6112脱皮， 6/17羽化♂)

宮崎県児湯郡木城町椎木 9.VI.2017，若齢幼虫 1

宮崎県東諸県郡綾町入野 14.VI.2017 終齢幼虫 1(採集:6119羽化♀)

宮崎県児湯郡木城町椎木 18.VI.2017 終齢幼虫 2(1頭採集:6121羽化)

宮崎県児湯郡木城町椎木， 21.VI.2017，成虫い終齢幼虫 2(1頭採集:6127羽化)
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図 3四齢幼虫 (2017.6.09木城町椎木) 図 4終齢幼虫 (2017.6.14綾町入野)

図 5羽化 (2017.6.19飼育) 図 6成虫♀ (2017.6.20飼育)

最後に，カナビキソウに関する情報を提供して頂いた中武英則氏と斎藤政美氏に感謝申し上げる.

参考文献

後藤安一郎 ・弘中満太郎，2002.シロヘリッチカ メムシの特筆すべき生態.Trans.Nagasaki Biol.Soc.(54): 19-24. 

環境省レッド リスト 2017.

小林 尚・立川|周二，2004.図説カメムシの卵と幼虫一形態と生態一.養賢堂，東京.

国土交通省九州地方整備局 2009.川内川水系河川整備計画 [国管理区間 ]:48. 

国土交通省九州地方整備局 2012.肝属川水系河川整備計画 [国管理区間 ]:46. 

小松孝寛， 2016.宮崎県の陸生カメムシ.黒潮文庫，宮崎.

熊本県. レッドデータブックくまもと 2009.

都城盆地植物愛好会， 1998.増補改訂版 都城盆地及び周辺の植物.秀巧社，熊本.

長崎県.レッドリスト平成 22年度改訂版 中間見直し(2016).

大分県.レッドデータブックおおいた 201l.

SCOTT， 1874， On a Collection of Hemiptera Heteroptera from Japan. Descriptions of various new Genera and Species. 

Genus CANTHOPHORUS. Ann. & Mag. N. Hist. Ser.4. Vol.xiv.: 295. 

竹村芳夫 ・竹村 薫， 1987.鹿児島県産見虫所蔵標本目録 (N) カメムシその 1.SATSUMA 36(97):16-20. 
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高千穂町でイシハラカメムシを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

日本見虫目録によると，イシハラカメムシ Chalazanotumishiharaiは本什|と四国に分布し，宮崎

県を含む九州には生息していないとされている(石)112016).宮崎県内の文献を見直したところ，

唯一，霧島山系飯盛山の記録が見つかった(清水ら 1969). しかし，この記録は目録として記載

されたもので，具体的な採集日は記録されておらず，標本も残されていない.イシハラカメムシ

はミツバウツギのみを寄主としている(高井・石川 2012). 霧島山系のミツバウツギの分布を図

鑑で調べたところ，都城市下水流に生息しているが極めて稀ということであった(都城盆地植物

愛好会 1998). 何度か霧島山系に通い， ミツバウツギを探したが見つけることはできなかった.

そのようなときに，宮崎県総合博物館の禁藤政美氏からミツバウツギは椎葉村や高千穂町などの

県北地域に多いと教えて頂いた.そこで，今年 8月 12日に高千穂町行き探したところ，ミツバウ

ツギとイシハラカメムシを確認することができた.

図 1イシハラカメムシ♀ (2017.8.12高千穂町河内) 図2イシハラカメムシ終齢幼虫 (2017.8.12高千穂町河内)

く記録>

イシハラカメムシ Chalazanotumishiharai (Linnavuori， 1961) 

宮崎県西臼杵郡高千穂町河内 12.咽 .2017， 成虫 1♀・終齢幼虫 1ex. (ミツバウツギより)

宮崎県西臼杵郡高千穂町河内 6.IX.2017， 成虫 1♂・終齢幼虫 5exs. (ミツバウツギより)

8月 12日に採集したイシハラカメムシ♀は， 8月 14日に 1卵|魂(14卵)をミツバウツギの実に産

卵した.卵は 8月 19日に一斉に鮮化し，二齢幼虫になるとミツバウツギの実を吸汁し始めた. 1週

間ほど経っと新鮮なミツバウツギの実がなくなったので生落花生を与えたが，吸汁しなかった.ミツ

バウツギの実を取りに県北まで行くのはおっくうだ、ったので，宮崎市内にもあるというゴンズイを探

した.ゴンズイはミツバウツギ科に属している.日本に産するミツバウツギ科の植物はミツバウツギ，

ゴンズイとショウベンノキの 3種類しかない(大橋 2016). 宮崎市加江田でゴンズイの実を採集し，

あわよくば吸汁してくれるかもしれないと思い与えると，二~四齢幼虫が好んで吸汁した.その後も

ゴンズイを与え続けたところ，吸汁はするが終齢に脱皮することなく，すべて死亡した.ゴンズイが

悪かったのか飼育環境が悪かったのかは良く分からない.ちなみに， 9月 6日に採集した終齢幼虫は

ミツバウツギの実と一緒にしておくと全て羽化した.

-2 0-



タテハモドキ N253 (2017) 

く飼育記録>

イシハラカメムシ Chalazanotumishiharai (Linnavuori， 1961) 

終齢幼虫1頭。017/8/12採集) →8118羽化♂(ミツバウツギで飼育)

産卵 (2017/8/14一卵隣14卵)→8/19卵字化 →8/24脱皮(一齢) (8/26からゴンズイを入れる)

→8129脱皮(三齢i) (ゴンズイで飼育) ----?9/4脱皮(四齢) (ゴンズイで飼育)

→9/15へ-9/22の聞に全て死亡(車輪は編忍できず)

終齢幼虫5頭 (201719/6採集) →9/10羽化 (2♂2♀)， 9/22羽化 (1♀) (ミツバウツギで飼育)

図3ミツバウツギの実に産卵 (14卵) (2017.8.16) 図 4#1降化(一齢幼虫) (2017.8.19) 

図 5ゴンズイで吸汁する二齢幼虫 (2017.8.27) 図 6ゴンズイで吸汁する四齢幼虫 (2017.9.10)

最後に， ミツバウツギに関する情報を提供して頂いた驚藤政美氏に感謝申し上げる.

参考文献

石川 忠， 2016.カメムシ科.日本昆虫学会，日本見虫目録第4巻準新姐類Volume4Paraneoptera， p497.擢歌書房，

福岡.

都城盆地植物愛好会， 1998.増補改訂版 都城盆地及び周辺の植物， 582.pp

大橋広好， 2016. ミツバウツギ科STAPHYLEACEAE.改訂新版日本の野生植物 3，pp277-278.平凡社，東京.

清水 薫 ・宮崎大学農学部応用昆虫学研究室昆虫調査グループ， 1969.霧島山の昆虫.霧島山総合調査報告書，

pp237-284.霧島山総合研究会，宮崎.
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国富町で、ハナダカカメムシを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

ノ¥ナダカカメムシ Dybowskyiαreticulataは本州・四国・九州|に幅広く分布しているが，宮崎県

内からは過去に 1例しか記録されていない(磯崎 1995).その記録も 1959年のものが目録として

記されているだけで，その標本は見当たらない.寄主であるヤブジラミは県内にも普通に生えて

いるので何か所か当たってみたところ，国富町でハナダカカメムシを確認することができた.ほ

とんどがヤブジラミの花などで吸汁していたが，交尾しているものもいた.私の知る限り，宮崎

県の記録としては 58年ぶりになる.

く記録>

ハナダカカメムシ Dybowskyiareticulata (Dallas， 1851) 

宮崎県東諸県郡国富町八代南俣， 27. V .2017， 

宮崎県東諸県郡国富町八代南俣， 30. V .2017， 

図 1ハナダカカメムシ♂

(2017.5.27国富町八代南俣)

参考文献

成虫 2♂2♀

成虫 2♂1♀(交尾確認)

図 2ハナダカカメムシ交尾

(2017.5.30国富町八代南俣)

磯崎恵明， 1995.見立 ・傾山系の昆虫類.タテハモドキ(31): 34-56. 
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ミナミトゲヘリカメムシの寄主植物とオビデオゾウムシ

小松 孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

石垣島でセンダンの実で吸汁 しているカメムシの幼虫を見つけた.赤い色をしていたのでホシ

カメムシの仲間だろうとかつてに思っていたが，脱皮して終齢幼虫になったところでミナミトゲ

ヘリカメムシ Paradasynusspinosusと分かった.終齢になると茶緑色の地味な姿になる.ミナミト

ゲヘリカメムシは北上を続けているカメムシで，柑橘類を加害することもあるが寄主植物はクス

ノキ科と報告されている(菊原・宮本 2012). 最近は，宮崎県内でも成虫を見る機会が増え，実

を付けたタブを叩くと成虫が飛び出して来たことがある.幼虫は都農町で大きな実のなったクス

ノキ科植物にいた終齢幼虫を見ただけだったので(小松 2016)，三~四齢幼虫がこんなに締麗な

赤色とは思ってもいなかった.

センダンにいた若齢幼虫のうち四齢幼虫 4頭の飼育を試みた. 1頭は終齢幼虫になってから死

亡したが，残り 3頭はセンダンの実で順調に育ち， 8/26"--'27に相次いで終齢幼虫に脱皮し， 9/9 

と9112に♂が， 9/20に♀が羽化した.

図 1 ミナミトゲヘリカメムシ終齢幼虫

(2017.8.18都農町尾鈴山)

図 3 ミナミトゲヘリカメムシ四齢幼虫

(センダンの実で吸汁)

(2017.8.22沖縄県石垣市登野城)
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図 2 ミナミトゲヘリカメムシ成虫♂(羽化)

(2017.8.23都農町尾鈴山産)

図 4 ミナミトゲヘリカメムシ終齢幼虫(飼育)

(センダンの実で吸汁)

(2017.8.26沖縄県石垣市登野城産)
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く記室奈>

ミナミトゲヘリカメムシ Paradasynusspinosus Hsiao， 1963 

宮崎県宮崎市加江田好隣梅 24.VII.2015，成虫 1♂

宮崎県都農町尾鈴山 18.VllI.2016，終齢幼虫 6exs. (実を付けたクスノキ科植物より採集)

宮崎県宮崎市内海大丸川 15.VI.2017，成虫 lex. (実を付けたタブを叩くと飛び出した)

宮崎県小林市須木木浦木 l.VllI.2017，成虫 lex.

沖縄県石垣市登野城 22.VllI.2017，四齢幼虫 4exs. (実を付けたセンダンより採集)

宮崎県延岡市稲葉崎町 13.X.2017，成虫 lex.

餌として近くに生えているセンダンの実を与えていたが， 8月 27日に採ってきたセンダンに見

慣れなし 1小さなゾウムシがいた.図鑑で調べるとオビデオゾウムシであることが分かった.木野

田毅さんに宮崎県の記録を尋ねたところ，初記録とのことであった.三宅武さんによると大分な

どでは河川敷のセンダンをスイープすると大抵採れるとのことある.瓢箪から駒でした.

く記録>

オビデオゾウムシ Acalyptustrザαsciatus(Roelofs， 1874) 

宮崎県宮崎市加江田好隣梅 27.咽 .2017，成虫 2exs. (センダンより)

図 5 ミナミトゲヘリカメムシ成虫(羽化)

(2017.8.22沖縄県石垣市登野城産)

引用文献

図 6 センダンの上のオビデオゾウムシ

(2017.8.27宮崎市加江田)

菊原勇作・宮本正一，2012.ヘリカメムシ科 FamilyCoreidae Leach， 1815.石川忠・高井幹夫・安永智秀編，日本

原色カメムシ図鑑一陸生カメムシ類 TERRESTRIALHETEROPTERANS一第 3巻， 422-435.全国農村教育協会，

東京.

小松孝寛， 2016.宮崎県の陸生カメムシ， p46.黒潮文庫，宮崎.
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センチコガネとオオセンチコガネの鑑別点~触角の色で両種は鑑別可能か?-

山元修成

(岡山市北区岡町 10-13-203:〒700-0867)

一般的に『糞』と聞いて、あまり良い印象を持たれる方はまず居ないであろう 。生物は皆、生

きていく為に食事をする。そうして、必要な栄養を体内で吸収し余分なものは排世物として体外

へ排出する。これが糞であったり尿であったりするわけだが、『汚物』として扱われることもあっ

て、あまり好ましいものではない。たまに、鳥の糞を落とされたりすれば『運』がついた!!と榔

検したりするが、これは嫌な事を無理やり前向きにとらえさせよう(他方、楽しんでいる人もいる

か?)と言葉にするだけであって、落とされた当人は正直に言って良い気分はしない。

しかし、この一般的には嫌われる「糞」を好物としている変わり者(?)の虫たちがし、る。虫屋の

皆さんはご存知であろう、所謂『糞虫(フンチュウ)Jlと呼ばれる甲虫の仲間である。糞を食べる

のだから、地味な虫が多いのかと思えばそうではなく、いろいろと趣向を凝らした種類が多い。

例えば、ダイコクコガネ Copris(Copris) ochus (Motschulsky，1860)やゴホンダイコクコガネc.

acutidens Motschulsky， 1860・ツノコガネ Liatongus(Liαtongus)minutus (Motschulsky，1860)などである

が、何故あのような立派な角が♂に存在しているのか。筆者は、甲虫屋ではないためこの理由が

既に解明されているのか認知していなかったが、つい先日ダイコクコガネの♂同士が争っている

映像を見つけた。糞の中にもぐるのに邪魔になりそうなものだ、と思っていたがやはりただの飾

りではなかったようである。

また、よくよく観察 してみると、ゴホンダイコクコガネなどはインドやタイなどの東南アジア

に生息するゴホンヅノカブト Eupatorusgracilicornisをそのまま小さくしたような容姿である O こ

れらが、カブトムシなどに匹敵する大きさであれば、せめて今の大きさよりもう少し大きかった

ら、子供たちの憧れの的になっていたに違いない。大人でさえ、糞をほじって採集しようとする

のである、子供であれば臨時なく必死に採集して回る事だろう(今時、そのような子が居るのかは

別問題であるが)。

この糞虫の中で、とりわけバリエーションが全国的に豊富な代表格としてセンチコガネ

Phelotrupes(Eo geotrupes) laevistriatus (Motschulsky，1857) と オ オ セ ン チ コ ガネ

Phelotrupes( Chromoeotrupes)αuratus auratus (Motschulsky，1857)の 2種が挙げられる。2種は、地域

によって様々な色があらわれ、 糞虫の中でも「異端児J的な存在であろう O 実際、全国各地のカ

ラーバリエーションを揃えた標本箱を見たことがあるが、圧巻の一言である。筆者自身は、ほん

の 3年程前に知った事であるが、宮崎県内でもオオセンチコガネは赤色と緑色の 2タイプが採集

で、きる。

さてこの 2種、慣れれば然程大したことはないが、鑑別に少々手こずる。黒沢ほか(2007)によ

ると、これら 2種の鑑別点は、

①頭部の形(センチコガネが半円形でオオセンチコガネが三角(台形)) 

②前胸背板の溝(センチコガネが短くオオセンチコガネが長い)

と2点記述されている。慣れるまでに多少の時間は要すると思われるが、両者の区別はこの 2点

で確かに十分だ。

しかし、初めて見る方にとってはこの 2点での鑑別もなかなか難しいものがあると思われる。

インターネットや SNSが発達した現在、写真 を撮ってブログ等に掲載し、種類を書かれる方やそ

れについて説明をされる方も出てきている。 このような方の中には、生粋の虫屋ではない方も居

られるが、これはこれで新しい虫との付き合い方でもあるだろう 。

問題は、その中には両種を間違って掲載している方がいらっしゃる、という事だ。現在、イン
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ターネットがここまで発達すると、「分からなかったらまずはネット Jと検索をされる方が増えて

きている。そうなると検索の結果、正しい同定を行っているサイトを開けば問題ないが、誤同定

をしているサイトを開いてしまった場合、その間違った情報が蔓延してしまし1かねない。これは

何も、センチコガネとオオセンチコガネだけに言える事ではない。筆者は蝶屋であるが、蝶に関

しても誤同定され、写真が掲載されているサイトなどをよく目にする(例えば、あるホームページ

では、ウラナミシロチョウ Cαtopsiliapyranthe (Linnaeus，1758)の写真を、ウスキシロチョウ

C.pomona (Fabricius，1775)のムモン型として掲載されている)。そのようなサイトに限って、御丁寧

に種の解説まで行われていたりするのである。知らない人が見れば、あたかもそれが正しい情報

に思えてしまう 。ネット社会となり色々と便利にはなったが、このような問題も山積している。

果たして、本当の意味で「便利」になったのだろうか…。

閑話休題。先にも述べたが、現在のセンチコガネとオオセンチコガネの 2つの鑑別点は、慣れ

るのに時間を要すると思われるし、また虫を見慣れた方でない限り、すぐに判断できるものでは

ないと 言えるのではないだろうか。

ここまで述べてきた筆者でさえ、初めは福田ほか(2009)の鑑別方法を基に 2種を判断していた

が、正直言って同定に自信が持てないでいた。 しかし、両種を沢山見続けているにつれて、だん

だんと同定にも慣れ、自信を持てるようになってきた。

そんな中、現在周知されている 2点以外にも、鑑別点があるのではなし、かと思い始めた。

2種は『触角の色』で区別が出来るのではなし 1かと思ったのだ。 どういう事か。まずは Fig.1 と

Fig.2を見てほしい。Fig.1は宮崎県産のオオセンチコガネ(緑色タイプ)、 Fig.2は兵庫県産のセン

チコガネの頭部の写真である。頭部の形より、この同定が誤りでないことは保証されるであろう O

では、次に両者の触角の先端を見てほしい。オオセンチコガネの触角の先端は黒(褐)色のみであ

るが、センチコガネの触角の先端は褐色に色づいている事がお分かりいただけるであろう 。

この点で、両者の鑑別は不可能なのであろうか。

Fig.1 :宮崎県串間市都井都井岬 Nov.24.2015採集 Fig.2 :兵庫県淡路市(淡路島)野島常盤 Nov.6.2016採集

筆者は、オオセンチコガネは宮崎県(300個体以上)・鹿児島県(200個体以上)・熊本県(5個体)・

岡山県(5個体)・兵庫県(30個体)・京都府(10個体)・奈良県(10個体)・群馬県産(20個体)を、セン

チコガネは宮崎県(10個体)・広島県産(2個体)・岡山県(10個体)・兵庫県(3個体)産を見てきたが、

確認したすべてにおいて共通して言える事であった。 しかし、全国各地の両種を比較している訳

ではなく、加えてセンチコガネに関してはオオセンチコガネよりも被検数が少ないため、今のと

-2 6-



タテハモドキ N253 (2017) 

ころ断言できるほ どの確証は持てない。例外的な産地も存在することも考えられる。また、オオ

シマセンチコガネ Phelotrupes(Eogeotrupes)oshimanus (Fairmaire，1895)やオオセンチコガネ屋久島

亜種 Phelotrupes(Chromogeotrupes)auratus yaku (Tsukamoto， 1958)に関しては、被検していないため、

この触角の先端の色が本当にセンチコガネとオオセンチコガネを鑑別し得る特徴なのか断定はで

きない。これらの点は、非甲虫屋としての知識量の限界を超えている。甲虫専門に転向するなら

話は別だが、今のところそのつもりもない。これらは、甲虫を専門とされている方が興味を持た

れたらお願いしたい。

筆者の知人(虫屋と非虫屋)に、福田ほか(2009)の鑑別法を提示した上で両種を判断してもらった

が、口をそろえて「難ししリという言葉が返ってきた。では、触角の色ならどうだろうと、この

区別を提示して再度個体を見てもらうと「これなら分かる!Jと簡単に 2種を分けることが出来

た。この事は、虫屋ではない人も、虫を採集し始めた人にも、この触角の色の違いであれば簡単

に両種を鑑別し得る可能性があることを示唆するには十分足る結果となった。

もし、本当にこの 2点で鑑別が可能であれば、現在ネット上で広がっている誤同定も格段と減

る事は間違いないだろう。

筆者は 甲虫屋ではないが、蝶採集の合間で摘まむ程度の採集をしている聞に、以上の点が気に

なった。甲虫に関しての知識が乏しいため、この鑑別点が通用しないこともあり得る。しかし、

気になった点としてこの誌面を借りて、問題提起をさせて頂いた。

これを機会に、皆さんの手元の標本も今一度見直されてみてはいかがでしょうか。

参考文献

黒沢良彦 ・上野俊一 ・佐藤正孝，2007.原色甲虫図鑑 II. 526pp.保育社.大阪.

川井信矢 ・堀繁久 ・河原正和・稲垣政志， 2008.日本産コガネムシ上科図説第 l巻食糞群<普及版>.197pp.昆虫

文献六本脚.東京.

福田晴夫 ・山下秋厚 ・福田輝彦 ・江平憲治・ 二町一成・大坪修一 ・中峯浩司 ・塚田拓 2009.増補改訂版昆虫の

図鑑採集と標本の作り方 261pp.南方新社.鹿児島
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宮崎の記録の少ないゾウムシ 4種を採集

中 武 文 広

(日向市財光寺切島 2区 898-1:干 883-0021)

筆者は、以下のとおりゾウムシ 4種を採集しているので報告する。 どれも県内で記録が少ない

か、新記録であると思われる。発表にあたり、同定や標本写真を撮影していただいた三宅武氏、

並びに、宮崎県の記録資料の提供、同定依頼などでお世話になった笹岡康則氏にお礼申し上げる。

① チャイロアカサルゾウムシ Coeliodinus brunneus (Houstache) 

1♂ 12. IV. 2017 宮崎県日向市塩見 石ビツ山

筆者採集、保管(同定:三宅武)

本種は 3.0"-'3.2mm程の微小種で、少ないとされている。

筆者は日向市塩見の石ビツ山において、ツバキの葉の裏か

ら採集した。本種の生態は明らかでないが、その食性のつい

てはツバキにある程度依存しているのではなし、かと考えてい

る。本種について宮崎県の記録の見直しをしたところ宮崎初

記録と思われる。

② ウミベヒメゾウムシ Pteridobaris maritimα(Roelofs) 

1ex 8. V. 2017 宮崎県日向市塩見 筆者採集、保管

(同定:三宅武)
チャイロアカサルゾウムシ

ウラジロシダの新芽にいる種で、筆者も同様に目視でシダにいるところを発見した。他には

見つけることができず、本種が多くないというのもわかる気がする。宮崎県初記録と思われる。

③ チャイロヒメゾウムシ Dendrobaris mαculata (Roelofs) 

lex 8. V. 2017 宮崎県日向市塩見 筆者採集、保管(同定:三宅武)

本種も多くなく、私としては初採集のゾウムシになる。植物の茎の部分にいたのを目視で発

見した。一度自分で同定したが、確認の意味も含めて三宅武氏に再同定していただいた。宮崎

県初記録と思われる。

④ アオパネサルゾウムシ Heorhynchus ibukianus (Hostache) 

1♂ 2. 111. 2017 宮崎県木城町中の又宇中野

筆者採集、保管(同定:三宅武)

本種は私の田舎の自宅周辺で草むしりをしている途中、

左手に落ちた土の中から発見した。もがいている状態で

一見してゾウムシと分かった。微小種で、あるためなかな

か同定まで至らなかった。そのため、笹岡氏に標本発送、

資料をお願いした。タテハモドキ 24号の大淀川の甲虫類

第 1報に 1988年宮崎と高原から記録されており、本種は

3例目となる。イヌガラシに多いとされている種だが、

草むしりをしていたときの草にはイヌガラシは 1本もな

く、土の中にいたか他の草にいたかどちらかだろう 。
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延岡市でヘリハネムシを確認

ヘリハネムシを延岡市鹿狩瀬町で確認し

た.かつてヘリハネムシはアカハネムシ科

に属していたが，独立の科としてのヘリハ

ネムシ科が設けられた後，更に 4種に分類

された (SAIT01994，2003) .宮崎昆虫同好会

誌には唯一磯崎の報告例がある(磯崎

1973). しかし，採集地が霧島山高千穂河原

となっており，鹿児島県の記録となるので，

今回が宮崎県初記録と思われる.採集地は

行際神社から祝子川へ抜ける道沿いで，樹

木をビーティングすることによって得られ

た.

タテハモドキ N253 (2017) 

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

<記録> 図 l ヘリハネムシ (2017.9.19延岡市鹿狩瀬町)

ヘリハネムシ Ischalia(Pseudohomalisus) patagiata Lewis， 1879 

1ex.，宮崎県延岡市鹿狩瀬町， 19.IX.2017，筆者採集・保管

引用文献

磯崎恵明， 1973.東霧島の見虫.タテハモドキ， (8): 12・15.

SAITO. M.， 1994. A Recisional Study of the Japanese Species of the Family Ischaliidae (Coleoptera， Heteromera). 

Elytra，Tokyo， 22: 335-343. 

SAITO. M.， 2003. A New Species of the Genus Ischalia (Coleoptera， Anthicidae) from Hokkaido， Japan. Elytra， Tokyo， 31: 

55-60. 

日南市でクロアシナガゾウムシを確認

小松孝寛

(宮崎市本郷北方 2479-23:干 880-0925)

クロアシナガゾウムシ Mecysolobustakahashiiを日南市南郷町にある亜熱帯作物支場の遊歩道を歩

いるているときに見つけた.木野田毅氏よれば宮崎県内での記録は初めてとのことである。過去

の記録を教えて頂いた木野田毅氏に感謝申し上げる.

<記録>

クロアシナガゾウムシ

Mecysolobus takahashii (Kono，1930) 

宮崎県日南市南郷町賛波，

12.1江2017，成虫 1ex.

図1クロアシナガゾウムシ (2017.11.12日南市南郷町)
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タテハモドキ NQS3 (2017) 

宮崎県のハナノミ科 I

木野田毅

(都城市高城町穂満坊 350-3:干 885-1202)

ハナノミ科の甲虫は、上麹に斑紋がある 一部の種を除くと、みなよく似ていて同定が難しい仲

間であると日頃より感じている。 ここ数年、甲虫仲間の笹岡康則氏が、珍しい種類を採集し、話

題に上ることが多くなってきた。そこで、タトウや標本箱で同定ラベルが付かずにいたものを、

畑山武一郎氏にお願いをして見ていただく機会を得た。たくさんの同定をしていただきましたこ

とに、紙面をお借りしお礼申し上げたい。

加えて、畑山氏には、 宮崎県に分布、あるいはその可能性がある種として、ハナノミ科 43種、

ハナノミダマシ科 4種をご教授いただいた。今後調査を進めるに当たり、大変貴重な情報であり、

重ねて感謝申 し上げる。

貴重な採集個体を恵与していただきました、小岩屋敏氏、小松孝寛氏、笹岡康則氏、前田幸治

氏、安本潤一氏に改めて紙面を借りてお礼申し上げる。

採集者は、姓に leg.を付けた。

<記長素>

ハナノミ科 Mordellidae 

1 ナミアカヒメハナノミ Falsomordellina luteoloides (Nomura) 

1♂， 宮崎市竹ノ内， 14.VI.2009，前田 leg.

2 タカオヒメハナノミ Falsomordellina takaosana (Kono) 

1♀，綾町大森岳林道， 15.VI.2011，笹岡 leg.; 1♀，同， 9.VII.2011，笹岡 leg.

(綾町コアエリアリストに記録あり 。)

3 キンモンヒメハナノミ Falsomordellistena auriguttata Nomura 

1♀， 日向市富高， 30.V.1995，木野田 leg.

4 カタピロヒメハナノミ Falsomordellistenαauromaculata Kono 

1♂，西都市前川林道， 2. V .2010，笹岡 leg.

5 ハナノヒメハナノミ Falsomordellistenαhanω10i (Nomura) 

1♂，東諸県郡田野町鰐塚山， 25.VII.1992，木野田 leg.

6 サトウヒメハナノミ Falsomordellistena satoi (Nomura) 

1♀，東臼杵郡北川町上祝子・小岩屋， 15. VI .1995，木野田 leg.; 1♀，綾町大森岳林道，

9.VI.2011，笹岡 leg.; 1♂ 1♀，同， 14.VII.2011，笹岡 leg.; 1♀，同， 16.VII.2011，笹岡 leg.

(タテハモドキ 47号(2011)に宮崎市木花の記録、同 50号(2014年)に綾町大森岳の記録あり 。)

7 サタオビハナノミ Glipa azumai Nakane 

1♂，宮崎市加江田渓谷， 27.Ill.2010，笹岡 leg.; 3♂ 2♀，同， 12. X .2010，笹岡 leg.

8 コオピハナノミ Glipa fasciata Kono 

1♀，綾町大森岳林道， 16.VII.2011，笹岡 leg.

(タテハモドキ 6号(1969)に、綾町綾北の記録あり O 日向市東郷町にて、 2009年に山元一裕氏

が 1♀を採集している。加えて、綾町コアエリアリストに記録あり 。)

9 カルベオビハナノミ Glipa karubei Takakuwa 

1♂，西都市三財， 27.1¥人2010，笹岡 leg.; 1♂，同， 27.VII.2010，笹岡 leg.; 3♂，同， 1. 

VlII.2010，笹岡 leg.; 2♀，同， 12.VII.2011，笹岡 leg.; 1♂，綾町大森岳林道， 12.VII.2011， 

笹岡 leg. (タテハモドキ 52号(2016)に、西都市三財の記録あり 。)

10 アヤオヒ守ハナノミ Glipa ohgushii (Chujo) 
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1♂ 2♀，日南市酒谷， 25.Vll.2010，笹岡 leg.; 1♂ 1♀，同， 12.VIIl.2010，笹岡 leg.; 1♀， 

宮崎市清武町沓掛， 10.Vll.2011，笹岡 leg.

11 ピックオビハナノミ Glipa pici Ermisch 

1♀，綾町大森岳林道， 25.Vll.2010，笹岡 leg.;1♂，同， 20. VIIl.20 10，笹岡 leg.; 1♀，同，

22. VIIl.2010，笹岡 leg.;1♂，同，23.VIIl.2010，笹岡 leg.;1♂ 1♀，同， 25.V皿.2010，笹岡 leg.; 

1♂ 1♀，同， 27.VIIl.2010，笹岡 leg.;1♀，同， 11.IX.2010，笹岡 leg.;1♀，同， 13.IX.2010， 

笹岡 leg.; 2♀，同， 16.IX.2010，笹岡 leg.; 2♀，同， 18.IX.2010，笹岡 leg.; 1♀，同， 24. 

IX.2010，笹岡 leg.; 1♀，同， 3.Vll.2011，笹岡 leg.; 1♂，同， 16.Vll.2011，笹岡 leg.; 1♀， 

同， 10. VIIl.20 11，笹岡 leg.(タテハモドキ 33号(1997)に北)11町上祝子の記録あり O 綾町コアエ

リアリストに記録あり 0)

12 ザウテルオビハナノミ Glipa sauteri Pic 

4♂ 2♀，西都市三財， 27.Vll.2010，笹岡 leg.; 1♀，同1.咽.2010，笹岡 leg.; 1♂，同，

14.VIIl.2010，笹岡 leg.; 1♀，宮崎市下北方町池ノ内， 22.Vll.2010，笹岡 leg.; 1♀，同， 1. 

VIIl.2010，笹岡 leg. (タテハモドキ 46号(2010)に、宮崎市と西都市の記録あり 。)

13 オオメヒメハナノミ Glipostena pelecotomoidea (Pic) 

1♀，綾町大森岳林道， 25.VIIl.2010，笹岡 leg. (綾町コアエリアリストに記録あり 。

14 チャイロヒメハナノミ Glipostenodαrosseola (Marseul) 

1♂， 日向市富高， 8.Vll.1995，木野田 leg.; 1♂，西都市前川林道， 10.VIIl.2009，笹岡 leg.

15 クリイロヒゲハナノミ Macrotomoxia castanea Pic 

1♂，綾町大森岳林道， 9. V .2011，笹岡 leg.; 2♂，同， 9.VIIl.2011，笹岡 leg.; 1♂ 1♀， 

同， 12.VIIl.2011，笹岡 leg.; 3♂，同， 18.VIIl.2011，笹岡 leg.;1♂，同， 20. VIIl.20 11，笹岡 leg.

(綾町コアエリアリストに記録あり 。)

16 オオキボシハナノミ Hoshihωwnomia auromaculata nipponica Nomura 

1♀， 日南市酒谷， 25.Vll.2010，笹岡 leg.

17 キボシハナノミ Hoshihananomia hananomi (Kono) 

1♂，宮崎市田野町鰐塚山， 13.Vll.2009，笹岡 leg.; 1♀，同， 23.Vll.2015，小岩屋 leg.

(タテハモドキ 3号(1968)に、霧島山での記録あり 。綾町コアエリアリストに記録あり 。)

18 ニセキボシハナノミ Hoshihananomia katoi katoi Nakane et Nomura 

1♂，綾町大森岳林道， 21.Vll.2011，笹岡 leg.; 2♂ 1♀，同， 27'"'-'28.Vll.2011，笹岡 leg.; 

1♀，同， 24.Vll.2013，笹岡 leg.(タテハモドキ 49号(2013)に、大森岳林道での記録あり 。綾

町コアエリアリストに記録あり 。)

19 トガリバクロハナノミ Mordella oxyptera Nomura 

1♀，西都市前川林道， 10.VIIl.2009，笹岡 leg.

20 シロウズクロヒメハナノミ Mordellistena shirozui Nomura 

1♂，延岡市西階町金堂ヶ池， 12.Vll.1988，木野田 leg.

21 トケジクロヒメハナノミ Mordellistena tokejii Nomura 

1♀，綾町大森岳林道， 9. V .2011，笹岡 leg.; 1♂，同， 9.Vll.2011，笹岡 leg.

22 オオスミヒメハナノミ Mordellistenoda ohsumiana (Nakane) 

1♂， 日向市富高， 8.Vll.1995，木野田 leg.

23 ガロアヒメハナノミ Tolidopalpus galloisi (Kono) 

1♂ 1♀，日向市富高， 8.Vll.1995，木野田 leg.; 2♀，綾町大森岳林道， 25.VIIl.2010，笹岡 leg.

(タテハモドキ 50号(2014)に、宮崎市での記録あり 。)

24 モンハナノミ Tomoxia nipponica Kono 

1♀，綾町大森岳林道， 29.Vll.2011，笹岡 leg.
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25 キンオビハナノミ Variimorda flavimana (Marseul) 

1♂，綾町大森岳林道， 9.V1l.2011，笹岡 leg.

ノ¥ナノミダマシ科 Scraptiidae

26 ハヤシフナガタハナノミ Anaspis hayashii Chujo et Nakane 

1♂，椎葉村大河内， 3.VI.2016，小松 leg.

27 キイロフナガタハナノミ Anaspis luteola Marseul 

1♂，田野町八重， 23. V .1993，木野田 leg.; 1♀， 日向市富高， 8.V1l.1995，木野田 leg.

28 クロフナガタハナノミ Anaspis maeseuli Csiki 

2♀，延岡市稲葉崎町， 24.IV.1988，木野田 leg.; 1♀，東臼杵郡北川町上祝子， l1.IV .2004， 

安本 leg.

オオハナノミ科 Rhipiphoridae 

29 クチキオオハナノミ T!匂onoderatokejii (Nomura et Nakane) 

1♀，綾町大森岳林道， 14.VI.2011，笹岡 leg. (綾町コアエリアリストに記録あり 。

30 オスグロオオハナノミ Macrosiagon cyaniveste Marseul 

1♂，宮崎市田野町鰐塚山， 21.V1l.2013，笹岡 leg.

<宮崎県に分布、あるいはその可能性のある種>

ノ¥ナノミ科 Mordellidae 

l キノコホシハナノミ

2 ハセガワヒメハナノミ

3 ウスオビヒメハナノミ

4 ミヤマヒメハナノミ

5 ナカネヒメハナノミ

6 ビロウドヒメハナノミ

7 ヒラノヒメハナノミ

8 ヨシ夕、ヒメハナノミ

9 ハリオオビ、ハナノミ伊豆亜種

10 ワモンオビハナノミ

11 ヒガシノヒメハナノミ

12 キモトヒメハナノミ

13 ヤクシマヒメハナノミ

14 シバタヒメハナノミ

15 シズオカヒメハナノミ

16 クリゲヒメハナノミ

17 コモンホシハナノミ

18 ウスキボシハナノミ

19 オオシラホシハナノミ

20 ホソクロハナノミ

21 オナガクロハナノミ

22 アカカタハナノミ

23 ハナノハナノミ

24 カタジロハナノミ

Curtimordα maculosa (Naezen) 

Ermischiella hasegのvai(Nomura) 

Ermischiella vagevittata (Nakane) 

Falsomordellistena alpigena Tokeji 

Falsomordellistena aurofasciata (Nakane) 

Falsomordellistena chrysotrichia (Nomura) 

Falsomordellistena hiranoi Nomura 

Falsomordellistena yoshidai (Nomura) 

Glipa hatayamai izuinsulana Takakuwa 

Glipa apicalis Pic 

Glipostenodαhigashinoi Nomura 

Glipostenoda kimotoi Chujo 

Glipostenoda retusa Nomura 

Glipostenoda shibatai Nomura 

Glipostenoda shizuokana (Kono) 

Glipostenoda trichophora (Nomura) 

Hoshihananomia borealis Nomura 

Hoshihananomia kurosai Chujo et Nakane 

Hoshihananomia pirika Kono 

Mordella niveoscutellata Nakane et Nomura 

Mordella onaga Nomura 

Mordellariaαurata (Kono) 

Mordellaria hanαnoi (Nakane et Nomura) 

Mordellaria latior Nomura 
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25 ゼンチハナノミ

26 アマミヒメハナノミ

27 マエアカヒメハナノミ

28 カグヤヒメハナノミ

29 コイケヒメハナノミ

30 クロズヒメハナノミ

31 オトヒメハナノミ

32 ケオビヒメハナノミ

33 フタオビヒメハナノミ

34 ヤマモトヒメハナノミ

35 カタスジクロヒメハナノミ

36 フジヤマクロヒメハナノミ

37 アトグロヒメハナノミ

38 セグロヒメハナノミ

39 クロサクトヒメハナノミ

40 アカヒメハナノミ

41 アワヒメハナノミ

42 ナガトゲヒメハナノミ

43 ネジロモンハナノミ

ノ¥ナノミダマシ科 Scraptiidae 

オオフナガタハナノミ

2 ホソフナガタハナノミ

3 オオクラフナガタハナノミ

4 キイロハナノミダマシ

Mordellaria zenchii Tokeji 

Mordellina amamiensis (Nomura) 

Mordellina callichroa (Tok吋i)

Mordellina kaguyahime (Nomura et Kato) 

Mordellina koikei (Tokeji) 

Mordellina longula (Kono) 

Mordellina otohime (Nomura et Kato) 

Mordellina pilosovittata (Nakane) 

Mordellina signatella (Marseul) 

Mordellina yamamotoi (Nomura) 

Mordellistena brevilineata Nomura 

Mordellistena fujiyamai Nomura 

Mordellistenafuscoapicalis Nomura 

Mordellistena fuscosuturalis Nomura 

Mordellistena kurosai Chujo 

Mordellistenoda aka (Kono) 

Pseudotolida awana (Kono) 

Tolidostena japonica (Tokeji) 

Tomoxia scutellata Kono 

Ectasiocnemis shirozui (Chujo) 

Pentaria elongata (Kono) 

Pentaria ohkurai Nakane 

Scraptia livens Marseul 

ナミアカヒメハナノミ(撮影:前田幸治)
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2016年と 2017年に綾町照葉樹林で確認された甲虫類

笹岡康則

(宮崎市大字島之内 9481:干 880-0121)

2016年と 2017年の綾町照葉樹林における調査において、少ない調査回数ながら、甲虫は希少

種が確認された。それらを含む確認種をここに報告する。たくさんの同定をお願いした生川展行

氏には衷心より感謝したい。

今回で綾町の調査は一応終わりにしようと思った。 しかし、今後も調査をすることで珍しい種

類が見つかると思われる。来年以降は調査場所を大森岳林道から綾南川沿いに変えて調査を継続

したい。現在までに筆者が確認できた綾町内の照葉樹林の甲虫は 667種となった。確認されてな

い種類がまだまだ多数いると思う 。

く宮崎初記録および九州本土で記録の少ないと思われる種の一部について >

①アカガネエグリタマムシ Endeluspyrrosiae pyrrosiae 

今まで島原半島で記録があるが普賢岳の噴火以降確認されていない。今回大森岳林道標高

約 600m付近の FITで採集された。9月の羽化時期に追加個体を探したが確認できなかった。

本種はシダ類のヒトツパをホストとすることが確認されており、それらしき食痕も確認でき

た。来春、ホストの調査が必要である。現在九州唯一の確認産地と思われる。

②コバネツツシンクイ Arractocetusnipponicus 

川中神社林道で採集できた。南方系の種類で九州|本土の記録は過去 1"-'2例と思われる。本

種の飛朔はハチそっくりで目視では確認は難しい。倒木付近を飛び回るハチを採集すること

で得られる。尚、ツツシンクイの仲間は宮崎に 4種が分布している可能性があるが、ムネア

カツツシンクイ(九州、12例目)が確認されており残り 2種の確認が期待される。

③ キイロチビゴミムシダマシ Menimustestacea、ミヤザキキイロチピゴミムシダマシ(新称)

今回県外の研究者とともにミヤザキキイロチビゴミムシダマシ(新称)が 2013年大森岳林

道から採集され新種記載に向けた追加個体の調査に同行した。キイロチビは多数確認でき、

ミヤザキキイロの追加個体も複数確認できた。近いうちに記載発表されると思う 。

④フシツノホソエンマムシ Niponiusfurcatus 

四国、九州、南西諸島に分布する南方系の種類だが、全国でも記録は少なく、九州本土の

記録はきわめて少ないと思われる。

⑤コスジマグソコガネ Aphodius(Pleuraphodius) lewisii 

九州の記録も少なく、全国でも少なくなっていると思われる。

⑥イシダコガネホソコメツキ Shirozulusishidai 

九州、け例目? 全国でも記録の少ない(奈良、広島)種類である。今回 FITで採集された。

⑦ハラアカトゲパコメツキダマシ Spinザorn似 miurai

原記載以降の記録は 2007模式産地、 2010京都、そしてそれ以降では九州で 2県目の確認で

はなし 1かと思われる。宮崎県では 2016年田野町に次いで 2例目となる。

③オオムクゲキスイ Biphyllussatsumanus 

1984年採集され原記載されて以降記録の無かった種類であるが、綾で 2013年大森岳(岩切)

に次ぎ 2例目の確認となった。綾の森では、原記載以降本州(福井、岐阜)のわずかな記録で

あったクズリュウムクゲキスイに次いで見つかったムクゲキスイ科の稀種である。

⑨エノキミツギリゾウムシ Eterozemusceltis 

全国でも記録の少ない種類である。西都市でエノキの倒木から見出されているが、今回シ

イノキの立ち枯れから多数の個体がみつかった。宮崎県で 2か所目の産地となる。
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⑩ヒメカツオガタナガクチキ Eustrophusniponicus 

北海道、青森、宮城、福島、新潟、富山、岐阜、滋賀、京都で記録があり、九州では初記録

の可能性がある。

確認種リスト

太文字和名は記録の少ない種類、 2016年の採集記録のみ年を示す、 く>は同定者を示す。

セスジムシ科

1.チャイロヒラタセスジムシ Clinidiumveneficum Lewis N ，2， II， 18大森岳林道

オサムシ科

2.クロヒゲアオゴミムシ Chlaeniusocreatus Bates VIII.2大森岳林道<生川展行 >

3.ヤホシゴミム シ Lebidiaoctoguttata Morawitz V， 17大森岳林道

ゲンゴロウ科

4.チビゲンゴロウ Guignotusjaponicus (Sharp) VI， 18川中神社く生川 >

ガムシ科

5. ヒメガムシ Sternolophusrufipes (Fabricius) VIII，9大森岳林道

エンマムシ科

6.フシツノホソエンマムシ Niponiusfurcatus Lewis V， 17大森岳林道く生川 >

7.ヒメホソエンマムシ Niponiusosorioceps Lewis V， 17大森岳林道く生川 >

8.コエンマム Margarinotus(Grammostethus) niponicus (Lewis) V， 17大森岳林道く生川 >

9.オニナガエンマムシ Platysoma(Platylister)cambodjense Marseul VI，18川中神社く生川 >

タマキノコムシ科

10.チャイロヒメタマキノコムシ Pseudoliodesstrigosulus (Portevin) VI，8川中神社く生川 >

ヂオキノコムシ科

11.ホソス ジデオキノコムシ Ascaphiumtibiale Lewis VI，8川中神社く生川 >

12.シリアカデオキノコムシ Scaphidiumrufopygum Lewis VI，8川中神社く生川 >

コガネムシ科

13.コツヤマグソコガネ Aphodius(Paulianellus) maderi Balthasar 

VI，18川中神社く稲垣政志 > ; V，17大森岳林道く稲垣>

14.コスジマグソコガネ Aphodius(P leuraphodius) lewisii Waterhouse VI， 18川中神社く稲垣>

15.クロツツマグソコガネ Sα:prositesjaponicus Waterhouse N ，8綾南川;VI，8 ，16川中神社く稲垣>

16.セスジカクマグソコガネ RhyparusαzumaiN akane咽，9大森岳林道

17.ナガチャコガネ Heptophyllapicea picea Motschulsky VI， 18川中神社

タマムシ科

18.サトウナガタマムシ Agrilussatoi Y. Kurosawa N ，27大森岳林道 ;N，14川中神社

19.ミツボシナガタマムシ Agrilustrinotatus E. Saunders V，17大森岳林道く堤内雄二>

20.アオグロナガタマムシ Agrilusviridiobscurus E. Saunders 

VI，8川中神社<堤内 > ; N，23大森岳林道く堤内 >

21.ミヤマナカボソタマムシ Coraebusmontαnus Miwa et Chujo V1l，16大森岳林道

22.アカガネエグリタマムシ Endeluspyrrosiae pyrrosiae Y. Kurosawa V， 17大森岳林道く堤内 >

コメツキムシ科

23.ホソサビキコリ Agrypnusfuliginosus (Candeze) VI，8川中神社く堤内 >

24.オオツヤハダコメツキ Stenagostusumbratilis (Lewis) VIII，9大森岳林道

25.ヒメクロコメツキ Ampeduscarbunculus (Lewis) 

V，8川中神社く堤内 > ; V，17大森岳林道く生川 >

26.アカハラクロコメツキ Ampedushypogastricus hypogastricus (Candとze)V，17大森岳林道く生)11>

27.コナガクロコメツキ Ampedusnanus Silfverberg V， 17大森岳林道<生川 >
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28.キパネクチボソコメツキ Glyphonyxbicolor bicolor Candとze VI，18川中神社く堤内〉

29.クロアメイロコメツキ Kometsukiavesticornis Kishii VI， 18川中神社

30.イシダコガネホソコメツキ Shirozulusishidai (Kishii) VI，8川|中神社<堤内>

31.ヒラ タクシコメツキ Melanotuskoikei Kishii et Ohira V，17大森岳林道く生川 >

32.オオハナコメツキ Platynychusnothus nothus (Candとze)V，8， VI，18川中神社く堤内 >

コメツキダマシ科

33.オオチャイロコメツキダマシ Fornaxvictor F1eutiaux V，6 (羽化)大森岳<鈴木瓦〉

34.クロビロウドコメツキダマシ Pterotαrsusborealis Hisamatsu VI，18川|中神社

35.ハラアカトゲバコメツキダマシ Spinザornaxmiurai Nakane vm，9大森岳林道

ホタル科

36.カタモンミナミボタル Drilasteraxillaris Kiesenwetter VI， 13川中神社

37.ゲンジボタノレ Luciolacruciata Motschulsky VI，18川中神社

シバンムシ科

38.ケオ ビトサカシパンムシ Ptinomorphusexilis (Kiesenwetter) V，17大森岳林道

カッコウムシ科

39.ルリホソカ ッコ ウムシ SpinzoαcoeruleaLewis V， 17大森岳林道

40.キオ ビナガカッコウム シ Opilocαrinatus Lewis VI， 15大森岳林道

41.ダンダラカ ッコ ウムシ Stigmatiumpilosellum (Gorham) VI， 18 ) 11中神ネ土く生川 >

ツツシンクイ科

42.コパネツツシンクイ Arractocetusnipponicus (Nakane) N ，14川中神社

ケシキスイ科

43.ドウイロムクゲケシキスイ Aethinaaeneipennis Reitter VI，15大森岳林道<生川 >

44.ヒメクロ マルケシキスイ Cyllodesbreviusculus (Reitter) V，17大森岳林道く生川 >

45.ベニモンマルケシキスイ Cyllodesdorsalis (Reitter) VI，8川中神社<生川 〉

46.ツキワマルケシキスイ Cyllodesliteratus (Reitter) VI，8川中神社く生川 >

47.クロヒラタ ケシキスイ Ipidiavariolosa Reitter VI ，8 ) 11中神社く生川 >

48.マルヒラ タケシキスイ Parametopiaxrubrum Reitter VI， 13川中神社

49.キノ コヒラタ ケシキスイ Physoroniaexplanata Reitter VI ，8川|中神社く生川1>
50.ウスオビカク ケシキスイ(ウスオビキノコケシキスイ Pocaditesdilatimαnus (Reitter) 

V，17大森岳林道<生川 >

51.ヨツボシケシキスイ Librodorjaponicus (Motschulsky) VI，18川中神社

ヒラタムシ科

52.ノレイスチピヒラ タムシ Notolaemuslewisi (Reitter) VI，18川中神社<生川 >

53.クロホシチビヒラ タムシ Notolaemusnigroornatus (Reitter) N ，27大森岳林道く生川1>
54.セマルチピ ヒラ タムシ Xylolesteslaevior (Reitter) VI，18川|中神社く生川 >

ツツヒラタムシ科

55.クロサワツツヒラタムシ Ancistriakurosawai Sasaji V，17大森岳林道

ホソヒラタムシ科

56.ミツモンセマルヒラタム シ Psammoecustriguttatus Reitter vm ，9大森岳林道

ムクゲキスイムシ科

57.アカグロムクゲキスイ Biphylluslewisi (Reitter) V， 10綾北)11<生川 >

58.ヨツモンムクゲキスイ Biphyllusoshimαnus Nakane 

VI，8川|中神社く生川 > ; V，10綾北川 く生川 >

59.オオムクゲキスイ Biphyllussatsumanus Nakane V， 17大森岳林道<生川 >
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オオキノコムシ科

60.ムモンシリグロオオキノコ Pseudaphandrainornata (Chujo) V， 17大森岳林道<生川 >

61.クロチビオオキノコ Tritomaniponensis (Lewis) VI， 13川中神社

62.クロモンチビオオキノコ Tritomapantherina (Lewis) IV ，27， V， 17大森岳林道く生川 >

63.ベニモンムネピロオオキノコ Microsternuspelプoratus(Lewis) IV ，24， 27大森岳林道く生川 〉

64.ミイロムネビロオオキノコ Microsternustricolor Lewis V.17大森岳林道く生川1>
テントウムシダマシ科

65.イツホシテントウダマシ Leistesdecoratus (Gorham) VI，18川中神社

テントウムシ科

66.カメノコテントウ Aiolocariahexaspilota (Hope) VI，18川中神社

ホソカタムシ科

67.サシゲホソカタムシ Neotrichushispidus Sharp VI，8川中神社く生川 〉

68.ツヤナガヒラタホソカ タムシ Penthelispavilis (Sharp) VI，8川中神社く生川 >

69.ダルマチ ピホソカタムシ Pseudotarphiuslewisii Wollaston VI，8川中神社く生川 >

70.ヒュウガホソカタムシ Sosyluscrassus Aoki et Narukawa Vlll，2大森岳林道

デバヒラタムシ科

71.デパヒラタムシ Prostomislatoris Reitter 11，18大森岳林道

コキノコムシ科

72.コモ ンヒメコキノコムシ Litargusjaponicus Reitter 

VI，18川中神社く生川1>; V，17大森岳林道く生川 〉

73.キュウシュウヒメコキノコムシ Litarguskyushuensis Miyatake VI， 18川中神社く生川1>
74.ヒゲブトコキノコムシ Mycetophagusantennatus (Reitter) VI，18川|中神社<生川 >

75.クロコキノコムシ Mycetophagusater (Reitter) VI，18川中神社く生川 >

76.コマダラコキノコムシ Mycetophaguspustulosus (Reitter) VI，18川中神社<生川1>
77.アカパヒゲボソコキノコムシ Parabaptistesreitteri (Lewis) VI，8川中神社く生川 >

ナガクチキムシ科

78.ヒメカツオガタナガクチキ Eustrophusniponicus Lewis VI， 18川中神社く生川 >

79.アカオ ビニセハナノミ Orchesiaimitans Lewis VI，8川中神社

80.ハガタホソナガクチキ Dircaω dentαtomaculatαLewisV.17大森岳林道く生川 〉

81.ビロウドホソナガクチキ Phloeotryαobscura(Lewis) V， 17大森岳林道く生川 >

ハナノミ科

82.クリイロヒゲ、ハナ ノミ Higehananomiapalpalis Kono VI，18川|中神社

クビナガムシ科

83.クビナガムシ Cephaloonpallens (Motschulsky) IV ，30川中神社

ア力ハネムシ科

84.オニアカハネムシ Pseudopyrochroajaponica (Heyden) IV ，27大森岳林道く生川1>
アリモドキ科

85.ヘ リアカアリモドキ Anthicomorphussuturalis Lewis綾南川 2016，IX，21eg.西

86.クロチビアリモドキ Anthicomorphusniponicus niponicus Lewis 

IV，27大森岳林道く生川 > ; 2016，11，2綾南川 leg.西く生川 >

87.アカホソアリモドキ Anthicusfugiens Marseul VI，8川|中神社<生川 >

クチキムシ科

88.クロツヤバネクチキム シ Hymenaliaunicolor Nakane V， 17大森岳林道く生川1>
ゴミムシダマシ科

89.キイロチピゴミムシダマシ Menimustestacea (Lewis) 11 ，18大森岳林道

90.アオツヤキノコゴミムシダマシ Platydemamaruseuli Lewis VI ，8川中神社<生川 >
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91.クロツヤキノコゴミムシダマシ Plaηdemanigroaeneum Motschulsky VI，8川中神社く生川 >

92.クロホシテントウゴミムシダマシ Derispiamaculipennis (Marseul) VI，8， 13川|中神社

93.テントウゴミムシダマシ Leiochrinussatzumae Lewis VI， 18川中神社

94.クロホソゴミムシダマシ Hypophloeuscolydioides (Lewis) VIII ，2大森岳林道;VI，8川|中神社

カミキリムシ科

95.ベーツヒラタカミキリ Eurypodabatesi Gahan咽，31大森岳林道

96.コゲチャヒラタカミキリ Eurypodaunicolor unicolor Hayashi VIII ，2大森岳林道

97.ツヤケシハナカミキリ Anastrangaliascotodes (Bates) VI， 18川|中神社

98.アカハナカミキリ Corymbiasuccedanea (Lewis) vn，16大森岳林道

99.ヒナルリハナカミキリ Dinopteraminuta (Gebler) N ，14川中神社

100.オガサワラチャイロカミキリ Comusiatestαcea (Gressitt) VIII ，2大森岳林道

101.マダラゴマフカミキリ MesosαpoecilaBates N， 14踊割出 4116羽化 川中神社

102.ドウボソカミキリ Pseudocalamobiusjαponicus japonicus (Bates)VI，15大森岳林道

103.クワサビカミキリ Mesosellasimiola Bates VI，15大森岳林道

104.ソボセダカコブヤハズカミキリ Parechthistatusgibber grossus (Bates)VI，15大森岳林道

105.ドイカミキリ Doiusdivaricata divaricata (Bates) VI，18川l中神社

106.トゲ、バカミキリ Rondibilissaperdinα(Bates) VI，15大森岳林道

107.シラホシカミキリ Glenearelicta relicta Pascoe VI， 18川中神社

108.ヘリグロリンゴカミキリ Nupserhamarginella (Bates) VI，18川中神社

ハムシ科

109.クノレミハムシ Gastrolinadepressa Baly VI，6， 18川中神社

110.ケブカクロナガハムシ Hesperomorphahirsuta (Jacoby) N ，30 )11中神社<生川 >

ヒゲナガゾウムシ科

111.ウスモンツツヒゲナガゾウムシ Ozotomerusjaponicus Sharp VI，18川中神社

112.チヤマダラ ヒゲナガゾウムシ Acorynuslatirostris (Sharp) V， 17大森岳林道く三宅>

オトシブミ科

113.アシナガオトシブミ Phialodesrufipennis Roelofs N ，8綾南川

114.クチブ トチョッキリ Lasiorhynchitesbrevirostris (Roelofs) N， 14川中神社く三宅>

115.ヤ ドカリチョッキリ Paradeporausdepressus (Faust) N， 14川中神社く三宅>

ミツギリゾウムシ科

116.エノキミツギリゾウムシ Eterozemusceltis (Lewis) VI，8綾町川中神社

ゾウムシ科

117.ニセヒ シガタ ヒメゾウムシ Barinomorphoidessimilaris Morimoto N， 18川中神社く三宅>

118.ケアカサルゾウムシ Coeliodessetifer Schultze N， 18川中神社く三宅>

119.クワノコブコブゾウムシ Styanaxkuwanoi Chujo et Voss IX，10大森岳林道

却17川1/02 :10171101低

22アカガネエグリタマムシ 35ハラアカトゲパコメツキダマシ 42コパネツツシンクイ
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ゆ作

55クロサワツツヒラタムシ 101マダラゴマフカミキリ(左 :成虫 右:踊)

2017/11128 

116エノキミツギリゾウムシ 118ケアカサルゾウムシ(撮影:三宅武)

宮崎県内のクワガタムシ科の記録

木野田毅

(都城市高城町穂満坊 350-3:干 885-1202)

20日年から今年 2017年までのクワガタムシ科 5種をここに報告する。

1.ミヤマクワガタ Lucanusmacul俳moratusmaculifemoratus Motschulsky，1861 

2♂，小林市須木・奈佐木(4831-0026)，29.Vll.2012; 5♂，都城市山之口町佐渡ヶ元林道

(4831・5146)，28.Vll.2017 (佐渡ヶ元林道の記録は全て LEDライト付き FITで得られた。)

2.ノコギリクワガタ Prosopocoilusinclinatus inclinatus Motschulsky，1857 

1♀，都城市美川町西岳中学校(4730・5766)，29.Vll.2011; 2♀，同， 1.vm.2011; 1♂ 2♀， 

同， 24.vm.2011; 1♀，同， 3.医 .2011;1♂，都城市吉之元町(4730・5783)，21.Vll.2012; 1♂， 

同， 26.Vll.2012; 2♂，小林市須木・内山(4831-0018)，29.Vll.2012; 1♂，都城市山之口町佐

渡ヶ元林道(4831・5146)，28.Vll.2017 

3. コクワガタ Dorcusrectus rectus (Motschulsky，1857) 

1♂，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，3.IX.20日

4. ヒラタクワガタ Dorcustitanus pilザ'er(Snellen van Vollenhoven，1861) 

2♂，綾町大森岳， 19.咽 .2015，笹岡康則 leg.;1♂，都城市山之口町佐渡ヶ元林道(4831・5146)，

28.Vll.2017 

5.チビクワガタ Figulusbinodulus Waterhouse， 1873 

1♂，都城市高城町穂、満坊(4831・5160)，20. V .2016 
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渡辺崇氏が宮崎県内で採集した甲虫

笹岡康則

(宮崎市大字島之内 9481:干880-0121)

渡辺氏が 2015年から春、夏の各 10日間ほど宮崎で、ハネカクシ調査をされた。その際採集した

ノ¥ネカクシ以外の甲虫の一部をご自身が平野幸彦氏、秋山秀雄氏(カミキリモドキ科)、内田篤人

氏(ゾウムシ科)、西川正明氏(シデムシ科)に同定依頼をされ、それ以外の数百頭を超す標本を

送っていただいた。同定報告が遅くなったが今回整理できたものだけを報告する。渡辺氏の採集

には何回か同行させていただき、落ち葉簡やハネカクシ採集方法についてご教示を賜り、 貴重な

経験をさせていただいた。

ノ¥ネカクシ類の採集では、落ち葉箭い、 FIT、バナナトラップ、そして夜間採集等を、時には車

中泊にて多くの貴重な甲虫を採集されている。私がほとんど行ったことのない県北で、多くの甲

虫を採集されている。その採集品の同定により、 筆者初見の虫と出会うことが多く、楽しい時間

を過ごすことができた。宮崎県初記録と思われる種類や九州本土での記録が非常に少ないと思わ

れる種を次に列挙する。

①ホソチピヒョウタンゴミムシ②ニツコウミズギワゴミムシ ③エンマムシモドキ

④マルチピヒラタエンマムシ ⑤オオサワオオタマキノコムシ⑥キュウシュウコルリクワガタ

⑦ツヤマルタマキノコムシ ③ホソムネコチピシデムシ ⑨アカチャチピマルハナノミ

⑬クロオピマグソコガネ ⑪ミゾツヤドロムシ ⑫ツヤヒメコメツキダマシ

⑬トドデオキスイ ⑭クリストフオニケシキスイ ⑮コヨツボシケシキスイ

⑮ヒゲナガヒメヒラタムシ ⑪イツホシテントウダマシ ⑬ハナパチャドリキスイ

⑬カワリキスイ ⑫タイワンツツキノコムシ ⑫ケナガツツキノコムシ

⑫ヒメツヤツツキノコムシ ③キムネキノコムシダマシ ⑫アカモンナガクチキ

③クロズハマベゴミムシ ⑫オオダイマグソコガネダマシ⑫ノ¥ンノスジキクイムシ

⑧シナノナガキクイムシ ⑫マキハラノミヒゲナガゾウムシ

(他にもいると思うが、詳しく調べることはできていない。)

同定等に際し、生川展行氏、稲垣政志氏、 三宅武氏、堤内雄二氏、鈴木瓦氏、今坂正一氏、木

野田毅氏に大変お世話になり、紙面にて改めてお礼申し上げる。

各同定者は(平野)のように姓のみを表記した。命名者の後ろに*があるものは、本県で記録

が少ない種である。以下が、渡辺崇氏採集リストである。

オサムシ科

1.ヒメチャチピヒョウタンゴミムシ Dyschiriusigai Nakane et S. Ueno 2017，VII.24椎葉村九大演習林(平野)

2.ホソチビヒョウタンゴミムシ Dyschiriussteno Bates* 2016，VII.29諸塚村七ツ山(平野)

3.ホソヒョワタンゴミムシ Scaritesacutidens Chaudoir 2014. vm.4延岡市五ヶ瀬川|河口(平野)

4.ガロアミズギワゴミムシ Bembidiongalloisi Netolitzky 2016，VII.26諸塚村七ツ山(平野)

5.キュウシュワムネミゾミズギワゴミムシ Bembidion片山huenseHabu 2017， V .10椎葉村九大演習林(平野)

6.ハコネミズギワゴミムシ Bembidionlucillum Bates 2017， V.lO椎葉村九大演習林(平野)

7.ニッコウミズギワゴミムシ Bembidionmisellum Haroldヰ 2017，V.lO椎葉村九大演習林(平野)

8.ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidionmorawitzi Csiki 2016，VII.24川南町遊学の森

9.ヒラタアオミズギワゴミムシ Bembidionpseudolucillum Netolitzky 2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野)

10.セダカコミズギワゴミムシ Elaphropusn伊'ponicus(Habu et Baba) 2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野)

11.ミドリマメゴモクムシ Stenolophusdifficilis (Hope) 2016， V.8綾町川中神社

12.クロズホナシゴミムシ Perigonαnigriceps(D吋ean)2016，VII.29諸塚村七ツ山(平野)
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13.フタモンクビナガゴミムシ Archicolliurisbimaculata nipponica Habu 2016，Vll.29諸塚村七ツ山

14.ハギキノコゴミムシ Coptoderasubapicalis Putzeys 2016，Vll.24川南町遊学の森

15.コヨツボシアトキリゴミムシ Dolichoctisstriatus striatus Schmidt-Gめel

2016，Vll.24川南町遊学の森;2015，Vll.24五ヶ瀬町向坂山(平野)

16.キクビアオアトキリゴミムシ Lachnolebiacribricollis (Morawitz) 

2016，Vll.26""'31延岡市北川町祝子)11; 2016，Vll.28~珊 .1 椎葉村不土野椎葉峠(平野)

ホソクピゴミムシ科

17.コホソクビゴミムシ Brachinusstenoderus Bates 2015， V.13西米良村板谷(平野)

ゲンゴロウ科

18.チピゲンゴロウ Guignotusjaponicus japonicus (Sharp) 2016， vll .29諸塚村七ツ山(平野)

19.モンキマメゲンゴロウ Platambuspictipennis (Sharp) 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

ガムシ科

20.アカケシガムシ Cercyonolibrus Sharp 2017河 .22""'26椎葉村九大演習林(平野)

21.コモンシジミガムシ Laccobiusoscillans Sharp 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

エンマムシモドキ科

22.エンマムシモドキ Synteliahisteroides Lewisヰ 2016，V.11椎葉村大河内越え;2016，V.12""'14椎葉村不土野

エンマムシ科

23.ツツエンマムシ Tηpeticusfagi(Lewis) 2016， V.3椎葉村不土野椎葉峠越え(平野)

24.マルチビヒラタエンマムシ Cryptomalusmontivagus (Lewis)* 2016， V.3椎葉村不土野椎葉峠越え(平野)

25.キノコアカマルエンマムシ Notodomafungorum Lewis 

2017，Vll.22椎葉村九大演習林;2016，咽.1椎葉村椎葉峠(平野)

26.オオヒラタエンマムシ Hololept.ααmurensisReitter 2016， V.11椎葉村大河内越え

タマキノコムシ科

27.オオサワオオタマキノコムシ Leiodesosawai Nakanザ 2017.V .10""'15椎葉村九大演習林(平野)

28.ウスイロヒメタマキノコムシ Pseudocolenishilleri Reitter 2017， V .10""'15， 2017，Vll.24椎葉村九大演習林(平野)

29.チビタマキノコムシ Zeadolopusjaponicus (Champion) 2017， Vll.22 ""'26椎葉村九大演習林(平野)

30.セモンマルタマキノコムシ Agathidiumderispioides (N akane) 2017， V .13五ヶ瀬町倉岡(平野)

31.オオマルタマキノコムシ Agathidiumsubcostatum Portevin 

2016， V .13椎葉村椎葉峠(平野); 2017，V.1O""'15椎葉村桑の木原(平野)

32.ツヤマルタマキノコムシ Agathidiumsublaevigatum Portevin 2016， V.13椎葉村不土野(平野)

33.アカバマルタマキノコムシ Sphaeroliodesrufescens Protevin 2015， V.11西米良村井戸内峠

チピシデムシ科

34.ハギニセチビシデムシ Ptomaphaguskuntzeni Sokolowski 2015， V .11椎葉村下福良(西)11) 

35.クシヒゲチビシデムシ Catopodesfuscifrons(Kraatz) 2015， V .15西米良井戸内峠(西)11) 1♀ 

36.ヒレルチビシデムシ Catopshilleri Kraatz 2015， V .15西米良天包山(西)11) 1♂ (52号記載済み)

37.ホソムネコチピシデムシ Mesocatopsjaponicus (Jeannel)* 2015，Vll.24-28五ヶ瀬町向坂山(平野)

デオキノコムシ科

38.アカバデ、オキノコムシ Episcaphiumsemirufum Lewis 2015， V .11西米良村井戸内峠

39.ヤマトデオキノコムシ Scaphidiumjaponum Reitter 2015， V .11 ""' 15西米良村竹原

マルハナノミ科

40.アカチャチビマルハナノミ Cyphonjaponicola N akane 2017， V .12椎葉村九大演習林(平野)

クシヒゲムシ科

41.クチキクシヒゲムシ Sandalussegnis Lewis 2017，Vll.22""'26椎葉村九大演習林

クワガタムシ科

42.キュウシュウコノレリクワガタ Platycerusviridicuprus K. Kubota， N. Kubota et Otobe* 

2016， V .14五ヶ瀬町向坂山

クロツヤムシ科

43.ツノク
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コガネムシ科

44.アカマダラセンチコガネ Notochodaeusmaculatus (Waterhouse) 2015， V.lO綾町綾北川

45.マメダルマコガネ Panelusparvulus (Waterhouse) 2015，Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山(稲垣); 

2016，Vll.26"-'31延岡市北川町祝子川(稲垣); 2015， V.11 "-'15西米良村井戸内峠(稲垣)

46.ニツコウコエンマコガネ Caccobiusnikkoensis Lewis 

2015， V .11"-' 15西米良村井戸内峠(稲垣); 2015， V .11 "-' 15椎葉村九大演習林(稲垣)

47.ゴホンダイコクコガネ CoprisαcutidensMotschulsky 

2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林;2016，V.9"-'16西都市中尾

48.クロマルエンマコガネ Onthophagusater Waterhouse 2016， V .10"-' 16西米良村村所(稲垣)

49.フトカドエンマコガネ Onthophagusfodiens Waterhouse 

2017， V .12椎葉村九大演習林(平野); 20 17 ，Vll. 22 "-'26同所(稲垣)

50.ツヤエンマコガネ Onthophagusnitidus Waterhouse 

2016，Vll.26"-'31延岡市北川町祝子川(稲垣)2016，Vll.26"-'VlH.1椎葉村椎葉峠(稲垣)

51.イガクロツヤマグソコガネ Aphodiusigai Nakanザ 2015，Vll.22五ヶ瀬町向坂山(稲垣)

52.クロオビマグソコガネ Aphodius(Acrossus) un抑sciatusNomura et Nakane 2015， V.11 "-'15西米良村井戸内峠

53.コスジマグソコガネ Aphodius(Pleuraphodius) lewisii Waterhouse 

2016，Vll.26"-'31延岡市北川町祝子川(稲垣); 2016，Vll.26"-'咽 .1椎葉村椎葉峠(稲垣)

ナガハナノミ科

54.エダ〉ヒゲナガハナノミ Epilichasflabellatus flabellatus (Kiesenwetter) 2016， V .9"-' 16西都市中尾

ヒラタドロムシ科

55.ヒラタドロムシ Mataeopsephusjaponicus (Matsumura) 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

56.ハパビロドロムシ Dηopomorphusextrαneus Hinton 2015， V.11西米良村井戸内峠;2015，V.13西米良村板谷

ヒメドロムシ科

57.キベリナガアシドロムシ Grouvellinusmarginatus (Kono) 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

58.キスジミゾドロムシ Ordobreviafoveicollis (Schonfeldt) 2016， Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

59.ミゾツヤドロムシ Zaitzeviarivalis Nomura* 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

60.オオメホソチビドロムシ Cephalobyrrhinusjaponicus Champion 

2015，Vll.24五ヶ瀬町向坂山;2017，Vll.24日之影町見立

61.チビドロムシ Limnichuslewisi Nakane 2016.Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

タマムシ科

62.ホソアシナガタマムシ Agrilusribbei Kiesenwetter 2016， V .14五ヶ瀬町向坂山(堤内)

ホソクシヒゲムシ科

63.ムネアカクシヒゲムシ Horatoceraniponica Lewis 2017，Vll.28椎葉村椎葉峠

コメツキムシ科

64.ミヤマベニコメツキ Denticollisminiatus (Candとze)2017，Vll.24椎葉村九大演習林

65.ニホンベニコメツキ Denticollisnipponensis nipponensis Ohira 2017，Vll.24椎葉村九大演習林

66.ヒメクロツヤハダコメツキ Hemicrepidiusdesertor desertor (Candとze)2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林

67.クロツヤハダコメツキ Hemicrepidiussecessus secessus (Candとze)2017，Vll.22"-'26九大演習林

68.ルリツヤハダコメツキ Hemicrepidiussubcyαneus (Motschulsky) 2017，Vll.27椎葉村椎葉峠

69.ヒメキマダラコメツキ Gamepenthessimilis (Lewis) 2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林

70.メスアカキマダラコメツキ Gamepenthesversipellis (Lewis) 2017，Vll.28椎葉村椎葉峠

71.クチボソコメツキ Giyphonyzillepidus Candとze2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林

コメツキダマシ科

72.オニコメツキダマシ Hylocharesharmandi Fleutiaux 2015， V.11椎
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ホタル科

77.オバボタル Lucidinabiplagia的 (Motschulsky)2017， vll .22 "-'26椎葉村九大演習林;2016， V .9"-'16西都市中尾

カッコウムシ科

78.イガラシカッコウムシ Falsotillusigarashii (Kono) 2015，Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山

79.モンサビカッコウムシ Neoclerusornatulus Lewis 2016， V.8綾町川中神社

ケシキスイ科

80.ハラグロデオキスイ Carpophilussibiricus Reitter 2017，Vll.24椎葉村九大演習林(生)11) 

81.トドデオキスイ Carpophilustitanus Reitter* 2017， V .10"-' 15椎葉村九大演習林(平野); 

2015，Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山(生川); 2016，Vll.22"-'26椎葉村不土野(生)1 [) 

82.ヨツモンヒラタケシキスイ Atarphiaquadr伊unctataReitter 

2016，VIll.3西米良村天包山(平野); 2017， V .10"-' 15椎葉村九大演習林(平野)

83.ニセク ロマルケシキスイ Cyllodesdubius (Reitter) 2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野)

84.カクアシヒラタケシキスイ Epuraeabergeri Sjoberg 

2016，Vll.28椎葉村不土野椎葉越え(平野)2015，Vll.25椎葉村不土野(生)11) 

85.ツバキヒラタケシキスイ Epuraω commutataGrouvelle 2015， V .10綾町綾北川

86.ハバビロヒラタケシキスイ Epuraeadura (Reitter) 2017， V .11椎葉村九大演習林(生)11) 

87.ムナクボヒラタケシキスイ Epuraeafoveicollis Reitter 

2017， V.11椎葉村九大演習林(平野); 2015， V.11 "-' 15椎葉村大河内峠(生)11) 

88.ホソキヒラタケシキスイ Epuraeaparilis Reitter 

2016， V.4五ヶ瀬町向坂山;2016，Vll.30諸塚村諸塚山;2015， V.11椎葉村大河内峠(生)11) 

89.ナミ ヒラタケシキスイ Epuraeapellax Reitter 2017， V .10"-' 15椎葉村九大演習林(平野)

90.マメヒラタケシキスイ Haptoncurinapaulula (Reitter) 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

91.モンチビヒラタケシキスイ Haptoncusocularis (Fairmaire) 

2015， V .16西米良村板谷;2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林;2016，Vll.27"-'VIll.1椎葉村不土野

92.キノコヒラタケシキスイ Physoroniaexplanata Reitter 2017，Vll.22椎葉村九大演習林;

2015， V.11西米良村井戸内峠;2016，V.13， VIll.1椎葉村椎葉峠;2016，Vll.25延岡市北川町祝子川

93.アミモンヒラタケシキスイ Ussuriphiahilleri (Reitter) 2017， V.8綾町川中神社

94.ウスオビカクケシキスイ Pocaditesdilatimanus (Reitter) 2015， V.4西米良村上米良;2015， V.13西米良村板谷

95.マノレキマダラケシキスイ Stelidotamultiguttat.αReitter 

2015， V.11西米良村井戸内峠;2017， V.17日向市美々津(生)11) 

96.クリストフオニケシキスイ Librodorchristophi (Reitter) * 2015，Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山

97.コヨツボシケシキスイ Librodoripsoides (Reitter) 2017， V .10"-' 15椎葉村九大演習林(平野)

98.アカハラケシキスイ Librodorrufiventris (Reitter) 2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林;

20 16，VIll.1椎葉村椎葉峠;2016，V.11椎葉村大河内越え;2015，Vll.24， Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山

99.ツツオニケシキスイ Librodorsubcylindricus Reitter 

2017，Vll.22"-'26椎葉村九大演習林;2015，Vll.24"-'28五ヶ瀬町向坂山

ネスイムシ科

100.ヤマトネスイ Rhizophagusjaponicus Reitter 2016， V .14五ヶ瀬町向坂山;2016， V.13椎葉村椎葉峠(平野)

ヒメキノコムシ科

101.クリイロヒメキノコムシ Sphinduscastaneipennis Reitter 

2015， V .11 "-' 15西米良村竹原;2016，Vll.26"-'31五ヶ瀬町向坂山

ヒラタムシ科

102.ヒゲナガヒメヒラタムシ Dendrophaguslongicornis Reitter* 2016， V.4五ヶ瀬町向坂山

103.クロムネキカワヒラタムシ PediacusjりponicusReitter 

2017， V .10"-' 15椎葉村九
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106.Henoticus sp本州にも分布，2exsしか見ていない珍種 2017，V.1O'""15椎葉村九大演習林(平野)

107.ムネスジキスイ HenotideruscentrOlηαculatus Reitter 

2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野); 2017，V.1O'""15椎葉村九大演習林(平野)

ムクゲキスイムシ科

108.カタモンムクゲキスイ Biphyllushumeralis (Reitter) 2017， V .10'"" 15椎葉村九大演習林(平野)

109.ハスモンムクゲキスイ Biphyllusrufopictus (Wollaston) 2016， V.11椎葉村大河内越え;

2017， V .10'""15椎葉村九大演習林(平野); 2015， V .11-15西米良村井戸内峠(生)11) 

110.ベニモンムクゲキスイ Biphyllussuffusus (Wollaston) 2017，W.22'""26椎葉村九大演習林;

2016， V .13椎葉村椎葉峠(平野); 2016，W.24川南町遊学の森

オオキノキノコムシ科

111.セグロチピオオキノコ Aporotritomalaetαbilis (Lewis) 2016刊 .27'""VlII.1椎葉村不土野(生)11) 

112.キボシチビオオキノコ Aporotritomayasumatsui (Nakane) 2015，W.24'""28五ヶ瀬町向坂山(生)11) 

113.コクロノ¥ノミピロオオキノコ Neotr伊laxdelkeskαmpi Nakane 2017， V .10'"" 15九大演習林(生)11) 

114.クロパチビオオキノコ Pseudαmblyopussimilis (Lewis) 2017河 .22'""26椎葉村九大演習林(生)11) 

115.キアシチビオオキノコ Triplαxcanalicollis Lewis 2016， V .13椎葉村椎葉越え(平野)

116.シベリアチピオオキノコ Tr伊laxsibiricαconnectens (Lewis) 2015，W.24五ヶ瀬町向坂山(生)11) 

117.トモンチビオオキノコ Tritomaasahinai Nakane 2015.W.24五ヶ瀬町向坂山

118.クロチビオオキノコ Tritomaniponensis (Lewis) 2017， V .12椎葉村九大演習林;2017，V.1O'""15 

椎葉村九大演習林(平野); 2017，W.23椎葉村不土野(生川); 2015，W.24'""28五ヶ瀬町向坂山(生)11) 

119.カタベニチビ、オオニノコ Tritomatr伊αrtiaria(Lewis) 2015，W.24五ヶ瀬町向坂山

120.ズグロホソオオキノコ Dacnezonaria Lewis 2015， V.11西米良村井戸内峠

121.ミヤマオビオオキノコ Episcapha gorhami Lewis 2017， W .22椎葉村九大演習林;

2015， V.11西米良村井戸内峠;2016， V .13椎葉村椎葉峠;2017， V.lO椎葉村桑木原(生)11) 

122.ベニモンムネビロオオキノコ Microsternuspeザoratus(Lewis) 2017，W.27椎葉村椎葉峠

カクホソカタムシ科

123.アシブトカクホソカタムシ Philothermopsiscrassipes (Sharp) 2017，W.24九大演習林(平野)

124.アメイロカクホソカタムシ Philothermuspubens (Sharp) 

2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野); 2017， V .10，12，2017， V .24椎葉村九大演習林(平野)

テントウダマシ科

125.イツホシテントウダマシ Leistesdecoratus (Gorham)* 2015，W.24椎葉村椎葉峠

126.チャパネムクゲテントウダマシ Stenotarsuschrysomelinus Gorham 2017，W.24椎葉村九大演習(平野)

127.キボシテントウダマシ Mycetinaamabilis Gorham 

2016，W.29諸塚村諸塚山;2016，V.13椎葉村不土野 2015，V.11西米良村井戸内峠

128.キスジテントウダマシ Endomychusplagiatus (Gorham) 

2016，W.29諸塚村諸塚山;2016，V.13椎葉村不士野;2017，W.27日之影町見立(生)11) 

ミジンムシダマシ科

129.クロミジンムシダマシ Aphanocephalushemisphericus Wollaston 2017， V .17日向市美々津(生)11) 

ホソカタムシ科

130.ノコギリホソカタムシ Endophloeusserratus Sharp 

2017，W.22椎葉村九大演習林;2017， V.8綾町川中神社;2015，W.23，24椎葉村椎葉峠

131.サシゲホソカタムシ Neotrichushispidus Sharp 2017，W.22椎葉村九大演習林;2017，W.23椎葉村不土野

132.夕、ノレマチビホソカタムシ Pseud，
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ツツキノコムシ科

137.オオツツキノコムシ Cisboleti polypori Chujo 

2016，V.13椎葉村椎葉越え(平野); 2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野)

138.キタツツキノコムシ Cisseriatopilosus Motshulsky 2017， V .10'"" 15椎葉村九大演習林(平野)

139.タイワンツツキノコムシ Cistaiwanus Chujo* 

2016，Vll.29諸塚村七ツ山(平野); 2017， V .10 '"" 15椎葉村九大演習林(平野)

140.ケナガツツキノコムシ Nipponocislongisetosus Nobuchi* 2016， V .12椎葉村椎葉峠

141.ツヤツツキノコムシ Octotemnuslaminifrons (Motschulsky) 2017， V .10椎葉村九大演習林(平野)

142.ヒメツヤツツキノコムシ Octotemnusparvulus Miyatake* 2017， V.lO椎葉村九大演習林(平野)

キノコムシダマシ科

143.アカバコキノコムシダFマシ Pisenusinsignis (Reitter) 2017， V .12， Vll.24九大演習林(平野)

144.キムネキノコムシダマシ Tetratomanobuchii Nakane* 2016， V .13椎葉村椎葉越え(平野)

ナガクチキムシ科

145.モンキナガクチキムシ Pen的ejapana Marseul 2015， vll .24五ヶ瀬町向坂山

146.ヨツボシヒメナガクチキ Holostrophuslewisi Csiki 2016，Vll.26'""31延岡市北川町祝子川

147.モリモトヒメナガクチキ Holostrophusmorimotoi Sas司i2017，V .10'""15九大演習林(平野)

148.アヤモンヒメナガクチキ Holostrophusorient，αlis Lewis 

2016，Vll.26'""31延岡市北川町祝子川;2017，V.8綾町川中神社

149.アカオピ、ニセハナノミ Orchesiaimitans Lewis 

2016，Vll.27'"" vrn.1椎葉村椎葉峠;2017，Vll.24椎葉村九大演習林;2015， V.11西米良村井戸内峠

150.トゲムネツツナガクチキ Hypulusacutangulus Lewis 2016， V .14五ヶ瀬町向坂山

151.ネアカツツナガクチキ Hypuluscingulatus Lewis 2016， V.5木城町石河内板谷林道

152.アカモンナガクチキ Melandryarufonotata Nomurポ 2017，V .10'""15椎葉村九大演習林

カミキリモドキ科

153.キイロカミキリモドキ Nacerdeshilleri hilleri (Harold) 2017，Vll.22-26椎葉村九大演習林(秋山)

アリモドキ科

154.クロチピアリモドキ Anthicomo中husniponicus niponicus Lewis 2017，Vll.22'""26椎葉村九大演習林(平野); 

2016，Vll.23椎葉村不土野(生)11) 

155.ヘリアカアリモドキ Anthicomoψhussuturalis Lewis 2017， vll .28 '"" vrn.1椎葉村椎葉峠

156.アカホソアリモドキ Clm在 ollisfugiens(Marseul) 2016， V .9'""16西都市中尾;

2016， V .15西米良村板谷;2015， V.lO綾町綾北)11;2017，V.1O'""15椎葉村九大演習林(平野)

157.ツヤチピホソアリモドキ Stricticomusaevipenηis (Marseul) 

2017， V .10'""15椎葉村九大演習林(平野);2016，V.7国富町茶臼岳林道(生)11) 

158.ヨツボシホソアリモドキ Stricticomusvalgがω(Marseul)2016， V.8木城町板谷林道

ニセクピボソムシ科

159.マダラニセクビボソムシ Phytobaenusamabilis scapularis Marseul 2015，Vll.24'""28五ヶ瀬町向坂山(生)11) 

チピキカワムシ科

160.オオクチキムシダマシ Elacatiskraatzi Reitter 2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野)

ハムシダマシ科

161.アカハムシダ、マシ Arthromacrasumptuosa Lewis 2015， V.11 '""15西米良村竹原

162.アラメヒゲブトゴミムシダマシ Lupropscribr折onsMarseu12015，Vll.29西米良村村所

クチキムシ科

163.カタモンヒメクチキムシ Mycetochαramimica Lewis 2015，Vll.23西米良村井戸内峠

164.キイロクチキムシ Cteniopinushypocrita (Marseul) 2017，Vll.28椎葉村椎葉峠

ゴミムシダマシ科

165.クロズ、ハマベゴミムシダマシ Epip似たriaatriceps Lewis 2015， V .19佐土原町石崎浜

166.コブスジツノゴミムシダマシ Boletoxe
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168.フタモンツヤゴミムシダマシ Scaphidemaornatellum Lewis 

2017，VII.23椎葉村椎葉峠;2017，VII，24椎葉村九大演習林(平野)

169.クロホシテントウゴミムシダマシ Derispiamaculipennis (Marseul) 2017，VII.24椎葉村九大演習林;

2016， V .9~16 西都市中尾; 2016， V .1O~16 椎葉村不土野; 2015， V.13西米良村板谷;2015，VII.24 

五ヶ瀬町向坂山;2015， V.11西米良村井戸内峠;2017，V.8綾町川中神社;2015，VII.29西米良村村所

170.クロホソゴミムシダマシ Hypophloeuscolydioides (Lewis) 2016， V.8木城町板谷林道;2016，V.l4五ヶ瀬町向坂山

171.エグリゴミムシダマシ Ulomamarseuli marseuli Nakane 2015，VII.27日之影町見立

172.ミツノゴミムシダマシ Toxicumtricornutum Waterhouse 2015，VII.7椎葉村桑木原

カミキリムシ科

173.コバネカミキリ Psephactusremiger remiger Harold 2016 ，VII.26~31 延岡市北川町祝子川

174.ヒゲナガヒメルリカミキリ Praoliacitrinipes citrin伊esBates 2015，VII.25椎葉村椎葉峠

ハムシ科

175.アオグロツヤハムシ Oomorphoidesnigrocaeruleus (Baly) 2015， V .11西米良村井戸内峠(生)11) 

176.ヒメカミナリハムシ Alticacaerulescens (Baly) 2016，VII.29諸塚村七ツ山(平野)

177.ツブノミハムシ Aphthonaperminuta Baly 2017， V .10~15 椎葉村九大演習林(平野)

178.ヒメドウガネトピハムシ Chaetocnemaconcinnicollis (Baly) 2016，VII.29諸塚村七ツ山(平野)

179.オオバコトビ、ハムシ Longitarsuslewisii Baly 2017， V .12椎葉村九大演習林(平野)

ヒゲナガゾウムシ科

180.キンヘリノミヒゲナガゾウムシ Choraguscompactus Sharp 2016，VII.28不土野椎葉越え(平野)

181.マキハラノミヒゲナガゾウムシ Melanopsacusmakiharai Morimoto* 2016，VII.28椎葉村不土野越え(平野)

182.チャマダラヒゲナガゾウムシ Acorynuslatirostris (Sharp) 2016， V.11椎葉村大河内越え

183.クロフヒゲナガゾウムシ Tropideresroelofsi (Lewis) 2015， V.11 ~15 西米良村竹原

ホソクチゾウムシ科

184.ヒゲナガホソクチゾウムシ Pseudopirapionplacidum (Faust) 2016，VII.29諸塚村七ツ山(吉田)

185.マメホソクチゾウムシ Pseudopiezotracheluscollare (Schilsky) 2016， V .15西米良村板谷(吉田)

ゾウムシ科

186.キュウシュウヒゲボソゾウムシ Phyllobiusrotundicollis Roelofs 2016， V.13椎葉村不土野椎葉越え(内田)

187.ミドリクチブトゾウムシ Cyphicerusviridulus (Roelofs) 2016，VII.29諸塚村諸塚山(内田)

188.ケブカクチブトゾウムシLepidepistomodesfumosus(Faust) 2016 ，VII.27~VIH.1 椎葉村.不土野椎葉越え(内田)

189.カシワクチブトゾウムシ Nothomyllocerusgriseus (Roelofs) 2016 ，VII.27~咽 .1 椎葉村不土野椎葉越え(内田)

190.アトモンヒョウタンゾウムシ Amystaxsaωηus Nakane 2016，VIH.3西米良村天包山(内田)

191.サビノコギリゾウムシ /xalmahilleri Roelofs 2016. V .15西米良村板谷(内田)

192.クロナガハナゾウムシ Bradybatussharpi Tournier 2016， V .13椎葉村不土野椎葉越え(内田)

193.ダルマカレキゾウムシ Trachodessubfasciatus Voss 2016，VII.30諸塚村諸塚山(内田)

194.チビクチカクシゾウムシ Deiradocranussetosus (Morimoto) 2016， V .11大河内超え(内田)

ナガキクイムシ科

195.シナノナガキクイムシ Platypusseverini Blandford* 2016， V.13椎葉村椎葉越え(平野)

キクイムシ科

196.クワノキクイムシ Xyleborusatratus Eichhoff 2017， V .1O~15 椎葉村九大演習林(平野)

197.ハンノスジキクイムシ Xyleborusseriαtus Blandford* 
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調E
回"『司

却日111/02 明r却 17111/02 却 17/11/02

22エンマムシモドキ 42キュウシュウコノレリクワガタ 96クリストフオニケシキスイ

却日111/02 却 17111/02 2017111/02 

96クリストフオニケシキスイ 102ヒゲナガヒメヒラタムシ 104ハナパチャドリキスイ

2017111/02 
却刊111102

却 17111/02

150トゲムネツツナガクチキ 151ネアカツツナガクチキ 152アカモンナガクチキ

2017年鰐塚山でタッパンルリシジミを採集

笹岡康則

(宮崎市大字島之内 9481:〒880-0121)

鰐塚山において、このところ 2'"'-'3年おきにタッパンルリシジミの飛来情報がある。そこで、

今年の状況を報告する O 筆者は 2017年 7月 13日甲虫を採集に行き、タッパンルリシジミと思わ

れるシジミチョウを採集し、小岩屋氏に同定していただいた。今年の飛来個体はごく少数と思わ

れ、現地で出会った他の採集者の情報をまとめると採集された個体は 10頭前後と思われる。

記録

2017.Vll.13 1♀， Vll.14 1♀， Vll.15 1♂ 
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2016年に確認した宮崎市の甲虫

笹岡康 則

(宮崎市大字島之内 9481:干880-0121)

2016年に宮崎市において甲虫類を中心に自然環境調査を行う機会を得た。今回採集確認できた

種類は 59科 433種であった。宮崎市の調査は過去に 4回(1997年、 2001年、 2006年、2011年)

実施されている。今回文献調査を含め、宮崎市より記録がなかった 192種を新たに確認すること

ができた。この結果、宮崎市(旧清武町、田野町、 高岡町、佐土原町を含む)で記録された甲虫

は 1153種となった。多くの研究者に同定していただき、記録として残すように助言された新たな

確認種 192種をここに紹介し、会誌にも記録を残すことにした。

宮崎市は周辺部を二次林が取り囲み、海岸線は砂浜、岩場、河口と変化に富んでいる。調査は

これらのうち一部の場所での実施であったが、海岸沿いの二次林は非常に興味深い調査エリアと

なった。調査期間の都合により春季の調査がほとんどできないという不十分な調査となったが、

レッドデーター記載種(改訂 ・宮崎県版 レッドデータブック 2010)、九州本土の記録の少ない種、

宮崎初記録種と貴重な記録も出すことができた。今後の調査でまだ多くの未記録種が見つかると

思われる。

記録の少ない種、要注意種、と思われるものの一部を列挙する。

高岡エリア (183種確認) ①コガタノゲンゴロウ②ヨツボシカミキ リ③シロ ヒゲアリノスハネカ

クシ④ヨツバコガネ⑤へイケボタル⑥ヒュウガホソカタムシ⑦クロモンフ トヒ ゲナガゾウムシ③

タイショウオオキノコ

田野エリア(151種確認) ①ノ¥ラアカトゲ、バコメツキダマシ②ヨツモンサルハムシ③ トラフホソ

パネカミキリ④クロアリヅカエンマムシ⑤アルフアルファタコゾウムシ

佐土原エリア (41種確認)①ツヤチャイロヒラアシコメツキ②コクヌス トモドキ③ガイマイゴミ

ムシダマシ④クビナガゴミムシ

清武エリア (39種確認)①ケブカ トラカミキリ②クチボソセスジムシ③コササラクチカクシゾウ

ムシ

宮崎エリア (104種確認) ①イカリモンハンミョウ②ヨドシロヘリハンミョウ③ トウキョウヒメ

ハンミョウ④アヤオビ、ハナノミ⑤ザウテルオヒ守ハナノミ⑥ヤノ トラカミキリ⑦ルイスコトピ、ハム

シ③セマルトビハム、ン⑨ノ¥ノくビロコケシマグソコガネ

他にも確認されていると思われるが、詳 しい文献等調査不足の為、確認種リス トを参考にして

いただきたい。

同定、知見に関し次の方々に大変お世話になった。 ここに感謝の意を表したい。

安藤 清志博士 :ゴミムシダマシ類

稲垣 政志氏(三重昆虫談話会コガネムシ科糞虫類

今坂 正一氏(久留米昆虫研究会ハムシ科、および甲虫全般

木野田 毅氏 :コガネムシ科、および甲虫全般の助言

鈴木 瓦博士(神奈川昆虫談話会コ メツキダマシ科、コメツキムシ科

辻 尚道氏 (九州大学クチカクシゾウムシ類

堤内 雄二氏(大分昆虫同好会コメツキムシ科、タマムシ科

生川 展行氏(三重昆虫談話会オオキノコムシ科、ヒラタムシ上科、微小甲虫全般

三宅 武氏 (大分昆虫同好会ゾウムシ科、および全般の助言

森田 誠司氏(日本甲虫学会オサ ム シ 科 ゴ ミ ム シ 類

渡辺 崇氏 (神奈川昆虫談話会ハネカクシ科

-48-



タテハモドキ N253 (2017) 

海岸沿いの調査はこれまであまりされていないため、今後さらに新しい種類の確認が期待され

る。継続した調査を行い記録の集積を図りたい。

2016年に確認した種は次の通り 。全て宮崎市内、 2016年の採集であり、データ中、宮崎市と年

号は省いた。採集者が示されていないものは筆者の採集。(西)は西邦雄氏の採集。標本は笹岡康

則採集保管。一部は同定者が保管。命名者の後ろの*印は記録の少ない種である O

セスジムシ科

1.クチボソセスジムシ Arrowinarostrata (Lewis)*清武町丸目岳， 19.XII. 

ハンミョウ科

2.ヨドシロヘリハンミョウ Callytroninspecularis (W.Horn)加江田川， 24.VI. 

3. トウキョワヒメハンミョウ Cylinderakaleea yedoensis (Kano)*下北方， 2.VI. ;同所， 14. VI. ; 

大淀川学習館， 24.VI. 

オサムシ科

4.クロチビカワゴミムシ Tachytanana (Gyllenhal)田野町朝陣野， 23.VI. 

5.ヒラタコミズギワゴミムシ Tachyuraexarata (Bates) (森田氏同定)高岡町内山， 23.VI. 

6.マルヒメゴモクムシ Bradycellusfimbriatus Bates (森田氏同定)加江田)11河口， 9.XII. 

7.クビナガゴミムシ Ophionea indica (Thunberg)佐土原町石崎浜，10.VJll.

8.キガシラアオアトキリゴミムシ Calleidalepida Redtenbacher内海， 3.VII.;高岡町内山， 14.VII.

9.ベーツホソアトキリゴミムシ Dromiusbatesi Habu (森田氏同定)田野町野崎， 29.IX. (西); 

清武町丸目岳， 4.XI. (西)

10. ミツアナアトキリゴミムシ Pαrenatripunctata (Bates)清武町丸目岳， 4.XI. (西)

ガムシ科

11.コウセンマルケシガムシ Peratogonus陀 νersusSharp田野町片井野林道， 6.X. (西)

エンマムシ科

12.クロアリヅカエンマムシ Hetaeriusoptatus Lewis 生川氏同定)田野町朝陣野， 26.VI. 

タマキノコムシ科

13.アカパマルタマキノコムシ Sphaeroliodesru.戸scensProtevin清武町丸目岳， 19.XII. 

シデムシ科

14.ベッコウヒラタシデムシ Eusilphabrunneicollis (Kraatz)田野町朝陣野， 6.VII. 

ノ¥ネカクシ科(すべて渡辺氏同定)

15.オサシデムシモドキ Apαteticaprinceps (Sharp)*田野町鰐塚山， 26.V. 

16.クロニセトガリハネカクシ(マメトガリハネカクシ Panscopaeuslithocharoides (Sha叩)

高岡町内山， 14.VII. ;田野町朝陣野， 26.VI. 

17.キアシハラグロハネカクシ Astenuslat折ons(Sharp)田野町朝陣野， 17.V. 

18.キアシクロクビボソハネカクシ Astenuslatifrons (Sharp)田野町朝陣野， 17.V. 

19.コマルズハネカクシ Domenecurtipennis Sharp田野町朝陣野， 17. VII. 

20.ウミベトガリハネカクシ Medonprolixus (Sha中) 佐土原町石崎浜， 5.VIII. ;力日江田川， 9.XII. 

21.アカパナガエハネカクシ Monocη'ptapectoralis (Sharp)高岡町内山， 7.VI. ;高岡町内， 16.VII. 

22.ツマアカカワベナガエハネカクシ Oedechiruskuroshio Hayashi高岡町内山， 7.VI. ;同， 16.VII. ; 

佐土原町石崎浜， 5.VIII. 

23.ツマキクビボソハネカクシ Rugilusjaponicus Watanabe高岡町内山， 23.V. ;田野町朝陣野， 26.VI. 

24.オオヨツミゾナガハネカクシ Phacophalluspallidipennis Motschulsky佐土原町石崎浜， 5.VIII. 

25.オフイオンホソコガシラハ不カクシ Gabriusophion Smetana田野町朝陣野， 22.VII. 

26.ヤマトオオメツヤムネハネカクシ lndoquediusjuno (Sharp)田野町朝陣野， 9.VIII. 

27.サヒ守ハネカクシ Ontholestesgracilis (Sharp)田野町朝陣野 9.VIII. 
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28.チャパネコガシラハネカクシ Philonthusgαstralis Sharp田野町鰐塚山 26.Y. 

29.オオドウガネコガシラハネカクシ Philonthuslewisius Sharp高岡町内山 7.，14. VI. ; 

佐土原町石崎浜 5.，7.， 22.， VIII. 

30.ニジムネコガシラハネカクシ Philonthusmicanticollis Sh訂p高岡町瓜田ダム 5.VII. ;佐土原町石崎浜 5.VIII. 

31.へリアカバコガシラハネカクシ Philonthustardus Kraatz高岡町内山 22.VI. 

32.ヒメクロトガリオオズハネカクシ Plαtydracusbrachycerus Smetana & Davies田野町朝陣野 31.Y.， 22. VII. 

33.アカパトガリオオズハネカクシ Platydracusbrevicornis (Motschusky)田野町朝陣野 26.VI.，22，VII. 

34.チャイロツヤム不ハネカクシ Quediusadustus Sharp田野町鰐塚山 26.Y.

35.シャープキノコハネカクシ Lordithonsharpianus (Scheerpeltz)田野町朝陣野 17.VII.

36.ヤマトマルクビソ¥不カクシ Tachinusjaponicus Sharp田野町鰐塚山 26.Y.

37.キパネセミゾハネカクシ Myrmecocephalussapidus (Sharp)佐土原町石崎浜 5.VIII.

38.シロヒゲアリノスハネカクシ Zyrαsparticornis (Sharp)*高岡町内山 6.VII.;高岡町瓜田ダム 5.VII. 

39.ホソスジデオキノコムシ Ascaphiumtibiale Lewis清武町丸目岳 19.XII.

40.シリアカデオキノコムシ Scaphidiumrufopygum Lewis 清武町丸目岳 3.XII. 

コブスジコガネ科

41.ヒメコブスジコガネ Troxopacotuberculatus Motschulsky田野町朝陣野 22.VII. 

コガネムシ科

42.スジマグソコガネ Aphodiusrugosostriαtus Waterhouse田野町朝陣野 10.VII.

43.セマノレケシマグソコガネ Psammodiusconvexus Waterhouse加江田 9.xII.

44.ハパピロコケシマグソコガネ Myrhessusyorikoae Ochi， Kawahara et Inagaki*加江田)119.XII. 

45.セスジカクマグソコガネ Rhyparusαzumaiazumαi Nakane高岡町内山 7.VI.;田野町朝陣野 10.VI.

46.ヒメセスジカクマグソコガネ Rhyparushelopholoides Fairmaire*高岡町内山 7.VI. 

47.ホソケシマグソコガネ Trichi俳句ssemusasperulus (Waterhouse)田野町朝陣野 22.VII. 

48.ハラゲビロウドコガネ NipponosericαpubiventrisNomura高岡町内山 7.VI.

49.コガネムシ Mimelasplendens (Gyllenhal)内海 11.VI.(西);高岡町内山 7.VI. 

50.スジコガネ Anomalatestaceipes (Motschulsky)高岡町内山 6.VII. 

ドロムシ科

51.ムナビロツヤドロムシ Elmomorphusbrevicornis brevicornis Sharp高岡町瓜田ダム 12.VIII. 

チピドロムシ科

52.チピドロムシ Limnichuslewisi Nakane高岡町内山 23.VI. ;高岡町瓜田ダム 12.VIII. 

タマムシ科

53.ヤマトタマムシ Chrysochroafulgidissima fulgidissimα(Sch伽lherr)島之内 6.VII.

54.シロウズヒラタチビタマムシ Habrolomakagosimanum (Obenberger)内山 30.xI.(西)

55.オオダンダラチピタマムシ Trachysdilaticeps Gebhardt高岡町杉の木谷 30.VIII.(西)

56.アカガネチビタマムシ Trachystsushimae Obenberger田野町野崎 23.IY.;内海 11.Y.

ナガハナノミダマシ科

57.ニホンナガハナノミダマシ Eurypogonj旬onicusSakai高岡町内山 7.VI.;高岡町去川|林道 12.Y.(西)

コメツキムシ科

58.オオサピコメツキ Laconmaeklinii maeklinii (Candとze)高岡町瓜田ダム 12.VIII.;田野町朝陣野 26.VI.

59.ヒメクロツヤハダコメツキ Hemicrepidiusdesertor desertor (Candとze)田野町朝陣野 26.VI.; 

高岡町内山 23.VI.

60.クロスジクチボソコメツキ Glyphonyxdalopioides Nakane高岡町内山 17.VI.

61.クチボソコメツキ Glyphonyxillepidus Can 
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63.ツヤチャイロヒラアシコメツキ Suzukielaterbabai (Kishii et Ohira)*佐土原町石崎浜 22.VII.

64.ヒラタクシコメツキ Spheniscosomuskoikei (Kishii et Ohira)田野町朝陣野1O.VI.;高岡町内山 17.Y.

65.ルイスクシコメツキ Melanotuslewisi lewisi Schenkling田野町朝陣野 2.VII. 

66.ナガチャクシコメツキ Melanotusspernendus spernendus Candとze田野町朝陣野 26.VI.;高岡町内山 4.，7.VI. 

67.ヘリマメコメツキ Yukoanaelliptica (Candとze)田野町朝陣野 26.VI.

68.ホンドコハナコメツキ Paracardiophorusnakanei hondoensis Ohira田野町朝陣野 31.Y.

ヒゲブトコメツキ科

69.ナガヒゲブトコメツキ Aulonothroscuslongulus (Weise)田野町朝陣野 2.VII. 

コメツキダマシ科

70. Hylis sp.属不明 田野町石久保 15.VII.(西)

71.ネアカヒメフトコメツキダマシ Bioxylusnatsumiae A. Watanabe田野町朝陣野 22.VII.

72.オニコメツキ夕、マシ Hylocharesharmandi Fleutiaux田野町朝陣野1O.VI.

73.ミナミヒメミゾコメツキダマシ Dromaeolusmarginatus Hisamatsu内海 29.VII.

74. Fornax sp.田野町石久保 15.VII.(西)

75.ハラアカ トゲパコメツキダマシ Spinifornaxmiurai Nakane*田野町石久保 15.VII.(西)

76.キイロナカミゾコメツキダマシ Microrhagusmiyαωkei (Hisamatsu)高岡町内山1.VII. 

ホタル科

77.ゲンジボタル Luciolacruciata Motschulsky高岡町内山 7.VI. 

78.へイケボタル Luciolalateralis Motschulsky高岡町内山 7.VI. 

ジョウカイボン科

79.キンイロジョウカイ南九州亜種 Themusepiscopalis satsumanus Nakane田野町朝陣 26.VI. 

80.ヒメキンイロジョウカイ Themusmidas midas (Kiesenwetter)田野町朝陣野1O.VI.

ナガシンクイムシ科

81.セマダラナガシンクイ Lichenophαnescarinipennis (Lewis)高岡町穆佐1O.VI.

コクヌスト科

82.チピコクヌスト La加laevajaponica(Reitter)申田野町朝陣野 26.VI.

カッコウムシ科

83.ホソカッコ ウムシ Cladiscusobeliscus Lewis田野町朝陣野 16. VII. 

84.ムナグロナガカッコウムシ Opilon伊onicusLewis清武町丸目岳 16.IX.(西)

85.クロダンダラカッコウムシ Stigmatiumnakanei Iga 高岡町内山 7.VI. 

ジョウカイモドキ科

86.コケシジョウカイモドキ Celsusspectabilis Lewis高岡町去川|林道 12.Y.(西)

ケシキスイ科

87. ドウイロムクゲケシキスイ Aethinaaeneipennis Reitter田野町朝陣野 26.VI.

88.ワモンマルケシキスイ Cyllodesnakanei Hisamatsu高岡町内山 7.VI. 

89.マルヒラタケシキスイ ParametopiαxrubrumReitter田野町朝陣野 16.VI. ;高岡町内山 7.VI.

90.ネアカカクケシキスイ Pocaditesrufobasalis Reitter田野町朝陣野 26.VI. 

91.ムネアカチビケシキスイ Meligethesflavicollis Reitter田野町堀口 31.Y.(西)

92.キベリチビケシキスイ Meligethesviolαceus Reitter田野町堀口 31.Y.(西);高岡町去川林道 17.Y.(西)

ヒメハナムシ科

93.ベニモンアシナガヒメハナムシ Heterolituscoronatus (Flach)高岡町内山 23.VI.

ヒラタムシ科

94.セマルチビヒラタムシ Xylolesteslaevior (Reitter)高岡町内山 7.VI. 
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ムクゲキスイムシ科

95.ヨツモンムクゲキスイ Biphyllusoshimanus Nakanピ!~内海 1 1. Y. 

コメツキモドキ科

96.ヒラタコメツキモドキ Cathartocrypyushiranoi (Sas句i)高岡町内山 15.VII. 

97.ケシコメツキモドキ Microlanguriajansoni (Crotch)高岡町去川林道 12.Y.(西);田野町片井野林道 6.X.(西)

オオキノコムシ科

98.セグロチビオオキノコ Aporotritomαlaetabilis(Lewis)内海 11.VI.(西)

99.フタオビチビオオオキノコ Tritomalatザαsciata(Lewis)清武町丸目岳 19.XII. 

100.クロチピオオキノコ Tritomaniponensis (Lewis)高岡町内山 7.VI. ;内海 11.Y.(西)

101.ミヤマオビオオキノコ Episcaphagorhami Lewis田野町朝陣野 22.VII. 

102.タイショウオオキノコ Episcaphamorawitzi (Solsky)*高岡町内山 1.VII. 

103.カタボシエグリオオキノコ Megalodacnebellula Lewis内海 17.VI.(西)

テントウムシダマシ科

104.カタベニケブカテントウダマシ Ectomychusbasalis Gorham内海 11.VI.(西)

105.クロモンケブカテントウダマシ Ectomychusmusculus (Gorham)清武町今泉 5.XI.(西)

106.キボシテントウダマシ Mycetinaamabilis Gorham内海 7.Y.(西);田野町堀口 31.Y.(西)

107.キスジテントウダマシ Endomychusplagiatus (Gorham)内海 7.Y.(西);田野町石久保 16.IX.(西)

テントウムシ科

108.ベニヘリテントウ Rodolialimbata (Motschulsky)佐土原町巨田 9.IX.(西);田野町片井野林道 6.X.(西)

109.シロジュウシホシテントウ Calvia(Anisocadvia) quatuordecimguttata (Linnaeus)内海 17.VI.(西)

アトコブゴミムシダマシ科

110.ツヤケシヒメホソカタムシ Micropriusopacus (Sharp)高岡町内山 7.，17. VI. 

ムキヒゲホソカタムシ科

111.ヒュウガホソカタムシ Sosyluscrassus Aoki et Narukawa*高岡町内山 23.VI.， 1.， 14. VII.，15. VIII. 

デパヒラタムシ科

112.デバヒラタムシ Prostomislatoris Reitter田野町朝陣野 26.VI. ;清武町丸目岳 19.XII. 

コキノコムシ科

113.キュウシュワヒメコキノコムシ LitargusかushuensisMiyatake*高岡町内山 26.VI. 

114.クロコキノコムシ Mycetophagusater (Reitter)高岡町内山 26.VI. 

115.コマダラコキノコムシ Mycetophaguspustulosus (Reitter)高岡町内山 7.VI.;内海 11.Y.(西)

ナガクチキムシ科

116.モリモトヒメナガクチキ Holostrophusmorimotoi Sasaji清武町朝陣野 3.VII. 

117.マルモンニセハナノミ Orchesiadiversenotat，αPic田野町朝陣野 31.Y.(西)

118.カバイロニセハナノミ Orchesiaocularis Lewis田野町野崎 29.IX.(西)

119.フタオビホソナガクチキ Dircaeaerotyloides Lewis田野町朝陣野 26.VI. 

120.ミヤケヒメナガクチキ Symphorabrunnea burunneα(Marseul)田野町朝陣野 31.Y.(西); 

高岡町内 17.Y.(西);高岡町内 5.VII. 

121.ヨツボ、シキバネナガクチキ Stoliusvagepictus Lewis田野町朝陣野 29.XI. 

ノ¥ナノミ科

122.アヤオヒゃハナノミ Glipaohgushii (Ch吋0)内海 3.VII. 

123.ザウテルオビ、ハナノミ Gl伊asauteri Pic*内海 3.VII. 

カミキリモドキ科

124.ズグロカミキリモドキ Eobiaambusta Lewis佐土原町石崎浜 10.VIII. 

125.キアシカミキリモドキ Oedemeramanicata Lewis内海 11.Y.(西)
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127.キアシクビボソムシ Macratriajaponica Harold田野町野崎 29.IX.(西);田野町堀口 26.x.(西)

128.ケオピアリモドキ Anthelephilacribriceps (Marseul)加江田川 9.XII. 

129.クロチピアリモドキ Anthicomo中husniponicus niponicus Lewis内海 11.， 15.， VI. ;高岡町内山 23.VI. ; 

清武町今泉 22.IX.(西)

130.ヘリアカアリモドキ Anthicomorphussuturalis Lewis田野町朝陣野 26.IX.(西)

131.クロオピホソアリモドキ Anthicusprotensus Marseul佐土原町石崎浜 22.VII. 

132.アカモンホソアリモドキ Sapintusmarseuli (Pic)田野町朝陣野 31.Y.(西):高岡町内山 17.Y.(西);内海 29.VII. 

ニセクピボソムシ科

133.マダラニセクビボソムシ Phytobaenusamabilis scapularis Marseul清武町今泉 22.IX.(西)

134.ホソニセクビボソムシ Pseudanidorusrubrivestis (Marseul)高岡町高浜 17.X.(西);清武町今泉 5.XI.(西);

田野町堀口 26.X.

135.アシマガリニセクピボソムシ Pseudoloterusdistortus (Champion)内海 31.VIII.(西)

136.オビモンニセクピボソムシ Syzetonquadrimaculatus (Marseul)田野町堀口 11.X.(西)

ゴミムシダマシ科

137.ホソアカクチキムシ Alleculatenuis Marseul内海 15.VI.(西)

138.カタモンヒメクチキムシ Mycetocharamimica Lewis田野町朝陣野 26.VI. 

139.オオスナゴミムシダマシ Gonocephalumpubens Marseul佐土原町石崎浜1.VIII. 

140.ホソスナゴミムシダマシ Gonocephalumsexuale (Marseul)高岡町内山 7.VI. 

141.ホソハマベゴミムシダマシ Micropedinuspullulus (Boheman)佐土原町石崎浜 22.VII. 

142.ヒメホソハマベゴミムシダFマシ Micropedinuspallidipennis Lewis佐土原町石崎浜 22.VII.， 10. VIII. ; 

力肘工田)119. XII. 

143.コチピツノゴミムシダマシ Byrsaxlewisi Akita et Masumoto清武町丸目岳 3.XII. 

144.クビカクシゴミムシダFマシ Dicraeosisbacillus (Marseul)内海 7.Y.(西)

145.フタモンツヤゴミムシダマシ Scaphidemaornatellum Lewis 清武町丸目岳 16.IX.(西)

146.ニセクロホシテントウゴミム、ンダマシ Derispiajaponicola Miyatake田野町朝陣野 31.Y.(西)

147.クロホソゴミムシダマシ Corticeuscolydioides (Lewis)田野町朝陣野 3.VII. 

148.エグリゴミムシダマシ属 Ulomasp. U.bonzica文は U.similar佐土原町石崎浜 10.VIII. 

149.コマルムネゴミムシダマシ Tarpelabrunnea brunneα(Marseul)内海 7.Y.(西)

カミキリムシ科

150.クロカミキリ Spondylisbuprestoides (Linnaeus)佐土原町石崎浜 22.VII. 

151.トラフホソパネカミキリ Thraniusvariegatus variegatus Bates*田野町朝陣野1O.VI.

152.ムラサキアオカミキリ Schwarzeriumviridicyaneum Hayashi下北方 2.VI. 

153.ヒメスギカミキリ Callidiellumruβtenne (Motschulsky)下北方 2.VI. 

154.キイロトラカミキリ Grammographusnotabilis notabilis (Pascoe)下北方 2.VI. 

155.ワスイロトラカミキリ Xylotrechuscuneipennis (Kraatz)高岡町内山 23.VI. 

156.ヤノトラカミキリ Xylotrechusyanoi Gressitt*内海 29.VII. 

157.ケブカトラカミキリ Hirticlytuscomosus (Matsushita)*清武町黒坂 30.IY.

158.シロトラカミキリ Paraclytusexcultus Bates下北方 2.VI. 

159.タキグチモモブトホソカミキリ Cleomenestakiguchii Ohbayashi内海 15.VI.(西)

160.キリシマゴ、マフカミキリ Mesosakirishimana Matsushita高岡町
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163.トガリシロオビサビカミキリ Pterolophiacαudata cαudat，α(Bates)内海 3.VII.;高岡町瓜田ダム 5.VII. 

164.オピレカミキリ Euseboidesmatsudai Gressitt 清武町丸目岳 28.XI.(西)

165.ミヤマケシカミキリ Exocentrusmontilineatus Kusama et Tahira田野町朝陣野 10.，26.VI. 

166.ニセシラホシカミキリ Pareutetraphasimulans (Bates)田野町朝陣野 26.VI. 

ハムシ科

167.タテスジキツツハムシ Cryptocephalusnigro..向sciatusJacoby高岡町内山 6.VII.;田野町朝陣野 16.VII. 

168.ヨツモンサルハムシ Basileptaamamiensis Ch吋0* 田野町朝陣野 2.VII. 

169.ノレリサルハムシ Basileptamodesta (Jacoby)田野町朝陣野 10.VI. 

170.シイサルハムシ Basileptavaricolor (Jacoby)内海 31.VIII.(西)

171.チピカサハラハムシ Demotinadecorata Baly内海 31.VIII.(西);田野町石久保 16.IX. (西);

田野町朝陣野 26.IX.(西);高岡町高浜 27.X.(西);内海 30.XI.(西)

172.キカサハラハムシ Xanthoniaplacida Baly田野町朝陣野 11.VI.(西)

173.イチモンジハムシ Morphosphaerajaponicα(Hornstedt)清武町今泉 16.IX.(西);清武町丸目岳 28.XI.(西)

174.ブチヒゲケブカハムシ Pyrrhaltaαnnulicornis(Baly)田野町朝陣野 26.IX.(西)

175.ツブノミハムシ Aphthonaperminuta Baly田野町朝陣野 10.VI. 

176.ホソルリトピハムシ Aphthonalticaangustata (Baly)内海 11.Y.(西)

177.ヒゲナガルリマルノミハムシ Hemipyxisplagioderoides (Motschulsky)内海 11.Y.(西)

178.ノレイスコトピハムシ Manobialewisi Jacoby*内海 7.Y.(西)

179.セマルトピハムシ Minotanigropicea (Baly)*内海 7.Y.(西);内海 11.VI. 

180.アケビタマノミハムシ SphaerodermααkebiaeOhno内海 11.Y.(西)

181.フタツメタマノミハムシ Sphaerodermanagaii Nakane*内海 11.Y.(西)

182.タケトゲハムシ Dac砂lispaissikii Chujo清武町今泉 22.IX.(西)

183.カタピロトゲ、ハムシ Dacかlispasubquadrata (Baly)内海 11.Y.(西)

ヒゲナガゾウムシ科

184.キノコヒゲナガゾウムシ Eupariusoculatus oculatus (Sharp)高岡町内山 6.VII. 

185.クロモンフトヒゲナガゾウムシ Xylinadajaponicα(Sha叩)*高岡町内山 15.VII. 

オトシブミ科

186.ブドウハマキチョッキリ Aspidobyctiscuslacunipennis (Jekel)田野町堀口 11.X.(西)

ミツギリゾウムシ科

187.ミツギリゾウムシ Baryrhynchuspoweri Roelofs高岡町内山1.VII. ;内海 3，VII. 

ゾウムシ科

188.オオクチブトゾウムシ Macrocorynusvariabilis (Roelofs)清武町丸目岳 16.IX.(西)

189.アルフアルファタコゾウムシ Hyperapostica (Gyllenhal)田野町堀口 6.X.(西)

190.ホホジロアシナガゾウムシ Mecysolobuserro (Pascoe)佐土原町巨田 9.IX.(西)

191.コササラクチカクシゾウムシ Colobodelluspos{向sciatusMorimoto et Miyakawa*清武町丸目岳 19.XII. 

192.ツツゾウムシ Cαrciliastrigicollis Roelofs清武町丸目岳 28.II. 

却 17111/;泌

1クチボソセスジムシ 7クビナガゴミムシ 44ハバピロコケシマグソコガネ
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却 17円1102

121ヨツボシキパネナガクチキ 191コササラクチカクシゾウムシ

(撮影:三宅武)

2017年延岡市の蛾 2種(リュウキュウオオスカシバ、ベニイカリモンガ)の記録

安本潤 ー

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

筆者は延岡市内においてリュウキュウオオスカシバ Cephonodesxanthus及びベニイカリモンガ

Callidula attenuataを採集しているので報告する。前者は延岡市で 2例目、後者は延岡市で 3例目

(島浦町で 2例目)の記録となる。

(記録)

リュウキュウオオスカシパ 1頭 死体採集 延岡市野田町自宅前道路 14，咽，2017， 安本潤ー

ベニイカリモンガ 1頭 採集 延岡市島浦町宇治 27，vn，2017，安本潤ー

参考文献

安本潤一，2015. リュウキュウオオスカシパを延岡市で採集，タテハモドキ(51):16.

安本潤一，2016.延岡市北方町で、ベニイカリモンガを採集，タテハモドキ(52):55.

柳田恒一郎， 2011.延岡市環境基本計画自然環境調査報告書，咽-ii ，蛾類.延岡市
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2016年2017年に宮崎県で採集した綾町以外の甲虫

笹岡康則

(宮崎市大字島之内 9481:干880-0120

2016年 2017年に、延岡市島浦島、椎葉村大河内の九州大学農学部附属宮崎演習林、日南市鵜

戸神宮、日南海岸を中心に採集した甲虫類の記録を報告する。綾町での記録は別途報告。

島浦島では、島野浦神社でライトトラップ、翌日、テントを担ぎ島の山中で一晩ライトトラッ

プと 2回行った。ダニとヤブ蚊に悩まされほとんど寝むれない採集となった。島の山中には発電

機を運び上げられない。そのため、乾電池式 4wブラックライト 5基+4w蛍光灯 2基を初めて使

用し、予想以上の結果が出て貴重な経験となった。発電機が運べない場所でのライトトラップ用

光源として、乾電池式ブラックライトは非常に有効な手段であることがわかった。但し、単 3乾

電池が 2時間ほどしか持たないため交換用乾電池が必要であった。

九大演習林ではライトトラップを 2回行った。ブナ帯での初めてのライトトラップとなり、大

変興味深い採集であった。ライトにオニクワガタも飛来し、自身初見の虫にも出会い、平地と違

う甲虫相を実感できた。演習林の甲虫の記録に登場しない虫も採集でき、楽しい採集となった。

時聞が取れれば春季のピィーティングなども行ってみたい。同行していただいた演習林職員の

佐々木寛和氏に感謝したい。

鵜戸神宮には、今回オオムラサキカミキリの調査で数回通うこととなった。ライトトラップを

一度行ったが、道路工事の為夜間は通行止めとなり、車中泊となった。今回のライトトラップは

思うほどの成果が出なかった。条件に大きく左右されるため、これから何回か行う中で好条件に

遭遇することができると思う 。オオムラサキカミキリの調査中、鹿児島県の森一規氏、福岡県の

足立一夫氏と偶然お会いし、多くのことを教えていただいた。敷地内は神聖な場所であり、釣竿

を携帯するなど磯釣りの為の通行が禁止されている。宮崎県の大切な観光地であり、国の名勝に

も今年指定された。オオムラサキカミキリの産地として、マナーの悪い採集者が押し掛け、 トラ

ブルとならないことを願っている。神社敷地外の日南海岸に広く生息が確認されたため(詳細月

刊むし:森、足立)、敷地外での採集が望まれる。

日南海岸沿いの調査は以前から計画していたが、行く機会がなかなかなかった。今回、ライト

トラップを何回か行い貴重な経験になった。ライトトラップポイントも少しずつ見っかり、海岸

から始まる多くの林道も試走することができた。珍しいものも採集出来たが、まだまだ多くの種

類が見つかると思われる。今後の調査ポイントとして重要な場所となるであろう 。

記録の少ない種類を一部列挙する。 ()は採集場所

①ヒメナガヒラタムシ(椎葉)②ヒラタマルゴミムシ(内海)③ツシマゴモクムシ(南郷)④オ

オクロチビシデムシ(鰐塚)⑤マルトゲムシ sp外来種(島浦島)⑥タマガワナガドロムシ(宮崎)

⑦カラカネナカボソタマムシ(鵜戸)③クロエグリタマムシ(山之口)⑨トサヒメサビキコリ(内

海)⑩イシハラクロコメツキダマシ(鵜戸)⑪チピコクヌスト(椎葉)⑫オオメアカヒラタケシ

キスイ(高崎町)⑬シロホシテントウ(椎葉)⑭マダラヒメコキノコムシ(椎葉)⑬キュウシュ

ウヒメコキノコムシ(椎葉)⑬サタオピハナノミ(南郷)⑫ケナガクビボソムシ(椎葉)⑬ムモ

ンチャイロホソバネカミキリ (内海)⑬ムツボシシロカミキリ (南郷)⑫カナムグラトゲ、サルゾ

ウムシ(内海)⑫コササクチカクシゾウムシ(清武)

ここにはあげなかったが、後麹が退化し飛べないツチイロフトヒゲカミキリ、ハネナシセスジ

キマワリ、メダカハネカクシ spが見つかった島浦島や、稀種が見つかる内海など、より詳しい

調査が必要な場所が見つかった。それらの調査を進め、今後、確認種を少しでも増やしていきた

。
、、

y
u
v
 

同定や意見をいただく等、鈴木瓦氏、 生川展行氏、今坂正一氏、 三宅武氏、堤内雄二氏、木野
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田毅氏に大変お世話になっている。感謝に堪えない。又上記の方々より 、多くの専門の方に同定

の依頼を していただいた。改めてお礼申し上げたい。

島浦島の調査には安本潤一氏に同行していただき 、漁協、派出所等事前了解をいただき、夜間

採集時には、山に不審な明かりがともっているとの漁協への問い合わせにも問題なく対応してい

ただいた。

リストの()は採集者を示す。 (日高)は日高謙次、(佐々木)は佐々木寛和、(西)は西邦雄、

採集者を示していないものは筆者の採集である。 <>は同定者を示す。 <生川 >は生川展行、<

三宅〉は三宅武、く堤内>は堤内雄二、<稲垣>は稲垣政志、く森田>は森田誠司、く鈴木>は

鈴木瓦。標本は笹岡康則保管、一部同定者が保管。命名者の後ろの*印は記録の少ない種である。

ナガヒラタムシ科

1.ヒメナガヒラタムシ Tenomergajaponica (Tamanuki) *椎葉村九大演習林 2017，咽.24

2.ナガヒラタムシ Tenomergamucida (Chevrolat)椎葉村九大演習林 2017，V1H.24 

セスジムシ科

3.ホソセスジムシ均matosan伊'ponensis(Lewis)椎葉村九大演習林 2017，Vll.17 

ヒゲブトオサムシ科

4.エグリゴミムシ Eustrajaponica Bates宮崎市田野町片井野林道 2016，X.6く生川1>

ハンミョウ科

5.ニワハンミョウ Cicindelajapana Motschulsky宮崎市清武町荒平山 2017，VI.l (日高)

6. トウキョウヒメハンミョウ Cylinderakaleea yedoensis (Kano) *宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8

(日高);宮崎市下北方 2017，VI.30

7. コハンミョウ Myriochilespeculifera (Chevrolat)宮崎市内海 2017，VI.17

8.シロヘリハンミョウ Callytronyuasai yuasai (N akane)延岡市島浦島 2017，Vll.3;日南市伊比井

2017，VI.l 

オサムシ科

9. ヒメオサムシ Ohomopterusjaponicus japonicus (Motschulsky)宮崎市高岡町瓜田ダム 2017，V.l 

(日高)

10.ナガヒョウタンゴミムシ Scaritesterricola pacificus Bates宮崎市内海 2017，VI .17 (日高)

11.ミヤマヒサゴゴミムシ Broscosomadoenitzi (Harold)宮崎市田野町鰐塚山 2017，V1H.8く生川〉

12.ホソチビゴミムシ Perileptus(Perileptus) japonicus Bates宮崎市高岡町内山 2016，VI.17<森田>

13.ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidionmorawitzi Csiki宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13く生川1>

14.ウスオピコミズギワゴミムシ Pαratachyssericans (Bates)宮崎市内海 2017，VI .17 (日高)

15.ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyuralaetポca(Bates)延岡市島浦島 2017，Vll.27く生川>日南

市鵜戸神宮 2017，Vll. 21 <生川 >

16.ヒラタマルゴミムシ Cosmodiscusplatynotus (Bates)*宮崎市内海 2017，VI.19<生川>

17.アシミゾナガゴミムシ Pterostichussulcitarsis Morawitz宮崎市内海 2017，VI.17(日高)<生川>

18.ルイスオオゴミムシ Trigonotomalewisii Bates椎葉村九大演習林 2017， Vll. 23く生川>

19.オオアオモリヒラタゴミムシ Colpodesbuchanani Hope椎葉村九大演習林 2017，Vll.23 <生川 >

20.ハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodesjaponicus (Motschulsky)宮崎市内海 2017，VI.17 (日高)

21.チャイロホソヒラタゴミム Colpodes(Atranodes) kyushuensis hondonus (Habu)宮崎市高岡町内

山 2016，VI.17<森田>宮崎市田野町朝陣野 2017，VI.I0く森田>

22.オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchusnitidus (Motschulsky) 日南市南郷町大島 2017，VI.4

く生川 〉

23.ヒメゴミムシ Anisodactylustricuspidatus tricuspidatus Morawitz串間市今町 2017，Vll.lく生川〉
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24.オオゴモクムシ Harpaluscapito MorawItz延岡市島浦島 2017，Vll.27<生川>

25.クロゴモクムシ Harpalusniigatanus Schauberger宮崎市内海 2017，VI .17 (日高)く生川〉

26.ツシマゴモクムシ Harpalustsushimanus Habu et Baba *宮崎市高岡町内山 2016，VI.7く森田>

27.ケゴモクムシ Harpalusvicarius Harold串間市今町 2017，Vll.1く森田>

28.カラカネゴモクムシ Platymetopusflavilabris (Fabricius)宮崎市内海 2017，VI .17 (日高)

29.キイロチピゴモクムシ Acupalpusinornatus Bates 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21く生川>

30.キベリゴモクムシ Anoplogeniuscyanescens (Hope)串間市今町 2017，Vll.1く生川>

31.ミドリマメゴモクムシ Stenolophusdifficilis (Hope)延岡市島浦島 2017，Vll.27く生川>日南市

鵜戸神宮 2017，咽.15

32.ムネアカマメゴモクムシ Stenolophuspropinquus Morawitz椎葉村九大演習林 2017，Vll.2く生川1>

33.オオスナハラゴミムシ Diplocheilazeelandica (Redtenbacher)延岡市島浦島 2017，Vll.27<生川>

34.アトモンアオゴミムシ Chlaeniusbioculatus Chaudoir 日南市南郷町大島 2017，VI.4

35.コキベリアオゴミムシ Chlaeniuscircumdatus Brulle串間市今町 2017，Vll.1<生川>

36.ヒトツメアオゴミムシ Chlαeniusdeliciolus Bates 日南市鵜戸神宮 2017，VI.24

37.アトボシアオゴミムシ Chlaeniusnaeviger MorawItz延岡市島浦島 2017，Vll.3

38.ムナピロアトボシアオゴミムシ Chlaeniustetragonoderus Chaudoir 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

く生川>

39.フタモンクピナガゴミムシ Archicolliurisbimaculata nipponica Habu佐土原町石崎浜 2017，VI.21

40.コヨツボシアトキリゴミムシ Dolichoctisstriatus striatus Schmidt-Gobel延岡市島浦島 2017，Vll.27

41.フタホシアトキリゴミムシ Lebiabifenestrata MorawItz川南町遊学の森 2017，Vll.30;宮崎市田

野町鰐塚山 2017，IV.28;木城町板谷林道 2017，IV.30 

42.ホシハネビロアトキリゴミムシ Lebiacalycophora Schmidt-Gobel宮崎市大淀川学習館 2017，

VI.12 (日高)

43.ハネピロアトキリゴミムシ Lebiaduplex Bates椎葉村九大演習林 2017，Vll.23<生川>

44.ジュウジアトキリゴミムシ Lebia retrofasciata Motschulsky宮崎市垂水公園 2017，VI.6 (日高)

45.アオヘリアトキリゴミムシ Parenalatecincta (Bates) 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21;宮崎市清武町

荒平山 2017，VI.1 (日高)

46.クビボソゴミムシ Galeritaorientalis Schmidt-Gobel 日南市南郷町大島 2017，VI.4

ゲンゴロウ科

47.チビゲンゴロウ Guignotus japonicus japonicus (Sharp)串間市今町 2017，Vll.1く生川>

48.ヒメゲンゴロウ Rhantussturalis (MacLeay) 日南市鵜戸神宮 2017，VI.21;串間市今町 2017，Vll.1

ガムシ科

49.セマルガムシ Coelostoma stultum (Walker)椎葉村九大演習林 2017，Vll.27く生川>

50.コウセンマルケシガムシ Peratogonusreversus Sharp宮崎市田野町片井野林道 2016，X.6 

く生川>

51.キイロヒラタガムシ Enochrus simulans (Sharp)佐土原町石崎浜 2017，VI.21< 生 川 > 串 間市

今町 2017Vll.1<生川1>
52.ヒメガムシ Sternolophusrufipes (Fabricius)延岡市島浦島 2017，Vll.27

53.トゲバゴ、マフガムシ Berosuslewisius Sharp椎葉村九大演習林 2017，vm.24く生川1>

54.ゴ、マフガムシ Berosuspunctipennis Harold串間市今町 2017，Vll.1;宮崎市有田 2017，V .27 

エンマムシ科

55.ハマベエンマムシ Hypocaccus(Baeckmanniolus) varians varians (Schmidt)串間市本城ビンダレ

島 2017，VI
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チピシデムシ科

57.オオクロチピシデムシ Prionochaetaharmandi harmandi Portevin*田野町鰐塚山 2017，V .21 

シデムシ科

58.ヨツボシモンシデムシ Nicrophorusquadripunctatus Kraatz 椎葉村九大演習林 11OOm 20 17， VIIl.24 

59.オオモモブトシデムシ Necrodes littoralis Linnaeus椎葉村九大演習林 2017，Vll.24

デオキノコムシ科

60.ヒメクロデオキノコムシ Scaphidium incisum Lewis宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

61.コクロデオキノコムシ Scaphidium optabile (Lewis)椎葉村九大演習林 2017，Vll.23<生川 >

マルハナノミ科

62.コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei (Klausnitzer)*宮崎市内海林道 2017，V.6く生川>

63.トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter串間市今町 2017，Vll.1<生川 >

クシヒゲムシ科

64.クチキクシヒゲムシ Sandalussegnis Lewis宮崎市田野町朝陣野 2017，V.7 

クワガタムシ科

65.マダラクワガタ Aesalus asiaticusαsiaticus Lewis宮崎市田野町朝陣野 2017，V.7く生川 >

66.ネブトクワガタ Aegus laevicollis subnitidus Waterhouse 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

67.ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus Motschulsky椎葉村九大演習林

1100m 2017咽 .24

68.アカアシクワガタ Dorcusrubrofemoratus rubrofemoratus (Snellen van Vollenhoven)椎葉村九大演

習林 1100m2017，VIIl.2 

69.オニクワガタ Prismognathusangularis aηgularis Waterhouse椎葉村九大演習林 1100m2017，VIIl.24 

コブスジコガネ科

70.アイヌコブスジコガネ Troxset約rWaterhouse椎葉村九大演習林 1100m2017，VIIl.24 

コガネムシ科

71.マメダノレマコガネ Panelus parvulus (Waterhouse)延岡市島浦島 2017，Vll.3

72.ツノコガネ Liatongus minutus (Motschulsky)宮崎市内海 2017，VI .17 (日 高)

73.コブマルエンマ コガネ Onthophagusαtripennis Waterhouse宮崎市田野町朝陣野 2017，VIIl.12 ; 

椎葉村九大演習林 2017，VIIl.17く稲垣>

74.フトカドエンマコガネ Onthoph勾 usfodiens Waterhouse宮崎市田野町朝陣野 2017，V.7 

75.ツヤエンマコガネ Onthophagus nitidus Waterhouse 日南市南郷町大島 2017，VI.4く稲垣>

76.ウスイロマグソコガネ Aphodiussublimbatus Motschulsky高崎町高崎天文台 2017，Vll.17

く稲垣>椎葉村九大演習林 2017，咽.17く稲垣>

78.スジマグソ コガネ Aphodius( Pharaphodius) rugosostriatus Waterhouse 佐土原町石崎浜 2017，

VI.21く稲垣>

79.ナガチャコガネ Heptophyllapicea Motschulsky椎葉村九大演習林 1100m2017，VIIl.24;宮崎市田

野町朝陣野 2017， VIIl.12 

80.オオコフキコガネ Melolontha frater frater Arrow延岡市島浦島 2017，Vll.27

81.ヒ ゲコガネ Ectinohoplia obducta (Motschulsky)都城市有水 2017，Vll.17

82.ヒメアシナガコガネ Ectinohoplia obducta (Motschulsky)宮崎市田野町鰐塚山 2017，Vll.23;宮崎

市垂水公園 2017，VI.6(日高)

83.コヒゲシマビロウドコガネ Gastrosericabrevicornis (Lewis)椎葉村九大演習林 1100m2017，VIIl.24 

84.ビロウドコガネ Maladera japonica (Motschulsky) 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

85.ヨツバコガネ Parastasia ferrieri ferrieri Nonfried 日南市鵜戸神宮 2017，咽.19

86.コイチャコガネ Adoretus tenuimaculatus Waterhouse宮崎市大淀川|学習館 2017，VI.2，8 (日
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高);宮崎市垂水公園 2017，VI.6 (日高)

87.ドウガネブイブイ Anomalacup陀 α(Hope)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8 (日高)

88.サクラコガネ Anomaladaimiana Harold椎葉村九大演習林 1100m2017，VlII.24 

89.ツヤコガネ Anomαla lucens Ballion延岡市島浦島 2017，Vll.27

90.オオダイセマダラコガネ Exomalαohdaiensis (Sawada)宮崎市田野町鰐塚山 2017，Vll.23 

91.セマダラコガネ Exomalaorientalis (Waterhouse)串間市今町 2017，Vll.1 

92.ツヤスジコガネ Mimeladificilis (Waterhouse)延岡市島浦島 2017，Vll.27

93.コガネムシ Mimelasplendens (Gyllenhal)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8 (日高)

94.タケムラスジコガネ Mimelatakemurai Sawada椎葉村九大演習林 1100m2017 ，VlII .24 

95.ヒラタハナムグリ Nipponovalgusangusticollis angusticollis (Waterhouse)宮崎市垂水公園 2017，

VI.6 (日高);宮崎市田野町朝陣野 2017，N.23

96.ハナムグリ Cetonia pil俳ra(Motschulsky)宮崎市大淀川|学習館 2017，VI.10(日高);日南市南

郷町大島 2017，VI.2

97.アオハナムグリ Cetoniaroelofsi roelofsi (Harold)山之口町野ノ宇都林道 2017，VI.14

98.クロハナムグリ Glycyphanafulvistemma Motschulsky宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13

99.コアオハナムグリ Gametisjucunda (Faldermann)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8 (日高)

マルトゲムシ科

100.マルトゲムシ sp外来種 Microchsetes.sp 延岡市島浦島 2017，Vll.3

ナガハナノミ科

101.エダヒゲナガハナノミ Epilichas flabellαtus flabellatus (Kiesenwetter)椎葉村九大演習林

1100m 2017，VlII.24，同， Vll.13 (佐々木)

ヒラタドロムシ科

102.ヒラタドロムシ Mαtaeopsephusjaponicus (Matsumura)宮崎市有田 2017，V.27

103.ツヤナガアシドロムシ Grouvellinusnitidus Nomura椎葉村九大演習林 2017，VlII .24く生川 >

ヒメドロムシ科

104.アワツヤドロムシ Zaitzeviaawana (Kono)椎葉村九大演習林 2017，Vll.23

ドロムシ科

105.ムナビロツヤドロムシ Elmomorphusbrevicornis brevicornis Sharp椎葉村九大演習林 2017，

VlII.24 <生川 >

ナガドロムシ科

106.タマガワナガドロムシ Heterocerusjaponicus Kono*宮崎市有田 2017，V.27<生川>

タマムシ科

107.アレスミカンナガタマムシ Agrilusalesi Obenberger*宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8 (日高)

く堤内>

108.ミカンナガタマムシ Agrilusauriventris E.Saunders宮崎市大淀川学習館 2017，VI.2(日高)

<堤内>

109.クロナガタマムシ Agriluscyaneoniger E.Saunders延岡市島浦島 2017，Vll.3;山之口町野々宇都

林道 2017，VI.14

110.ヒシモンナガタマムシ Agrilusdiscalis E.Saunders 小林市須木 R2692017， V .28 

111.ワグイスナガタマムシ Agrilustempestivus Lewis山之口町野々宇都林道 2017，VI.12<堤内〉

112.ミツボシナガタマムシ Agrilus trinotαtus E.Saunders 日南市鵜戸神宮 2017，Vll. 21 

113.カラカネナカボソタマムシ Coraebusignotus ignotus E.Saunders* 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

114.ノレリナカボソタマムシ Coraebus niponicus Lewis 日南市富戸 2017，VI.28;日南市南郷町大島

2017，VI.2 
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115.クロエグリタマムシ Endelus bicarinatus Thery*山之口町野々宇都林道 2017，VI.12く堤内〉

116.アヤムナピロタマムシ Sambus quadricolor quadricolor E.Saunders宮崎市内海 2017，VI.17

117.ハイイロヒラタチビタマムシ Habroloma griseonigrum (E.Saunders)山之口町野々宇都林道

2017，VI.12く堤内>

118.シロウズヒラタチビタマムシ Hαbrolomαmarginicolle(Fairmaire) 日南市南郷町大島 2017，

VI.2 ;宮崎市内海 2017，N.9(西)

119.クズノチピタマムシ Trachys auricollis E.Saunders 日南市南郷町大島 2017，VI.2

120.マルガタチビタマムシ Trachys inedita E.Saunders木城町板谷林道 2017，V .3<堤内>

121.サシゲチビタマムシ Trachys robusta E.Saunders 日南市鵜戸神宮 2017，VI .24 ;宮崎市内海

2017，VI.19く堤内>日南市鵜戸神宮 2017，VI.21く堤内>

122.アカガネチビタマムシ Trachys tsushimae Obenberger宮崎市大淀川学習館 2017，VI.1O(日高)

<堤内〉

ナガハナノミダマシ科

123.ニホンナガハナノミダマシ Eurypogonjaponicus Sakai宮崎市内海 2017，V .30 

ホソクシヒゲムシ科

124.ムネアカクシヒゲムシ Horatoceraniponica Lewis宮崎市田野町鰐塚山 2017，vll .14， VIII.8 

コメツキムシ科

125.ヒゲコメツキ Pectocerahige hige Kishii宮崎市大淀川学習館 2017， VI .10 (日高);椎葉村九大

演習林 2017，Vll.24

126.シロオビチビサビキコリ Adeloceradifficilis (Lewis)延岡市島浦島 2017，Vll.27

127.サビキコリ Agrypnusbinodulus binodulus (Motschulsky)椎葉村九大演習林 2017，vll .24 ;宮崎市

大淀川学習館 2017，VI.8 (日高);日南市鵜戸神宮 2017，VI.21 ;高崎町高崎天文台 2017，Vll.17

128.ムナビロサビキコリ Agrypnuscordicollis (Candとze)椎葉村九大演習林 2017，Vll.13 (佐々木)

129.ホソサビキコリ Agrypnusfuliginosus (Candとze)宮崎市内海林道 2017，VI.19

130.トサヒメサピキコリ Agrypnusmiyamotoi tosa Kishii *宮崎市内海 2017，VI.17(日高)く堤内>

131.スナサビキコリ Meristhusniponensis Lewis宮崎市佐土原町石崎浜 2017，VI.21

132.フタモンウバタマコメツキ Cryptalauslarvatus pini (Lewis)椎葉村九大演習林 2017，Vll.24;延

岡市島浦島 2017，Vll.27

133.オオクシヒゲコメツキ Tetriguslewisi Candとze 日南市鵜戸神宮 2017，VI.21，咽.15;延岡市島浦

島 2017，Vll.28

134.シリブトヒラタコメツキ Eanoides puerilis (Candeze)宮崎市内海 2017，N.11く堤内>

135.ヒメクロツヤハダコメツキ Hemicrepidius desertor desertor (Candとze)椎葉村九大演習林 2017，

Vll.24 

136.クロツヤハダコメツキの 1種 Hemicrepidiussp 宮崎市内海 2017，VI.19<堤内〉

137.ノレリツヤハダコメツキ Hemicrepidiussubcyaneus (Motschulsky)椎葉村九大演習林 2017，Vll.13

(佐々木)

138.アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer serrifer (Candとze)宮崎市内海 2017，VI.19

く堤内〉

139.オニチャイロツヤハダコメツキ Scutellathoushorioi Kishii椎葉村九大演習林 2017，Vll.24

140.オオツヤハダコメツキ Stenagostusumbratilis (Lewis)椎葉村九大演習林 2017，Vll.24

141.ヒメクロコメツキ Ampeduscarbunculus (Lewis)宮崎市田野町宮大演習林 2017，N.30く堤内〉

142.アカハラクロコメツキ Ampedus hypogastricus hypogastricus (Candとze)宮崎市内海 2017，VI.19

く堤内〉

143.アカアシクロコメツキ Ampedus japonicus japonicus Silfverberg宮崎市田野町朝陣野 2017，
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V.21く堤内>国富町茶臼岳林道 2017，V.25<堤内>

144.コナガクロコメツキ Ampedus nanus Silfverberg木城町板谷林道 2017，IV.30<堤内〉

145.クリイロアシブトコメツキ Podeoniusaquilis aquilis (Candとze)宮崎市内海 2017，VIII . 12く堤内>

146.キパネホソコメツキ Dolerosomus gracilis (Candとze)木城町板谷林道 2017，V.3く堤内>

147.ムナボソコメツキ Ectinus exulatus (Candとze)木城町板谷林道 2017，V.3 <堤内>国富町茶

臼岳林道 2017，V .25<堤内>

148.オオナガコメツキ Nipponoelater sieboldi sieboldi (Candとze) 日南市鵜戸神宮 2017，VI.21;延岡

市島浦島 2017，VII.27

149.ニセクチブトコメツキ Lanecarus palustris (Lewis)宮崎市有田 2017，V .27く堤内>;宮崎市佐

土原町石崎浜 2017，VI.21く堤内>

150.ヒメホソキコメツキ Agaripentheshelvolus (Candとze)宮崎市大淀川学習館 2017，VI .12 (日 高)

151.クチブトコメツキ Silesis musculus musculus Candとze宮崎市青島 2017，VI.19く堤内>宮崎市

佐土原町石崎浜 2017，VI.21<堤内>

152.クロツヤ クシコメツキ Melanotusannosus Candとze宮崎市内海 2017，V.6(西)

153.ヒラ タクシコメツキ Spheniscosomuskoikei (Kishii et Ohira)西都市尾八重 2017，V.15，21

く堤内>

154.クシコメツキ Melanotuslegatus legatus Candとze宮崎市内海 2017，VI.19く堤内 >

155.ナガチャクシコメツキ Melanotus spernendus spernendus Candとze 日南市南郷町大島 2017，

VI.2<堤内>宮崎市田野町朝陣野 2017，V .21く堤内>

156.ヘ リムネマメコメツキ Yukoanacarinicollis (Lewis)宮崎市内海 2017，IV.4 (西) く堤内>

157.シマバラ コハナコメツキ*Paracardiophorus imasakai Ohira田野町堀口 2016，X.11<堤内〉

ヒゲブトコメツキ科

158.ナガヒ ゲブ トコメツキ Aulonothroscuslongulus (Weise)田野町朝陣野 2017，V.7く堤内>

コメツキダマシ科

159.イシハラクロコメツキダマシ Euryptychusishiharai Hisamatsu* 日南市鵜戸神宮 2017，VIII .15 

く鈴木〉

160.オニコメツキダマシ Hylocharesharmandi F1eutiaux宮崎市田野町朝陣野 2017，V.4 

161.ミナミヒメミゾコメツキダマシ Dromaeolusmarginatus Hisamatsu 日南市鵜戸神宮 2017，VII.21

く鈴木〉

162.コチャイロコメツキダマシ Fornaxnipponicus Fleutiaux 日南市鵜戸神宮 2017，VII.21く鈴木 〉

163.ナガミゾコメツキダマシ Dirrhagofarsuslewisi (Fleutiaux)椎葉村九大演習林 2017，VII.24

く鈴木>

ベニボタル科

164.ホソベニボタル Dilophotesatrorufus (Kiesenwetter)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.2(日 高)

ホタル科

165.ゲンジボタル Luciola cruciata Motschulsky宮崎市高岡町内山 2016，VI.7

166.オオマドボタル Pyrocoelia discicollis Kiesenwetter宮崎市垂水公園 2017，VI.6(日 高)

ジョウカイボン科

167.クロホソジョウカイ Lycocerus aegrotus (Kiesenwetter)宮崎市内海 2017，V.7 

168.クビボソジョウカイ Hatchiana heydeni (Kiesenwetter)山之口野々 宇都林道 2017，VI.12

169.クリイロジョウカイ Stenothemus badius (Kiesenwetter)椎葉村九大演習林 1100m2017，VIII.24 

170.キンイロ ジョ ウカイ Themus episcopalis episcopalis (Kiesenwetter)宮崎市田野町宮大演習林

2017，IV.30 

カツオブシムシ科
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171.カマキリタマゴカツオブシムシ Thaumaglossarufocapillata Redtenbacher宮崎市大淀川学習館

2017，VI.9 (日高);日南市南郷町大島 2017，VI.4く生川>

シパンムシ科

172.ケオピトサカシバンムシ Ptinomorphusexilis (Kiesenwetter)宮崎市田野町朝陣野 2017，V.7 

173.フタイロミゾキノコシバンムシ Mizodorcαtomapulcherrima Sakai延岡市島浦島 2017，Vll.3

ヒョウホンムシ科

174.ナガヒョウホンムシ Ptinus jαponicus Reitter西都市尾八重 2017，V.5

コクヌスト科

175.チピコクヌスト Latolaeναjaponica(Reitter)*椎葉村九大演習林 2017，咽.24く生川>

176.セダカコクヌスト Thymalus parviceps Lewis宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

カッコウムシ科

177.イガラシカッコウムシ Falsotillus igarashii (Kono) 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

178.キオビナガカッコウムシ Opilocarinatus Lewis椎葉村九大演習林 2017，VIll.24 ;宮崎市田野町

朝陣野 2017，VIll.12

179.ツマグロツツカッコウムシ Tenerushilleri Harold延岡市島浦島 2017，Vll.3

180.キムネツツカッコウムシ Tenerusmaculicollis Lewis宮崎市内海林道 2017，VI.19 

ジョウカイモドキ科

181.ヒメジョウカイモドキ Nepachysjaponicus (Kiesenwetter)椎葉村九大演習林 2017，Vll.24

ケシキスイ科

182.ドワイロムクゲケシキスイ AethinaαeneipennisReitter高崎町高崎天文台 2017，Vll.l;宮崎市大

淀川学習館 2017，VI.9 (日高);椎葉村九大演習林 2017，Vll.23く生川>宮崎市田野町鰐塚山

2017，VIll.8<生川1>
183.クロマルケシキスイ Cyllodesater (Herbst)宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13く生川1>

184.ヒメクロマルケシキスイ Cyllodesbreviusculus (Reitter)山之口町野々宇都林道 2017，VI.12

く生川〉

185.カクホソヒラタケシキスイ Epuraearapax Reitter椎葉村九大演習林 2017，Vll.23く生川>

186.コクロヒラタケシキスイ Ipidiasibirica (Reitter)椎葉村九大演習林 1100m2017，VIll.24 

187.クロヒラタケシキスイ Ipidiavariolosa Reitter清武町丸目岳 2017，VI.13<生川>川南町遊学

の森 2017，Vll.30く生川>山之口町野々宇都林道 2017，V1.14く生川>

188.アカマダラケシキスイ Lasioditespictus (MacLeay) 日南市南郷町大島 2017，VI.4

189.キノコヒラタケシキスイ Physoroniaexplanata Reitter鰐塚山 2017，VIll.8;田野町朝陣野 2017，

V.7 

190.マルガタカクケシキスイ Pocaditesjaponus (Reitter)川南町遊学の森 2017，Vll.30く生川> 山

之口町野々宇都林道 2017，VI.12く生川1>

191.オオキマダラケシキスイ Soroniafracta Reitter 日南市南郷町大島 2017，VI.4く生川〉

192.オオメアカヒラタケシキスイ Trimenusadpressus Murray*高崎町高崎天文台 2017，Vll.17

く生川>

ヒラタムシ科

193.ペニヒラタムシ Cucujuscoccinatus Lewis田野町鰐塚山 2017，N.28

194.オオキパチピヒラタムシ Nipponophloeusdorcoides (Reitter)清武町丸目岳 2017，VI.13

く生川>山之口町野々宇都林道 2017，VI.12く生川〉

ホソヒラタムシ科

195.ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecustriguttatus Reitter椎葉村九大演習林 1100m2017， 

咽 .24
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キスイモドキ科

196.ズグロキスイモドキ Byturusatricollis Reitter宮崎市内海内海林道 2017，IV.9 (西)く生川1>

ムクゲキスイムシ科

197.アカグロムクゲキスイ B伊hylluslewisi (Reitter)山之口町野々宇都林道 2017，VI.12く生)11> 
198.セスジムクゲキスイ Biphyllusmarmoratus (Reitter)清武町丸目岳 2017，VI.13く生)11> 
199.ハスモンムクゲキスイ Biphyllusrufopictus (Wollaston) 田野町片井野林道 2016，X.2く生川>

コメツキモドキ科

200.ツマグロヒメコメツキモドキ Anadastuspraeustus (Crotch)椎葉村九大演習林 2017，VII.24

201.ルイスコメツキモドキ Languriomorphalewisi (Crotch)小林市須木 R2692017， V .28 ;宮崎市内

海 2017，IV.ll (西)

オオキノコムシ科

202.キボシチビオオキノコ Aporotritomayasumatsui (Nakane)山之口野々宇都林道 2017，VI.14

<生川>

203.カタモンオオキノコ Aulacochilus japonicus Crotch椎葉村九大演習林 2017， VII .13 (佐々木)

204.クロハバビロオオキノコ Neotriplax atrata Lewis清武町荒平山 2017，VI.1 (日高);清武町丸

目岳 2017，VI.13く生川>

205.ミツボシチビオオキノコ Tritoma maculifrons (Lewis)宮崎市下北方 2017，VI.30<生川1>
206.クロチビオオキノコ Tritomaniponensis (Lewis)清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

テントウムシダマシ科

207.ヨツボシテントウダマシ Ancylopus pictus asiaticus Strohecker椎葉村九大演習林 2017 ， VII .13 

(佐々木);日南市鵜戸神宮 2017，vm . 19 ;宮崎市内海 2017，VI.9

208.タイワンオオテントウダマシ Eumorphusqωdriguttatus (Illiger)清武町丸目岳 2017，VI.13

209.キボシテントウダマシ MycetinααmabilisGorham田野町朝陣野 2017，V .21 

210.キスジテントウダマシ Endomychusplagiatus (Gorham)山之口野々宇都林道 2017，VI.12

テントウムシ科

211.コクロヒメテントウ Scymnus(Pullus) posticalis Sicard田野町朝陣野 2017，IV.23く生川1>

212.ヒメアカホシテントウ Chilocoruskuwanae Silvestri宮崎市大淀川学習 2017，VI.8(日高);串間

市今町 2017，VII.1く生川>

213.フタモンクロテントウ Cryptogonusorbiculus (Gyllenhal)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.8(日高)

;宮崎市大淀川学習館 2017，VII.3く生川>

214.ベニヘリテントウ Rodolialimbata (Motschulsky)延岡市島浦島 2017，VII.3

215.シロジュウシホシテントウ Cαlviα(Anisocadvia)quatuordecimguttata (Linnaeus)椎葉村九大演

習林 1100m2017，vm.24 

216.シロトホシテントウ Calvia (Calvia) decemguttata (Linnaeus)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.1O

く生川>椎葉村九大演習林 2017，vm.24く生川〉

217.ムーアシロホシテントワ Calvia (Eocaria) muiri (Timberlake)延岡市島浦島 2017，VII.3;宮崎市

大淀川学習館 2017，VI.1O(日高)

218.シロジュウロクホシテントウ Halyzia sedecimguttata (Linnaeus)椎葉村九大演習林 1100m

2017，vm.24 

219.ナミテントウ Harmonia axyridis (Pallas)椎葉村九大演習林 1100m2017，vm.24 ;宮崎市大淀

川|学習館 2017，VI.8 (日高)

220.キイロテントウ Illeis koebelei koebelei Timberlake椎葉村九大演習林 1100m2017，vm.24 

221.ヒメカメノコテントウ Propylea japonica (Thunberg)佐土原町石崎浜 2017，VI.21;日南市南郷

町大島 2017，VI.2
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222.シロホシテントウ Vibidia duodecimguttatα(Poda)小林市須木 2017，V .28 

223.オオニジュウヤホシテントウ Henosepilachnavigintioctomaculata Motschulsky西都市尾八重

2017， V.5 ;宮崎市内海 2017，N.ll (西)

224.ニジュウヤホシテントウ Henosepilachnavigintioctopunctata (Pabricius) 日南市鵜戸神宮 2017，

VI.28 

ホソカタムシ科

225.ツヤケシヒメホソカタムシ Micropriusopacus (Sharp) 日南市鵜戸神宮 2017，vn.21

226.サシゲホソカタムシ Neotrichushispidus Sharp 清武町丸目岳 2017，VI.13く生川1>;田野町鰐塚

山 2017，VIll.8く生川〉

227.ツヤナガヒラタホソカタムシ Pycnomerus vilis (Sharp)清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

228.ホソマダラホソカタムシ Namunaria picta (Sharp)宮崎市田野町鰐塚山 2017，V .21 

229.ヒュウガホソカタムシ Sosyluscrassus Aoki et Narukawa*清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

山之口町野々宇都林道 2017，VI.12く生川>

デパヒラタムシ科

230.デバヒラタムシ Prostomislatoris Reitter宮崎市内海林道 2017，VI.19

コキノコムシ科

231.マダラヒメコキノコムシ Litargops mαculosus Reitter*椎葉村九大演習林 2017，VIll.24く生川>

232.コモンヒメコキノコムシ Litargusjaponicus Reitter延岡市島浦島 2017，vn.27く生川〉

233.キュウシュウヒメコキノコムシ Litarguskyushuensis Miyatake*椎葉村九大演習林 1100m

201 7 ， VIll. 24 

234.クロコキノコムシ Mycetophagusater (Reitter)田野町朝陣野 2017，V .21 <生川1>

235.コマダラコキノコムシ Mycetophaguspustulosus (Reitter)椎葉村九大演習林 2017，咽.24<生川>

ナガクチキムシ科

236.モリモトヒメナガクチキ Holostrophus morimotoi Sasaji鰐塚山 2017，VIll.8

237.アカオビニセハナノミ Orchesiaimitans Lewis鰐塚山 2017，VIll. 8 ;清武町丸目岳 2017，VI.13

く生川〉

238.フタオピホソナガクチキ Dircaea erotyloides Lewis椎葉村九大演習林 2017，vn.24;宮崎市内

海林道 2017，VI.19

239.クロホソナガクチキ Phloiotryαrugicollis Marseul椎葉村九大演習林 2017，vn.13 (佐々木)

<生川>宮崎市清武町丸目岳 2017，VI.13;宮崎市内海 2017，V.6 

240.コモンホソナガクチキ Phloiotrya trisignata Nomura椎葉村九大演習林 2017，VIll.13 (佐々木)

241.ミヤケヒメナガクチキ Symphora miyakei miyakei Nomura et Hayashi清武町丸目岳 2017，VI.13

<生川>

242.アオオビナガクチキ Osphya orientalis (Lewis)宮崎市内海 2017，VI.19<生川>

ハナノミ科

243.サタオビハナノミ Glipa azumai Nakane* 日南市南郷町道の駅付近 2017，vn.l

ヒラタナガクチキムシ科

244.ヒメコメツキガタナガクチキ Synchroamelanotoides Lewis椎葉村九大演習林 2017，VIll.24(生)11 ) 

クピナガムシ科

245.クビナガムシ Cephaloonpallens (Motschulsky)綾町川|中神社2017，N.30;木城町板谷林道 2017，

N.30 

246.キアシカミキリモドキ Oedemera manicatαLewis宮崎市内海 2017，V.6 

247.フタイロカミキリモドキ Oedemerasexuαlis sexualis Marseul大淀川学習館 2017，VI.13 (日高)

248.キイロカミキリモドキ Nacerdes hilleri hilleri (Harold)椎葉村九大演習林 1100m2017，咽.24，
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VII，13 (佐々木)

249.カトウカミキリモドキ Nacerdeskatoi (Kono)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.9 (日高)く生川1>

250.コウノカミキリモドキ Nacerdes konoi (Nakane)椎葉村九大演習林 2017，VII.23<生川>

251.キパネカミキリモドキ Nacerdes luteipennis (Marseul)椎葉村九大演習林 1100m2017，Vill.24 ; 

同 VII，13 (佐々木)く生川〉

252.オオサワカミキリモドキ Nacerdes osawai (Nakane)椎葉村九大演習林 2017，VII.13(佐々木)

同 2017，Vill.24く生川>

253.アオカミキリモドキ Nacerdes waterhousei (Harold)椎葉村九大演習林 2017，VII.13 (佐々木)

アカハネムシ科

254.コブアカハネムシ Pseudopyrochroagibbifrons (Lewis)宮崎市内海内海林道 2017，V.6く生川>

255.ウスイロアカハネムシ Pseudopyrochroa peculiaris (Lewis)椎葉村九大演習林 1100m2017， 

咽 .24く生川>

アリモドキ科

256.ケナガクビボソムシ Neostereopalpusniponicus (Lewis)*椎葉村九大演習林 2017，Vill.13く生川1>

257.コクビボソムシ Macratria fluviatilis Lewis椎葉村九大演習林 2017，VII.23く生川>

258.アカクビボソムシ Macratria serialis Lewis椎葉村九大演習林 1100m2017，咽.24く生川>

宮崎市青島 2017，VI .18 <生川>

259.クロチビアリモドキ Anthicomorphus niponicus niponicus Lewis宮崎市内海内海林道 2017，

IV.9<生川>

260.ヘリアカアリモドキ Anthicomorphussuturalis Lewis田野町朝陣野 2017，V.7 

261.ヨツボシホソアリモドキ Stricticomusνα19ipes (Marseul)高崎町高崎天文台 2017，VII.17

262.ムナグロホソアリモドキ Sapintus cohaeres (Lewis)椎葉村九大演習林 2017，VII .24 

ツチハンミョウ科

263.キイロゲンセイ Zonitisjaponica Pic椎葉村九大演習林 1100m2017，VII.24，Vill .24 

ハムシダマシ科

264.アオハムシダマシ Arthromacra decora (Marseul)田野町朝陣野 2017，V.7 

265.ハムシダマシ Lagria rufipennis Marseul宮崎市垂水公園 2017，VI.6 (日高)

266.ナガハムシダマシ Macrolagriarufobrunnω(Marseul)宮崎市内海小内海林道 2017，IV.9く生川〉

クチキムシ科

267.アオパクチキムシ Allecula aeneipennis Harold椎葉村九大演習林 2017，V圃.24く生川〉

268.ウスイロクチキムシ Allecula bilamellatαMarseul小林市須木 2017，V .28 

269.クロツヤパネクチキムシ Hymenalia unicolor Nakane椎葉村九大演習林 1100m2017，Vill.24 ; 

清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>

270.キイロクチキムシ Cteniopinus hypocritα(Marseul)宮崎市大淀川学習館 2017，VI.2(日高);宮

崎市垂水公園 2017，VI.6(日高)

ゴミムシダマシ科

271.コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum Motschulsky宮崎市大淀川学習館 2017，VI.9

(日高)く生川>

272.ハマヒョウタンゴミムシダマシ Idisiaornata Pascoe高鍋町小丸川|河口 2017，IV.3

273.ホソハマベゴミムシダマシ Micropedinuspullulus (Boheman)佐土原町石崎浜 2017，VI.21

く生川>

274.ヒメホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallidipennis Lewis佐土原町石崎浜 2017，VI.21

く生川〉

275.コブスジツノゴミムシダマシ Boletoxenus bellicosus (Lewis)清武町丸目岳 2016，XII.25
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276.ヨツボシゴミムシダマシ Basanus erotyloides Lewis 日南市鵜戸神宮 2017，VIII.19

277.ナガニジゴミムシ夕、マシ Ceropria induta (Wiedemann) 田野町朝陣野 2017，V .21 

278.アオツヤキノコゴミムシダFマシ Platydema marseuli Lewis椎葉村九大演習林 2017，vn.23，

VIII，13く生川〉

279.ベニモンキノコゴミムシダマシ Platydemasubfascia subfascia (Walker) 日南市鵜戸神宮 2017，

vn.21 

280.フタモンツヤゴミムシダマシ Scaphidema ornatellum Lewis 日南市鵜戸神宮 2017，V圃.19

281.クロホシテントウゴミムシダPマシ Derispiamaculipennis (Marseul)木城町板谷林道 2016，V.8 

282.クロホソゴミムシダマシ Hypophloeus colydioides (Lewis)鰐塚山 2017，VIII.8 ;田野町朝陣野

2017. V.7 

283.オオエグリゴミムシダマシ Ulomαlewisi Nakane佐土原町石崎浜 2017，VI.21く生川 >

284.エグリゴミムシダマシ Uloma marseuli marseuli Nakane清武町丸目岳 2016，潤.25;木城町板

谷林道 2017，N.30

285.ミツノゴミムシダマシ Toxicum tricornutum Waterhouse椎葉村九大演習林 2017，vn.17，24 

286.ニジゴミムシダマシ Tetraphyllus lunuliger lunuliger (Marseul)木城町板谷林道 2017，N.30

287.イクビゴミムシダマシ 訪 中elabrunnea brunnω(Marseul) 田野町朝陣野 2017，rn.10く生川>

288.コマルキマワリ Amarygmus curvus Marseul椎葉村九大演習林 1100m2017，VIII.24 ;同， vn.13 

(佐々木)

289.キマワリ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus Motshulsky延岡市島浦島 2017，vn.27;宮

崎市大淀川学習館 2017，VI.8 (日高)

290.ホソヒゲナガキマワリ Ainutenuicornis Lewis椎葉村九大演習林 2017，vn.13(佐々木)く生川1>

291.ウスイロゴミムシダマシ Strongylium brevicorne Lewis清武町丸目岳 2017，VI.13く生川>椎

葉村九大演習林 2017，vn.23<生川 >山之口町野々宇都林道 2017，VI.12<生)[1> 
292.シワナガキマワリ Strongylium japanum japanum Marseul延岡市島浦島 2017，vn.3

293.ハネナシセスジキマワリ Strongylium marseuli Lewis *延岡市島浦島 2017，vn.27く生川1>

294.クロナガキマワリ Strongyliumniponicum Lewis椎葉村九大演習林 2017，vn.13 (佐々木)

<生川 >

カミキリムシ科

295.ベーツヒラタカミキリ Eurypoda batesi Gahan延岡市島浦島 2017，vn.27

296.ノコギリカミキリ Prionus insularis insularis Motschulsky延岡市島浦島 2017，vn.27

297.コバネカミキリ Psephactus remiger remiger Harold椎葉村九大演習林 2017，vn.24

298.ツシマムナクボカミキリ Cephalallus unicolor (Gahan)椎葉村九大演習林 2017，vn.24

299.ヒゲジロハナカミキリ Japanostrangaliadentatipennis (Pic)鰐塚山 2017，vn.23

300.ヤツボシハナカミキリ Leptura mimica Panzer 清武町荒平山 2017，VI.1 (日高)

301.シコクヨツスジハナカミキリ Leptura ochraceofasciata ochrotela Bates椎葉村九大演習林

2017，vn.24 ;田野町鰐塚山 2017，vn.14

302.オオヨツスジハナカミキリ Bellamira regalis (Bates)椎葉村九大演習林 2017，vn.24

303.フタスジハナカミキリ Nakaneαvicaria(Bates)椎葉村九大演習林 2017，vn.24

304.ジャコウホソハナカミキリ Mimostrangalia dulcis (Bates) 田野町鰐塚山 2017，vn.13

305.クロソンホソハナカミキ Mimostrangalia kurosonensis (Ohbayashi)鰐塚山 2017，vn.23

306.ベニパハナカミキリ Paranaspia anaspidoides (Bates) 田野町鰐塚山 2017，vn.13

307.ホソハナカミキリ Lepto 
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309.フタオビチヒゃハナカミキリ Pidonia puziloi (Solsky)清武町荒平山 2017，VI.1 (日 高)

310.ミヤマカミキリ Massicus raddei (Blessig) 日南市鵜戸神宮 2017，VlII .19 

311.トゲヒゲトピイロカミキリ Allotraeus rufescens (Pic)延岡市島浦島 2017，Vll.3

312.ムモンチャイロホソパネカミキリ Thranius rufescens (Bates) *宮崎市内海 2017，VI.19

313.トラ フホソバネカミキリ Thranius variegatus variegatus Bates田野町朝陣野 2017，V.21

314.ヒメスギカミキリ Callidiellum rufipenne (Motschulsky)西都市尾八重 2017，V.5

315.タケ トラカミキリ Chlorophorus annularis (Fabricius)鰐塚山 2017，V .21 

316.フタオビミドリトラカ ミキ リ Chlorophorus muscosus (Bates)宮崎市大淀川|学習館 2017，VI.9

(日 高);日南市鵜戸神宮 2017，VI.21;田野町鰐塚山 2017，Vll.14

317.キュウシュウチビトラカミキリ Perissuskiusiuensis kiusiuensis Ohbayashi田野町朝陣野 2017，

IV.23 

318.クビアカトラカミキリ Xylotrechus rufilius Bates 日南市南郷町道の駅付近 2017，Vll.1

319.ホタルカミキリ Dere thoracica White山之口野々 宇都林道 2017，VI.14

320.ベニカミキ リ Purpuricenus temminckii (Guerin-Meneville)高岡町瓜田 ダム 2017，V.1 (日高)

321.カタシロゴ、マフカミキ リ Mesosa hirsuta hirsuta Bates椎葉村九大演習林 2017，Vll.17

322.ナガゴマフカミ キリ Mesosa longipennis Bates延岡市島浦島 2017，Vll.3;宮崎市大淀川学習館

201 7， VI . 12 (日高);日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

323.ウスアヤカミキリ Bumetopia japonica japonica (Thomson)宮崎市内海 2017，VI.9

324.ヨツスジカミキリ Notomulciber quadrisignatus Schwarzer*宮崎市内海 2017，Vll.21 

325.カノコサビカミキリ Apomecyna naevia naevia Bates宮崎市内海 2017，VI.7

326.キクスイモドキカミキリ Asaperda rufipes ru.β:pes Bates田野町朝陣野 2017，V.7 

327.コブスジサビカミキリ Atimura japonica Bates宮崎市内海 2017，VI.7

328.アトモンチピカ ミキ リ Sybra oshimana Breuning延岡市島浦島 2017，Vll.3

329.アヤモンチピカミキリ Sybra ordinata ordinata Bates宮崎市内海 2017，VI .17 (日 高)

330.ヒトオビチピカミキリ Sybra unザasciataFujimura椎葉村九大演習林 1100m2017，VlII.24 

331.ハスオビヒゲナガカミキリ Cleptometopus bimaculatus (Bates) 日南市鵜戸神宮 2017，VI.24，28

332.ドウボソカミキリ Pseudocalamobius japonicus (Bates) 田野町朝陣野 2017，V.7 

333.クワサビカミキリ Mesosella simiola Bates山之 口野々宇都林道 2017，VI.14く三宅 >

334.ワモンサビカミキリ Pterolophiaαnnulata (Chevrolat)宮崎市大淀川|学習館 2017， VI . 10 (日高)

335.クリサビカミキリ Pterolophia castaneivora Ohbayashi et Hayashi山之口野々 宇都林道 2017，

VI.14<三宅〉

336.トガリシロオピサピカ ミキ リ Pterolophiαωudata caudata (Bates)宮崎市大淀川学習館 2017，

VI.12 (日 高)

337.ツチイロ フ トヒゲカミキリ Dolophrades terrenus Bates*延岡市島浦島 2017，Vll.3

338.センノカミキリ Acaloleptαluxuriosa luxuriosa (Bates) 日南市鵜戸神宮 2017，VI.28

339.ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta (Bates) 日南市鵜戸神宮 2017，Vll.21

340.ヒメヒゲナガカミキリ Monochamus subfasciatus subfasciatus (Bates)延岡市島浦島 2017，

Vll.3 ;宮崎市大淀川|学習館 2017，VI.9 (日 高);宮崎市垂水公園 2017，VI.6(日 高
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345.ムツボシシロカミキリ Olenecamptustaiwanus Dillon et Dillon*南郷町大島 2017，VI.2

346.フタオビアラゲカミキリ Arhopaloscelis bifasciatus (Kraatz)小林市須木村 2017，VI.20;山之口

里子々 宇都林道 2017，VI.12

347.ヒトオビアラゲカミキリ Rhopaloscelis unifasciatus Blessig田野町鰐塚山 2017，Vll.14

348.ヒゲナガモモブトカミキリ Acanthocinus orientalis Ohbayashi椎葉村九大演習林 2017，VIII .24 

349.アトモンマルケシカミキリ Exocentruslineatus Bates 日南市鵜戸神宮 2017，VI.28;日南市南郷

町大島 2017，VI.4;山之口野々宇都林道 2017，VI . 12 ;宮崎市内海 2017，VI.7

350.ミヤマケシカミキリ Exocentrusmontilineatus Kusama et 百 hira椎葉村九大演習林 2017，Vll.24 ; 

山之口野々 宇都林道 2017，VI .14 ;田野町朝陣野 2017，V.7 

351.シマトゲバカミキリ Rondibilis insularis (Hayashi)清武町丸目岳 2017，VI.13

352.トゲバカミキリ Rondibilis saperdina (Bates) 田野町朝陣野 2017，V.7 ;高岡町内山 2016，VI.7

353.オオムラサキカミキリ Astathes episcopalis Chevrolat* 日南市鵜戸 2017，VI.24

354.シラホシキクスイカミキリ Eumecocera gleneoides (Gressitt)* 田野町朝陣野 2017，V.7 

355.ハンノオオルリカミキリ Eutetrapha chrysochloris chrysargyrea Bates椎葉村九大演習林 2017，

Vll.24 

356.ヤツメカミキリ Eutetrapha ocelota (Bates)延岡市島浦島 2017，Vll.3

357.リュウキュウルリボシカミキリ Glenea chlorospila chlorospila Gahan 日南市鵜戸神宮 2017，

VI.28 

358.リンゴカミキリ Oberea japonica (Thunberg) 田野町鰐塚山 2017，Vll.14

359.ホソキリンゴカミキリ Oberωνittata Blessig鰐塚山 2017，Vll.17

360.ニセシラホシカミキリ Pareutetrapha simulans (Bates)清武町荒平山 2017，VI.1 (日 高)

ハムシ科

361.シリアカマメゾウムシ Bruchidius urbanus (Sharp)鰐塚山 2017，Vll.23

362.キイロクビナガハムシ Lilioceris rugata (Baly)延岡市島浦島 2017，Vll.3;日南市鵜戸神宮 2017，

VI.24 

363.キボシツツハムシ Cryptocephalusperelegαns perelegans Baly宮崎市大淀川学習館 2017，VI.2，8

(日高);宮崎市垂水公園 2017，VI.6(日高)

364.カシワツツハムシ Cryptocephalusscitulus Baly椎葉村九大演習林 1100m2017 ，VIII .24 

365.アカガネサルハムシ Acrothiniumgaschkevitchii gaschkeνitchii (Motschulsky) 2017，Vll.3延岡市

島浦島;2017，VI.24 日南市鵜戸神宮 ;2017， V.8宮崎市内海

366.アオパネサルハムシ Basilepta fulvipes (Motschulsky) 2017， VI .21 日南市鵜戸神宮;2017，VI.2 

日南市南郷町大島

367.イモサルハムシ Colasposoma dauricum Mannerheim 2017，VI.9宮崎市内海

368.リンゴコフキハムシ Lypesthes ater (Motschulsky) 2017 ，IV .30高岡町瓜田 ダム (日 高)

369.ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea (Mannerheim) 2017， VI.lO宮崎市大淀川学習館 (日

高); 2017， vll .12日南市鵜戸神宮

370.ムナグロツヤハムシ Arthrotus niger Motschulsky 2017， VIII .13椎葉村九大演習林 (佐々木)

く生川 > ; 2017， V .28小林市須木く生川 >

371.ホタルハムシ Monolepta dichroa Harold 2017，VI.12宮崎市大淀川学習館(日高); 2017，IV.28 

田野町鰐塚山

372.イチモンジハムシ Morphosphaerajaponica (Hornstedt) 2017， VI.10宮崎市大淀川学習館(日高)

373.アトボシハムシ Paridea angulicollis (Motschulsky) 2017，IV.9宮崎市内海(西)

374.ヨツボシハムシ Paridea quadriplagiata 
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376.イチモンジカメノコハムシ Thlaspida biramosαjaponica (Boheman) 2017，VI，21鵜戸神宮

ヒゲナガゾウムシ科

377.ウスモンツツヒゲナガゾウムシ Ozotomerus japonicus Sharp 2017， VII .27延岡市島浦島;

2017，VI.24 日南市鵜戸神宮;2017， VI .19宮崎市内海林道

378.イトヒゲナガゾウムシ Exillisjaponicola Nakane* 2017，VII.21 日南市鵜戸神宮

379.シロヒゲナガゾウムシ Plαtystomos sellatus sellatus (Roelofs) 2017，VII.27延岡市島浦島

380.ナガフトヒゲナガゾウムシ Xylinada striatifrons (Jordan)* 2017，VII.17高崎町高崎天文台

381.コモンマダラヒゲナガゾウムシ Litocerus multiguttatus (Nakane) 2017，VI.20小林市須木

382.コモンヒメヒゲナガゾウムシ Rhaphitropis guttifer gutt約r(Sharp) 2017，IV.l宮崎市内海

(西)く 三宅>

383.キスジヒゲナガゾウムシ Aphaulimia debilis (Sharp) 2017， VI .13清武町丸目岳<三宅 >

384.ニセナガアシヒゲナガゾウムシ Habrissusanalis Morimoto20 17. VI.13清武町丸目岳く 三宅>

オトシブミ科

385.ヒメクロオトシブミ Apoderus(Compsapoderus) erythrogaster Snellen van Vollenhoven 2017， 

V.28小林市須木 R269

386.アカクビナガオトシブミ Centrocorynus nigricollis (Roelofs) 2017， V .28小林市須木 R269

387.ゴマダラオトシブミ Paroplapoderus(Agomadarαnus) pardalis (Snellen van Vollenhoven) 2017， 

VI.6宮崎市垂水公園(日高)

388.カシルリオトシブミ Euops (Synaptops) splendidus Voss 2017， V .28小林市須木 R269

389.リュイスアシナガオトシブミ Henicolabus lewisii (Sharp) 2017， V .28小林市須木 R269

390.チャイロチョッキリ Aderorhinus crioceroides (Roelofs) 2017，VII.13椎葉村九大演習林

(佐々木)

391.ホソチョッキリ Eugnamptus (Eugnamptobius) aurz斤onsRoelofs 2017，VII.3延岡市島浦島

392.ノレリホソチョッキリ Eugnamptus(Eugnamptus)αmurensis (Faust) 2017，VII.24椎葉村九大演習林

ミツギリゾウムシ科

393.ミツギリゾウムシ Bαryrhynchus poweri Roelofs 2017， vm .24椎葉村九大演習林

394.ムツモンミツギリゾウムシ Pseudorychodes insignis (Lewis) 2017， VII .13椎葉村九大演習林

(佐々木); vm.24同所

ゾウムシ科

395.ケブカクチブトゾウムシ Lepidepistomodesfumosus(Faust)20 17 ，IV .11宮崎市内海(西)く 三宅>

396.シロコブゾウムシ Episomus turritus (Gyllenhal) 2017，VII.3延岡市島浦島

397.オビモンヒョウタンゾウムシ Amystaxfasciatus Roelofs 2017， V.7田野町朝陣野;2017，IV.ll 

(西)く 三宅>

398.ハスジゾウムシ Cleonus japonicus jαponicus Faust 2017， VI .19宮崎市内海林道

399.オジロアシナガゾウムシ Ornatalcidestr伊dus(Pascoe) 2017， VI .10宮崎市大淀川学習館(日高)

400.イチゴハナゾウムシ Anthonomus bisignife r Schenkling 2017， VI. 8宮崎市大淀川|学習館(日高)

401.カナムグラトゲ、サルゾウムシ Homorosoma chinense Wagner* 2017，IV.ll宮崎市内海

(西) <三宅>

402.オリーブアナアキゾウムシ Pimeloceruspelプoratus(Roelofs) 2017， VI .18宮崎市青島く 三宅>

403.アカコブコブゾウムシ Kobuzo rectirostris (Roelofs) 2017， VI .18， 19宮崎市青島く 三宅>

404.コササラクチカクシゾウ Colobodelluspostfasciatus Morimoto et Miyakawa* 2017，VI.13清武

町丸目岳く 三宅>

405.ヒメクチカクシゾウムシ Syrotelus umbrosus (Roelofs) 2017，VI.13清武町丸目岳く 三宅>

406 
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ナガキクイムシ科

407.ノレイスナガキクイムシ Platypuslewisi Blandford 2017，咽.27椎葉村九大演習林

~ 
却17111/28 / ¥ 却リ円1/03 I :::: 、、

o 

3ホソセスジムシ 36ヒトツメアオゴミムシ 57オオクロチビシデムシ

却り111/03 ・... 却 17/11/;国

100マルトゲムシ sp 107アレスミカンナガタマムシ 113カラカネナカボソタマムシ

却 17/111甜

115クロエグリタマムシ 139オニチャイロツヤハダコメツキ 157シマバラコハナコメツキ
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却押111128 / 却 17107104 2017/11/28 

324ヨツスジカミキリ 337ツチイロフトヒゲカミキリ 353オオムラサキカミキリ

¥
¥
1
1
1
/
ノ

、
¥

/
却 17111103

378イトヒゲナガゾウムシ

大森岳林道でエサキクチキゴキブリを採集

笹岡康則

(宮崎市大字島之内 9481:干880-0121)

三宅氏、堤内氏ほかに同行し綾町大森岳林道にて朽木割を行った。堤内氏らは、ミヤザキキイ

ロチピゴミムシダマシ(新称)の調査であった。

朽ち木からは、オオゴキブリ、サツマゴキブリがし 1

つものように見いだされたが、 三宅氏よりエサキクチ

キゴキブリもいると教えていただいた。今まで朽木割

でたくさんのゴキブリを見ていたが、本種には全く気

がつかなかった。宮崎県の記録は少ないと思われ、記

録に残すよう勧められた。本種を教えていただいた三

宅氏に感謝申し上げる。

記録

2017.11.18 綾町大森岳林道 朽木割にて
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延岡市・日向市の甲虫

木 野 田 毅

(都城市高城町穂満坊 350-3:干885-1202)

延岡市と日向市、東臼杵郡北川町(現在の延岡市北川町)で採集された甲虫をここに報告する。

古いものは 1993年のもので、北川町立祝子川小学校の児童であった石本雄太君の記録である。

同定をお願いした窪木幹夫氏、堤内雄二氏、採集を依頼した安本潤一氏に、紙面を借りてお礼

を申し上げたい。

オサムシ科 Carabidae 

1.ノレリヒラタゴミムシ Dicranoncus femoralis Chaudoir，1850 

1 ex.，東臼杵郡北川町上祝子・巣ノ津屋， 15.VI.1993，石本雄太 leg.;1ex.，同， 16.VI.1993 ; 

1 ex.，同， 14.IX.1993 

2. ビロウドコガネ Malader，αjaponica (Motschulsky， 1860) 

1♀，東臼杵郡北川町落水の滝(4931-0444)，5. V .2004，安本 leg.

コメツキムシ科 Elateridae 

3. ヒラタクロクシコメツキ Melanotus correctus correctus Candとze，1865

1♂，延岡市下祝子(4931-0456)，14. V .2017，安本 leg. 触角第 5節が変形している。

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae 

4.オオヒメツノゴミムシダマシ Cryphaeus duellicus (Lewis， 1894) 

1♂，東臼杵郡北川町上祝子・小岩屋， 13.VII.1993 (同定:堤内雄二)

カミキリムシ科 Cerambycidae 

5.ナガバヒメハナカミキリ Pidonia signifera (Bates，1884) 

1♂，延岡市上祝子~下祝子(標高 350m)，14. V .2017，安本 leg. (同定:窪木幹夫)

6.チャイロヒメハナカミキリ Pidonia aegrota aegrota (Bates， 1884) 

1♂，延岡市下祝子， 14.V.2017，安本 leg. (同定:窪木)

7.フタオビヒメハナカミキリ Pidonia puziloi (Solsky，1873) 

2♂，延岡市上祝子~下祝子(標高 350m)，14. V .2017，安本 leg.; 1♂，延岡市宮長町(標

高 120m)，14. V .2017，安本 leg.;1♀，延岡市下祝子， 14.V.2017，安本 leg.(♀であるが、

腹面はすべて黒色) (これらは、全て窪木氏の同定)

8. トサヒメハナカミキリ Pidonia approximata Kuboki 

1♂，延岡市宮長町， 14.V.2017，安本 leg. (同定:窪木)

9.キュウシュウイヨヒメハナカミキリ Pidonia hylophila affinis Kuboki，1982 

1♀，延岡市上祝子~下祝子(標高 350m)，14. V .2017，安本 leg. (同定:窪木)

10.クロルリハナカミキリ Anoplpdera monticola (Nakane，1955) 

1♀，延岡市北川町下祝子の下流(標高 180m)，14. V .2017，安本 leg.

11.タテジマホソハナカミキリ Parastrangalis shikokensis (Matsushita， 1935) 

2♂ 1♀，延岡市下祝子(標高 300m)，14. V .2017，安本 leg.

12.ホソハナカミキリ Leptostrangalia hosohana (Ohbayashi，1952) 

1♀，延岡市宮長町， 14. V .2017，安本 leg.;1♂ 1♀，延岡市下祝子(標高 300m)，14.V.2017， 

安本 leg.

ハムシ科 Chrysomelidae

13.アカガネサルハムシ Acrothinium gaschkevitchii (Motschlsky) 

1 ex.， 日向市日ノ平(4831・4446)，3.VI.2001 
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西都市・綾町・国富町の甲虫

木 野 田 毅

(都城市高城町穂満坊 350-3:干885-1202)

西都市、綾町、国富町には照葉樹林での甲虫調査という意識で採集に行く 。掃部岳などの山頂

にはブナ林ミズナラ林もあるが。 ここに、笹岡氏採集の甲虫、筆者が採集した甲虫、及び筆者が

タトウにて寝かせていた個体等の同定結果を報告する。甲虫を恵与していただいた笹岡康則氏に

紙面を借りてお礼申し上げる。採集者を記していないものは筆者採集。

ノ¥ンミョウ手ヰ Cicindelidae 

1.ニワハンミョウ Cicindela japana Motschulsky， 1858 

1 ex.，綾町大森岳林道(4831-0146)，24.Vll.2011 

オサムシ科 Carabidae 

2.スジアオゴミムシ Haplochlaenius costiger (Chaudoir)， 1856 

1 ex.，西都市三財(4731-0278)，7.VI.2010，笹岡 leg.

ゲンゴロウ手ヰ Dytiscidae 

3. コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus 01・ientalisGschwendtner 

1 ex.，綾町大森岳， 18.VI.2013，笹岡 leg.

クワガタムシ科 Lucanidae 

4. ヒラタクワガタ Dorcus titanus pilifer (Snellen van Vollenhoven，1861) 

2♂，綾町大森岳， 19.VIII.2015，笹岡 leg.

コメツキダマシ科 Eucnemidae 

5.クロビロウドコメツキ夕、マシ Galbites borealis (Hisamatsu) 

3♂ 2♀，西都市三財(4831-0278)，22.IV .20 15，笹岡 leg.

カッコウムシ科 Cleridae 

6.イガラシカッコウムシ Tillus igarashii Kono 

1 ex.，綾町大森岳， 31.VIII.2015，笹岡 leg.

ホソヒラタムシ科 Silvanidae

7.フタトゲホソヒラタムシ Silvanus bedentatus (Fabricius) 

1 ex.，綾町大森岳， 23.咽 .2015，笹岡 leg.

カクホソカタムシ科 Cerylonidae 

8.ケナガカクホソカタムシ Paracerylon takara (Nakane) 

1 ex.，綾町大森岳， 23.VIII.2015，笹岡 leg.

九州本土からは鹿児島県南大隅町打詰(城戸・小田 2008) に次ぐ 2番目の記録となる O

テントウムシダFマシ科 Endomychidae 

9.イツホシテントウダマシ Panaleies decorates (Gorham) 

1 ex.，綾町大森岳， 23.VIII.2015，笹岡 leg.

ムキヒゲホソカタムシ科 Bothrioderidae 

10.ヒュウガホソカタムシ Sosylus crassus Aoki et Narukawa，2013 

3♂ 3♀，綾町大森岳林道(4831-0146)，7.VIII.2013，笹岡 leg.

コブゴミムシダPマシ科 Zopheridae 

11.ノコギリホソカタムシ Endophloeus serratus Sharp，1885 

4 exs.，綾町大森岳林道(4831・0146)，5.Vll.2013，笹岡 leg.

12.コヒ ラタホソカタムシ Bolcocius shibatai Sasaji，1984 
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3 exs.，綾町大森岳林道(4831・0146)，26. V .2013，笹岡 leg.

13.ホソマダラホソカタムシ Namunaria picta (Sharp，1885) 

1 ex.，綾町大森岳林道(4831・0146)，7.VsI.2013，笹岡 leg.

14.マダラホソカタムシ Trachypholis variegate (sharp，1885) 

1 ex.，綾町大森岳林道(4831-0146)，18.VI.2013，笹岡 leg.

15.サシゲホソカタムシ Neotrichus hispidus Sharp 

1 ex.，綾町大森岳， 23.VsI.2015，笹岡 leg.

ナガクチキムシ科 Melandryidae 

16.モリモトヒメナガクチキ Holostrophus morimotoi Sasaji 

2 exs.，西都市掃部岳(4831-1155)，20.XII.2009，笹岡 leg.

カミキリムシ科 Cerambycidae 

17.コゲチャヒラタカミキリ Eurypoda unicolor Hayashi，1956 

1♀，綾町大森岳林道(4831・0146)，25.VI.2016，笹岡 leg.

18.カラカネハナカミキリ Gaurotes doris Bates 

1 ex.，綾町大森岳， 5. V .2012，笹岡 leg.

19.チャイロヒメハナカミキリ Pidonia aegrota aegrota (Bates， 1884) 

タテハモドキ N253 (2017) 

1♀，西都市前川林道(4831-1232)，25.N.2017; 3♂ 1♀，東諸県郡国富町茶臼岳林道

(4831-0169)， 25.N .2017 

20.フタオビヒメハナカミキリ Pidonia puziloi (Solsky，1873) 

1♂ 2♀，東諸県郡国富町茶臼岳林道(4831'0169)，25.N.2017; 1♀，西都市前川林道

(4831-1214)， 25.N.2017; 1 6♂ 4♀，同(4831'1223)，25.N.2017; 8♂ 7♀，同(4831'1232)，

25.N.2017 

21.シロオビチビカミキリ Phymatodes albicinctus Kraatz 

1 ex.，綾町大森岳， 16. V .2012，笹岡 leg.

ハムシ科 Chrysomelidae

22.アカガネサルハムシ Acrothinium gaschkevitchii (Motschlsky) 

2 exs.，綾町大森岳林道(4831-0146)，14. V .2013，笹岡 leg.

23.ミドリサルハムシ Colaspoides japanus Chujo 

1 ex.，西都市三財(4831・0278)，12. V .2007，笹岡 leg.

24.ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea (Mannerheim) 

1 ex.，西都市三財(4831・0278)，12. V .2007，笹岡 leg.

25.ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera nepalensis Boheman，1855 

4 exs.，綾町野首(4831-0109)，17.W.2011 

ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae 

26.キノコヒゲナガゾウムシ Euparius oculatus oculatus (Sharp) 

1 ex.，西都市三財(4831・0278)，l1.VI.2009，笹岡 leg.

27.シリジロメナガヒゲナガゾウムシ Phaulimia confinis (Sharp) 

1 ex.，西都市三財(4831・0278)，22.W.2009，笹岡 leg.

ミツギリゾウムシ科 Brentidae 

28.ツヤヒメミツギリゾウムシ Trachelizus japonicus Morimoto 

1♂，綾町大森岳林道(4831'0146)，17.W.2011，笹岡 leg.
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県南・県西の甲虫

木 野 田 毅

(都城市高城町穂満坊 350-3:干885-1202)

宮崎県南部と西部の市町村(日南市、宮崎市、都城市、小林市、えびの市)の記録をここに報

告する。

霧島山系の調査が終わり、綾町内の甲虫調査も終わり、次の調査や採集に、あるいは、自分な

りの楽しみのとしての採集へとシフトできるはずであった。 しかし、同定がままならず、報告書

など出た後でもピノと文献であれこれ迷っている個体も多々ある。同定作業中についついずいぶ

ん昔のタトウをいくつか聞き、寝かしたままであった甲虫も同定した。

ここに筆者採集のもの、及び同好会会員等からいただいた個体を報告する。採集個体を恵与し

ていただいた、小岩屋敏氏、逆瀬川秀夫氏、笹岡康則氏、西邦雄氏、前田幸治氏に紙面を借りて

お礼申し上げる。採集者を記していないものは、筆者の採集。同定をしていただいた堤内雄二氏

にお礼申し上げる。

オサムシ科 Carabidae 

1.ヒメオサムシ Carabus japonicus japonicus Motschulsky， 1858 

3♂l♀，えびの市大河平，標高 320m(4830-0762)，12.V .2013 ; 3♀，同，標高 380m( 4830-0772)，12. 

V.2013 

2.ムナビロアトボシアオゴミムシ Chlaenius tetragonoderus Chaudoir，1876 

lex.，都城市吉之元町(4730-5783)，25.Vll.2012 

3.キノコゴミムシ Lioptera erotyloides Bates，1883 

lex.，都城市山之口町六十回(4831-5172)，13.VIII .2017 

クワガタムシ科 Lucanidae 

4. ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus Motschulsky， 1861 

2♂，小林市須木・奈佐木 (4831-0026)，29.Vll.2012 ; 5♂，都城市山之口町佐渡ヶ元林道

(4831-5146)，28. Vll.2017 

5.ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus inclinatus Motschulsky， 1857 

1♀，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，29.Vll.2011; 2♀，同，1.VIII.2011; 1♂2♀，同，24.VIII.2011; 

1♀，同，3.IX.2011; 1♂，都城市吉之元町(4730・5783)，21.Vll.2012; 1♂，同，26.Vll.2012; 2♂，小林市須

木・内山(4831-0018)，29.Vll.2012; 1♂，都城市山之口町佐渡ヶ元林道(4831-5146)，28.Vll.2017

6. コクワガタ Dorcus rectus rectus (Motschulsky， 1857) 

1♂，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，3.IX.2011

7. ヒラタクワガタ Dorcus titanus pilifer (Snellen van Vollenhoven， 1861) 

1♂，都城市山之口町佐渡ヶ元林道(4831-5146)，28.Vll.2017 

8.チビクワガタ Figulus binodulus Waterhouse，1873 

1♂，都城市高城町穂満坊(4831-5160)，20.V .2016 

コガネムシ科 Scarabaeidae 

9. ウスイロマグソコガネ Aphodius sublimbatus Motschulsky， 1860 

2♂，都城市吉之元町(4730-5783)，1O.IX .2011 

10.ダイコクコガネ Copris ochus (Motschulsky， 1860) 

1♂，都城市吉之元町(4730同 6700)，12.VI .2016逆瀬川秀夫 leg.

11.カドマルエンマコガネ Onthophagus lenzii Harold， 1874 

1♂，都城市吉之元町(4730-5783)，10.医 .2011

12.ビロウドコガネ Malade ra japonica (Motschulsky， 1860) 
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1♀，都城市美川町西岳中学校(4730・5766)，25.Vll.2011; 1♂，同，8.IX.2011

13.カミヤビロウドコガ不 Maladera kamiyai (Sawada，1937) 

タテハモドキ N253 (2017) 

1ex.，東諸県郡田野町鰐塚山，25.Vll.1992; 1♂，都城市吉之元町(4730-5783)，10.IX.2011

14.オオクロ コガネ Holotrichia parallelα (Motschulsky， 1854) 

2♂2♀，都城市吉之元町(4730-5783)，1O.IX.2011

15.ナガチャコガネ Heptophylla picea Motschulsky，1857 

1ex.，都城市美川町西岳中学校(4730・5766)，2.Vll.2011; 1ex.，同，3.Vll.2011; 1ex.，同，6.Vll.2011

16.セマダラコガネ Exomala orientalis (Waterhouse，1875) 

1♂，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，12.Vll.2011 

17.アオ ドウガネ Anomala albopilosa albopilosa (Hope，1839) 

4exs.，都城市吉之元町(4730-5783)，1O.X.2011 

18.ドウガネブイブイ Anomala cuprea (Hope，1839) 

1ex.，都城市吉之元町(4730・5783)，10.医 .2011

ホタノレ科 Lampyridae 

19.ゲンジボタ ル Luciola cruciata Motschulsky 

3♂渚s城市高城町大井手(4731-5152)，25.V .2014 

ムキヒゲホソカタムシ科 Bothrioderidae 

20.ヒュワガホソカ タムシ Sosylus crassus Aoki et Narukawa，2013 

2♂3♀，宮崎市高岡町内山(4731-6189)，15.Vlll.2016，笹岡 leg.

ゴミムシダ〉マシ科 Tenebrionidae 

21.アラメヒゲブトゴミムシダマシ Luprops cribrψons (Marseul，1876) 

1♀，宮崎市高岡町山下(4731-6179)，15.1.2017

22.オニツノゴ ミムシダマシ Toxicum funginum Lewis，1894 

1♂，日南市酒谷(4731・3261)，6.VI.2010，笹岡 leg. (同定:堤内雄二)

ツチハンミョウ科 Meloidae 

23.キイロゲンセイ Zonitis japonica Pic 

1♀，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，24.Vlll.2011 

24.ツマグロキゲンセイ Zonitis cothuranata cothuranata Marseul 

3exs.，都城市美)11町西岳中学校(4730-5766)，24.Vlll.2011 

カミキリムシ科 Cerambycidae 

25.ヘリウスハナカミキリ Pyrrhona laeticolor laeticolor Bates 

1♀，宮崎市鰐塚山，28.II .2016 (サワ フタギよ り羽化)小岩屋 leg.

26.オオ ヨツスジハナカミキリ Bellamira regalis (Bates， 1884) 

1♀，都城市高城町穂満坊(4731-5160)，21.vll .2015 

27.アオスジカミキリ Xystrocera globosa (Olivier，1795) 

1♂，都城市高城町穂、満坊(4731・5160)，23.Vlll.20 15 

28.トゲヒゲトビイロカミキリ Allotraeus rufescens (Pic， 1923) 

3♂1♀，都城市高城町穂満坊(4731-5160)，23.Vlll.2015 

29.コジマヒゲナガコバネカミキリ Glaphyra kojimai (Matsushita，1939) 

1♂l♀，宮崎市鰐塚山，27.II .2016(キブ シより 羽化)小岩屋 leg.

30.エグリトラカミキリ Chlorophorus japonicus (Chevrolat，1863) 

1ex.，宮崎市田野町鰐塚山(4731・5211)，23.Vll.2015，小岩屋 leg.

31.ケブカトラカミキリ Hirticlytus comosus (Matsushita， 1941) 

2♂，宮崎市清武町黒坂(4731-6301)，30.VI .2016，笹岡 leg.
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32.ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis Bates，1873 

lex.，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，10.vm.2011 

33.ハスオビヒゲナガカミキリ Cleptometopus bimaculatus (Bates， 1873) 

lex.，宮崎市内海・ 桑木谷入口 (4731・5314)，I1.VI.2016，西 leg.

34.カノコサビカミキリ Apomecyna naevia naevia Bates 

lex.，宮崎市鵜戸，27.II .2016(羽化)，小岩屋 leg.

35.ビロウドカミキリ Acalolepta fraudatrix frαudatrix (Bates) 

1平，宮崎市鰐塚山，24.N.2016(アカメガシワより羽化)，小岩屋 leg.

36マルパネコブヒゲカ ミキ リ Rhodopina integripennis (Bates) 

lex.，宮崎市田野町鰐塚山，12.V .2015，笹岡 leg.

ハムシ科 Chrysomelidae

37.ダイコンハムシ Phaedon brassicae Baly，1874 

lex.，都城市高城町穂満坊(4731-5160)，15.1.2017

38.オオアカマルノミハム シ Argopus clypωtus Baly 

lex.，宮崎市高岡町湯之谷(4731-7215)，7.V .2007，笹岡 leg.

39.アケビタマノミハムシ Sphaeroderma akebia Ohno 

lex.，宮崎市木花神社，8.X.2012，前田 leg.

40.ムネアカ タマノミハムシ Sphaeroderma placidum Harold 

lex.，宮崎市木花神社，8.X.2012，前田 leg.

41.タケトゲハムシ Dactylispa issikii Chujδ 

lex.，都城市美川町西岳中学校(4730-5766)，20.V .2012 

42.ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera nepalensis Boheman，1855 

lex.，都城市都北町(4731-5028)，3.V .2012 ; lex.，都城市高城町穂満坊(4731-5150)，30.vm .2015 

ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae 

43.キノコヒゲナガゾウム シ Euparius oculatus oculatus (Sharp) 

lex.，宮崎市下北方町池内(4731-7353)，11.VI .2009，笹岡 leg.

44.クロモンフトヒゲナガゾウムシ Xylinada japonica (Sharp) 

lex.，宮崎市高岡町内山(4731-6189)，15.Vll.2016，笹岡 leg.

45.ナガフ トヒゲナガゾウムシ Xylinada striatifrons (Jordan) 

lex.，宮崎市高岡町内山(4731-6189)，23.VI .2016，笹岡 leg.

46.クロメナガ ヒゲナガゾウムシ Ulorhinus funebris Sharp 

lex.，宮崎市下北方町池内(4731-7353)，11.VI .2009，笹岡 leg.

オトシブミ科 Attelabidae 

47.ヒメケブカチョッキリ lnvolvuluspilosus (Roelofs) 

lex.，宮崎市田野町鰐塚山(4731-5212)，21.N.2011，笹岡 leg.
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小林賢司氏採集の昆虫

木野田毅

(都城市高城町穂、満坊 350-3:干 885-1202)

筆者は、日向市美々津町在住の小林氏から昆虫の採集記録を教えていただいたり、 実際にその

採集個体を送っていただいたりしている。今年の記録をここに紹介したい。

自宅での観察や、林道散策などで自然を観察しておられる小林氏には、昆虫の写真、あるいは

採集個体を生きたまま上手に郵送していただくなど、日頃からの情報提供に感謝申し上げる。

く記録>

1 シモフリスズメの終齢幼虫 Psilogramma incretum 

児湯郡都農町立野林道 2017年 10月 4日 クサギの葉上

2 メンガタスズメの終齢幼虫

児湯郡都農町立野林道

Acheronita styx 

2017年 10月 5日

3 キマダラカメムシ Erthesina fullo 

クサギの葉上

日向市美々津町美々津ゴ、ルフ場付近 2017年 10月 12日 クサギの枝上

4 サツマニシキ Erasmia pulchella nipponica 

延岡市小峰・広域農道沿い 2017年 10月 27日

セイタカアワダチソウの花にて吸蜜中のものを採集

5 ニシジョウカイボン Lycocerus luteipennis luteipennis (Kiesenwetter) 

延岡市北川町家田湿原 5月 21日 1♀ 

6 ニホンキマワリ

日向市美々津町

Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus Motschulsky， 1858 

5月 19日 1頭

7 クロハナカミキリ Leptura aethiops aethiops Poda 

日向市美々津町(4831-3488) 5月 19日 1♀ 

8 オオヨツスジハナカミキリ Bellamira regalis (Bates，1884) 

日向市美々津町(4831-3488) 7月 14日 l♂ 

9 センノキカミキリ Acaloleptaluxuriosa luxuriosa (Bates，1873) 

日向市美々津町(4831-3488) 5月 27日 1♀ 
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宮崎県延岡市曽木川流域のチョウを中心とした定点調査

安本潤 ー

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

曽木川は県北部を流れる五ヶ瀬川支流の 1つであり、延岡市北方町吐合で合流する。筆者は

2014年にこの流域に定点を決め、定量的にチョウ類を中心に、その出現状況を調査した。この調

査は、「延岡市 SATOYAMA保全推進事業」の一環として実施された。調査を実施するにあたり、

延岡市 SATOYAMA保全推進会議等関係者の皆様に多大なご協力を頂いたことに厚くお礼申し上

げる。

1.調査方法

・曽木川流域の上流から、石上、頼木、板ヶ平、仲畑の 4地点を定点とし、チョウを中心とし

種、数を調べた。この 4点は、規模の差はあるがいずれも耕作地のある山村的里山環境である 0

・各定点では、調査時間を 20分と定量化し、その周辺において確認したチョウ等を記録した 0

・調査は月 2回程度、概ね 10時 30分から 13時 30分の聞に実施した。

-調査日は 4月"-'1 0月の 12回で、 4月 16日に開始し、 10月 19日に終了した。

-調査は、できるだけ晴天及び薄曇り程度、風があまり強くない日を選んで実施した。

*詳細なデータは、表 2"-'表 5に示した。

石上地区 畑、田が多い 頼木地区 クヌギ林がある

板ヶ平地区 クリもある 仲畑地区 畑、土手、果樹園がある
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2. 調査結果

2・1.出現種

2-1-1. 出現種類数

タテハモドキ NQ53 (2017) 

図 l 各定点の位置図(国土地理院地図より作製)

今回調査での出現種類数は 54種で、延岡市(旧北方町、旧北浦町、旧北川|町を含む)の在来種

(98種)の約 55%にあたる。科別の内訳は、セセリチョワ科 8種、アゲ、ハチョウ科 8種、シロチ

ョウ科 7種、シジミチョウ科 12種、タテハチョウ科 19種である O

注目される種としては、仲畑で記録されたヤマトスジグロシロチョウと石上で記録されたアカ

シジミがあげられる。また、 RDB種では注目種としたヤマトスジグロシロチョウ(県 NT-r)、コ

ツバメ(県 NT-g)、ツマグロキチョウ(国 EN、県 NT-g)、ミカドアゲハ(県 OT-l)の 4種であ

る。出現種一覧表を表 1に示した。

2-1-2. 優占種

全地区において出現個体数が多いのは、モンシロチョウ(143個体)、ヒメワラナミジャノメ(108

個体)、キタキチョウ(105個体)の 3種で、ヒメウラナミジャノメとキタキチョウが 4地区のど

この地区にも比較的同じように見られているのに対し、モンシロチョウは畑の多い石上、仲畑に

特に多かった。次いでヤマトシジミ (88個体)、ベニシジミ (75個体) が多かった。ヤマトシジ

ミはどこの地区にも普通に見られたのに対し、ベニシジミは仲畑で 6割以上が記録された一方、

頼木では記録されなかったように、特定の地区に偏って記録された。同様に偏った地区にのみ見

られた種は、テングチョウ、ツバメシジミ、ムラサキツバメ、クロコノマチョウであった。

一方、 1例のみの記録しかない種として、前述の RDB種の 4種(ミカドアゲハ、ヤマトスジグ

ロシロチョウ、ツマグロキチョウ、コツバメ)と注目種で紹介したアカシジミを含めてミヤマカ

ラスアゲハ、トラフシジミ、サカハチチョウ、ヒメジャノメ、コジャノメ等 17種であった(表 1

参照)。

2・1・3. 各定点における出現種数及び個体数

4 地点の各地区の出現種数は 27~35 種で、頼木が 27 種とやや少なかったものの、他の 3 地点

は 32種以上と大きな差はなかった。 しかし、出現個体数は大きな差があり、最も少ない頼木が

163個体、次いで板ヶ平(194個体)、石上 (255個体)、仲畑 (298個体)であった。仲畑はモン

シロチョウ、ベニシジミ、モンキチョウの 3種が特に個対数が多く、石上は前 2種が多かった(表

1参照)。
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表1 出現種一覧

N。 種名 学名 里山種 RDBf重
曽木の地区名

個体数計
石上 頼木 板ヶ平 仲畑

l タョイミョウセセリ Daimio tethys 2 O 

2ホソパセセリ Isoteinon lanψrospilus O 2 O O 

3ヒメキマダラセセリ Ochlodes ochraceus 3 O O 

4キマダラセセリ Potanthusflavus O O 

5クロセセリ Notocrypta curνifascia O O O 

6オオチャパネセセリ Polytremis pellucida O O 

7チャパネセセリ Pelopidas mathias O O O 

8イチモンジセセリ Parnara guttata 

茶セセリ O O O 2 

9アオスジアゲ、ハ Graphium sarpedon 6 9 13 2 

luミカドアゲノ¥ Graphium doson O L県OT-l O O O 

IIアゲハ Papilio xuthus O O O 2 

12モンキアゲハ Papilio helenus O 4 2 3 

13クロアゲハ Papilio protenor O 

14ナガサキアゲハ Papilio memnon O O 3 

15カラスアゲハ Papilio dehaanii 2 O O O 

16ミヤマカフスアゲ、ハ Papilio maackii O O O O 

17モンキチョウ Colias erate 3 O 2 19 

18キタキチョウ Eurema mandarina 33 24 25 23 

19ツマグロキチョウ Eurema laeta O 国EN，県NT-g O O O 

20 ツマキチョウ Anthocharis scolymus O 3 O 2 5 

21 モンシロチョウ Pieris rapae 47 2 21 73 

22 スジク守口シロチョウ Pieris melete 2 O O 2 

23 ヤマトスジクーロシロチョウ Pieris nesis L黒NT-r O O O 

月"eris属 2 O O O 

24 ムラサキシジミ Narathurajaponica 2 3 3 

25 ムラサキツバメ Narathura bazalus O 12 O 

26 アカシジミ Japonica lutea O O O 

27 コツノ〈メ Callophrysferrea 県NT-g O O O 

28 トラフシジミ Rapala arata O O O 

29 ベニシジミ Lycaena phlaeas O 18 O 10 47 

30 ウラナミシジミ LamJフidesboeticus O O O 2 

31 ヤマトシジミ Zizeeria maha 28 14 25 21 

32 ツバメシジミ Everes argiades O O O 11 

33 サツマシジミ Udara albocaerulea 4 8 3 2 

34 ルリシジミ Celastrina argiolus O 4 10 

ルリシジミのl種 2 1 O 

35 ウラギンシジミ Curetis acuta O 7 7 4 3 

36 テンクーチョウ Libythea le p ita 13 7 

37 アサギマタ守ラ Parantica sita O O O 

38 メスグ、ロヒョウモン Damora sagana O 3 

39 ツマクゃロヒョウモン Argyreus hyperbius 15 4 4 9 

40 イチモンジチョウ Ladoga camilla O O O 

41 コミスジ Neptis sappho O 3 7 4 2 

42 サカハチチョウ Araschnia burejana O O O 

43 キタテハ Polygonia c-aureum O 4 3 

44 ノレリタテハ Kaniska canace O O O 

45 アカタテハ Vanessa indica 3 6 5 

46 ヒメアカタテハ Vanessa cardui O O O O 

47 タテハモド、キ Junonia almana O O O O 

48 イシガケチョウ Cyrestis thyodamas O 24 17 9 7 

49 ヒメウラナミジャノメ ゆthimaar苫us 23 29 37 19 

50 クロヒカゲ Lethe diana O O O 

51 サトキマタ守ラヒカゲ、 Neope goschkevitschii O O O 2 O 

52 ヒメジャノメ Mycalesis gotama O O O 

53 コジャノメ Mycalesis francisca O O O 

54 クロコノマチョウ Melanitis phedima O O O 10 

個体数計 255 163 194 298 

各調査区の種別出現数(年間12回調査合計)

「茶セセリ」とはチャパネセセリ、 オオチャパネセセリ、イチモンジセセリのいずれかと思われるが区別がつかなかったもの

IPieris属」とはモンシロチョウ、スジグ、口、ンロチョウ、ヤマトスジグロ、ンロチョウのいずれかと恩われるが区別がつかなかったもの

1)レリシジミのl種Jとはルリシジミ、ヤクシマルリシジミのいずれかと思われるが区別がつかなかったもの
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2-2. 季節的変化

全体的な出現個体数は、5月中旬'"'-6月中旬の初夏及び 9月下旬'"'-10月中旬の初秋に多かった。

この傾向は特に仲畑、石上で強く、頼木は 7月中旬にも多かった。出現種数も個体数と同様に初

夏及び初秋が多かった。盛夏の時期は種数、個体数共に減少するが秋に入ると増加する(図 2、

図 3参照)。
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図2 調査日別出現個体数(全体)
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図3 地区別の出現個体数
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表2 石よ地区の詳細デ-5

石上 2014.4.16 2014.4.30 2014.5.15 2014.6.1 2014.6.14 2014.6.30 2014.7.18 2014.8.7 2014.8.21 2014.9.8 2014.9.30 2014.10.19 

1 0:32~ 10:52 1 0 :42~ 11 :02 1 0:36~ 10:56 1 0:48~ 11 :08 1 0:57~ 11:17 11 :39~ 11:59 1O:42~ 11:02 11 :22~ 11 :42 1 0:40~ 11 ∞ 10:31 ~ 10:51 

天気 s(薄盆り) '.J;; 1I)!jれ 附れ(うす品賞砂。) lIi!iれ 4記と H古れ 必(少し薄日) lIl!lれ 判明H H古れ 時れ

日差し ~~ 中~強 5虫 ~~ 日虫 可奇 5虫 強 中 ~Sj 
£暴p走J主仏' 10 9~ 10 7 6 7 9 7 9~ 1 0 6 2 7 7 

気温 19
0

C 21
0

C 20
0

C 25
0
C 23

0

C 23
0

C 27"C 26
0

C 28
0

C 26
0

C 21
0
C 17

0
C 

風力 。 4 3~4 。 。 2 。 。
ミヤマセセリ

ダイミョウセセリ

アオパセセリ

ホソパセセリ

コチャパネセセリ

ヒメキマダラセセリ 2 

キマダラセセリ

クロセセリ

オオチャパヰセセリ

チャパネセセリ

イチモンジセセリ

茶セセリ

アオスジアゲハ 2 

ミカドアゲハ

アゲハ

キアゲハ

モンキアゲハ

クロアゲハ

オナガアゲハ

ナガサキアゲハ

カラスアゲノ、

ミヤマカラスアゲハ

アキリテ許スsp

モンキチョウ

キタキチョウ 3 4 2 5 11 6 

ツマグロキチョウ

ツマキチョウ 2 

モンシロチョウ 2 14 19 10 

スジグロシロチョウ

ヤマトスジグロシロチョウ

月eJisk]!， 2 

ムラサキシジミ

ムラサキツバメ

アカシジミ

コツノ《メ

トフプシジミ
ベニ一ン、ひ、ノミ、 2 3 3 7 

ウラナミシジミ

ヤマトシジミ 5 2 3 5 11 

ツノ、メンジミ

ヤクシ7 ノレリシジミ

サツマシジミ 2 

ノレリシジミ

ノレリシンミ属 Celaslr;IW 2 

ウフギンシジミ 3 

テングチョウ 6 6 

アサギ7 ダラ

メスグロヒョウモン

ツマグロヒョウモJ 2 5 8 

イチモンジチョウ

コミスジ

サカハチチョウ

キタテハ

ヒオドンチョウ

ノレリタテハ

アカタテノ、

ヒメアカタテハ

タテハモドキ

イシガケチョウ 4 7 3 2 6 

コムラサキ

ゴマダラチョウ

ヒメウァナミジャノメ 4 4 2 2 3 4 2 

ウフナミジャノメ

クロヒカゲ

サトキ7 ダフヒカゲ

ヒメジャノメ

コジャノメ

クロコノマチョウ

ウλイロコノマチョウ

苦| 17 14 22 35 36 18 9 9 13 19 42 21 

チョウ総数 17 14 22 35 36 18 9 9 13 19 42 21 

チョウ種類数 8 8 8 10 14 5 6 5 7 7 10 8 

チョウ以外 クマハチ4 コ7~ ハナムゲリ 1 マメコカネ1 キリキリス ホウジャクso1
カワトンボ 2(透明)

シオカフトンボ

ハンミョウ

ーワハンミョウ

クマバチ

イチイガシ芽 ミヤマカワトン ミヤマカワト/11;'1 田植え最盛 クリの花は少 ニイニイi鳴き ウヌ~/¥ tキ卜/11;' ウルゾキト刈f ウスハ'キト刈f ウスハ'キト刈f ウスハ'キ卜河t'2 稲刈り終了

l吹き ボl 日寺岡外 おそ WI リ長っている 草刈り実施中 10< 10く 20く >20 ツクックr!I，~き ウスノゾキト鴻，'3

らくメスグロヒョウ キリギリスI鳴き ミンミン、 7プラr~rj ミンミン、77'予防 /コギリクワカ'JlI キイロススツ1、
その他 モン1♂自陛 ニイニイI鳴き き き ♂ 
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表3 頼木地区の詳細デ一世

綱木 2014.4.16 2014.4.30 2014.5.15 2014.6.1 2014.6.14 2日14.6.30 2014.7.18 2014.8.7 2014.8.21 2014.9.8 2014.9.30 2014.10.19 

11 :57~ 1 3:17 11 :20~ 11 :40 11 : 1 3~ 11 :33 11 ヨ 1 ~ 11 :41 11 : 1 3~ 11 :33 11 :39~ 11:59 11 :34~ 11 :54 1 2:20~ 12:40 11 : 1 7~ 11 :37 11 :50~ 12: 10 11 : 1 9~ 11 :39 11 :08~ 11:28 

天気 容 (滞曇り) ~: nl~J{れ 附れ 時れのち去、 ~: Ul~J~れ 主昼 H青れ 快H背 Ill~J~れ 附れ

日差し 耳目 ~~ 必: 伯、 強~中 号5 強 中 。虫 強 日虫 中~弱

雲s 9 10(うす鋲) 4 7 7→9 9 7 8 7 2 6 7 

気imwC) WC  21
0
C 22

0
C 26

0
C 24

0
C 22

0

C 29
0
C 25

0

C 28
0

C 27
0
C 23

0
C W C  

風力 。 。 3 2 。 。 。 。
ミヤマセセリ

ダイミョウセセリ

アオパセセリ

ホソパセセリ

コチャハヰセセリ

ヒメキマダラセセリ

キマダラセセリ

クロセセリ

オオチャハヰセセリ

チャバヰセセリ

イチモンジセセリ

茶セセリ

アオスジアゲハ 5 2 

ミカドアゲハ

アゲハ

キアゲハ

モンキアゲハ

クロアゲハ

オサノJアゲハ

ナガサキアゲハ

カフスアゲハ

ミヤマカラスアゲハ

アキリデスsp
モンキチョウ

キタキチョウ 2 3 2 3 4 7 

ツマグロキチョウ

ツマキチョウ

モンシロチョウ

スジグロシロチョウ

ヤマトスジグロシロチョウ

Pieris 属

ムラサキンジミ

ムラサキツノくメ 4 7 

アカシジミ

コツノミメ

トラフシジミ

ベニシジミ

ウフナミシジミ

ヤマトシジミ 3 3 3 

ツバメシジミ

ヤクシマノレリシジミ

サツマシジミ 2 2 

ノレリシジミ

ノレリシジミ属 Ce!aslrIIUI 

ウラギンシジミ 2 2 

アングチョウ 4 

アサギマダフ

メスグロヒョウモン

ツマグロヒョウモン

イチモンジチョウ

コミスジ 2 

サカハチチョウ

キタテハ

ヒオドシチョウ

ノレリタテハ

アカタテハ 2 

ヒメアカタテハ

タテハモドキ

イシガケチョウ 2 4 2 2 5 

コムラサキ

ゴマダラチョウ

ヒメウラナミジャノメ 5 10 4 6 2 

ウフナミジャノメ

クロヒカゲ

サトキマダフヒカゲ

ヒメジャノメ

コジャノメ

クロコノマチョウ

ウスイロコノマチョウ

百十 11 11 5 11 11 10 19 8 11 12 22 32 

チョウ総数 11 11 5 11 11 10 18 8 11 12 22 32 

チョウ車f¥J!(j数 6 2 5 9 8 7 7 5 7 7 12 12 

チョウ以外 クマバチl ンャクガ¥(採集) キンモンカ l ラミ カミキリ 1 コアオハナムグリ1

カワトンボ I(褐色) 2(透明)， l(尚色)

シオカフトンボ l ♂ シオカラi♂ オオンオカラl♀ ¥ 8'(若し、個体)
ノ、ンミョウ

ニワノ、ンミョウ

タマハチ

ミヤマカワト河t'1 ミヤマカワ卜刈;'1 時間外 ウスハ'キトン'lj;' ウ如、eキト刈;'3、
ヤウスンマハs耳p卜l刈採f集I 

草刈り上の段 ミヤマアカネ1 ツクック~~き
蛾2fiJ~採集 ( 1 シマヘビ(や コミスン') 20く ミンミン、 T7ヲn烏 ミヤマ7カネ4 ツクック鳴き 7キアカネ類l

NJiはメイカー) や黒化) ミヤマカワト戸n ニイニイl鳴き き アプラ、ミンミン、 似ノJキト刈;'10 ミヤマアカネl
クヌギカレハ幼虫 ヤンマspl ツケY列島き ミンミン、アプラ、 7オゲイショウキ/)
杭g:; (雨やむのを オニヤンマ4 ツナYクl鳴き 蛇1

その他 待つ) H寺間外 ムラサ H寺間外オオシ

キン1 オカラl♂ 
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表4 板ヶ平地区の詳細デ- $1

板ヶ平 2014.4.16 2014.4.30 2014.5.15 2014.6.1 2014.6.14 2014.6.30 2014.7.18 2014.8.7 2014.8.21 2014.9.8 2014.9.30 2014.10.19 

12:30~ 12:50 1 1:47~ 1 207 11 :46~ 12:06 1 1 :49~ 12ω 11 :47~ 12:07 1 2: 1 0~ 1 2:30 12:05~ 12:25 12:43~ 13:03 11 :53~ 1 2:13 1 2:20~ 12:40 1 1 :52~ 1 2: 1 2 11 :44~ 12:04 

天気 公(薄曇 り) ~: IIj!j:れ 111'1れ 去、(薄曇り) 必 IIj!jれ ~ IIffれ 1I)!f IIj!iれ 時れ

日差 し 中~弱 ~~ 日出 強 中 ~~ 中 中~強 日虫 中 弱~中

雲母 8 10(うす盈) 6 7 9 9 8 8 6 6 6 7 

気温(OC) 19
0
C 21

0
C 23

0
C 28

0
C 26

0
C 23

0
C 29

0
C 26

0
C 30

0
C 29

0
C 23

0
C 21

0
C 

底力 。 3~4 2 。 。
ミヤマセセリ

ダイミョウセセリ

アオパセセリ

ホソバセセリ

コチャパヰセセリ

ヒメキマダラセセリ

キマダラセセリ

クロセセリ

;;1-;;1チャパヰセセリ

チャパネセセリ

イチモンジセセリ

茶セセリ

アオスジアゲハ 3 6 3 

ミカドアゲハ

アゲハ

キアゲハ

モンキアゲハ

クロアゲハ

オナガアゲハ

ナガサキアゲハ

カフスアゲハ

ミヤマカラスアゲハ

アキリテースsp

モンキチョウ

キタキチョウ 2 4 2 2 3 6 4 

ツ7 グロキチョウ

ツマキチョウ 2 

モンシロチョウ 2 13 3 2 

スジグロシロチョウ

ヤマトスジグロシロチョウ

Pieris 11¥ 
ムラサキシγミ

ムラサキツバメ

アカシンミ

コツノ〈メ

トラフシジミ
J、、ニニシ、ノシ、/コ、ミ 2 6 

ウラブミシジミ

ヤマトシジミ 2 4 3 5 3 6 

ツバメシジミ

ヤクシマノレリンジミ

サツマシジミ

ノレリゾジミ

ノレリシンミ属 CelaSlrilw 

ウラギンシジミ

テングチョウ

アサギマダラ

メスグロヒョウモン

ツマグロヒョウモン 2 

イチモンジチョウ

コミスジ 2 

サカハチチョウ

キタテハ 4 

ヒオドンチョウ

ノレリタテハ

アカタテノ、 4 

ヒメアカタテハ

タテハモドキ

イシガケチョウ 2 2 2 

コムラサキ

ゴマダラチ ョウ

ヒメウフナミジャノメ 6 11 3 2 2 4 4 5 

ウフナミジャノメ

クロヒカゲ

サトキマダフヒカゲ 2 

ヒメジャノメ

コジャノメ

クロコノマチョウ

ウスイロコノマチョウ

昔| 14 25 24 15 22 4 14 10 3 16 21 26 

チョウ 総 数 14 25 24 15 22 4 14 9 3 16 21 25 

チョウ種類数 6 10 9 11 10 3 5 5 2 7 10 10 

チョウ以外 クマハチ2 ウメヱタ.ソヤクワ l マメコがネ 1 ラミ カミキリ

カワトンボ 3(透明) r;tイトトン串'叩 lti集 ハグロ卜刈;'1♀

ンオカラ2♂

シオカラトンボ オオンオカラト〉ホ'¥♂ l♂ オオシオカラl♀l l ♂ 

♂述紡

ハンミョウ

ニワハンミョウ

クマバチ

オオオ:ンカメムシ1 草刈りあり、/アカラスシ、/ミらし ウスハ'キト刈，'1 ニイニイnl'古き ウA/、'キ卜河t'2 ウルJキト刈f 草刈り少し 橋は通行止 ヒカ''/1、・ナ終わ ミヤマ71Jネl

頭と思われる ザミも伐られる きものクリの花 クリの花はほ 草刈あり ニイニイl鳴き 20< ウZハ.キト刈，'11 め りt頁 7力不類3
が、三角紙飴 で1目撃、郁 ぼ終わり サナヱ採集 キリギリス'!日き ミパン、了フヲ!鳥 アプラ、ミンミ川鳥 ウスノJキト刈;'19 ウルJキト刈ミーl

包みから脱走 認できず き き オオンオカラ2♀lツクック'!日き

した ヤンマsp採集 ♂ (内 IPは迎 ミヤマアカネI♀l

その他 ♂(連結)

ウリハムンl

7プラ、ツケYクI!!~
き
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表5 仲畑地区の詳細デ一台

仲畑l 2014.4.16 2014.4.30 2014.5.15 2014.6.1 2014.6.14 2014.6.30 2014.7.18 2014.8.7 2014.8.21 2014.9.8 2014.9.30 2014.10.19 

1 3: 1 0~ 1 3:30 1 2:20~ 12:40 1 2:22~ 12:42 1 2:26~ 12:46 1 2:23~ 12:43 1 2:45~1305 1 2:42~ 13:02 1 3: 1 5~ 13:35 1 2:26~ 12:46 1 2:50~ 13: 10 11 :52~ 1 2: 1 2 1 2: 1 8~ 12:38 

天気 s(部長;り) 4量 H背れ 時れ s，(薄曇り) ~:・ H背れ s(少し薄日) IlUれ nU H青れ n古れ
日差し 司自 ~~ 必t 始、 中~弱 河~}ロ;::J 中 弱~中~強 強 強t 中 中

雲盆 9 9~ 1O 3 7 9 8 9 8 5 4 6 7 

気温(OC) 22
0

C 21
0
C 23

0
C 28

0
C 26

0

C 24
0
C 29

0

C 27
0
C 31

0
C 29

0

C 230C 21
0
C 

I~.l力 。 。 2 2~3 2 2~3 3 

ミヤマセセリ

ダイミョウセセリ

アオハセセリ

ホソパセセリ

コチャパネセセリ

ヒメキマグラセセリ

キマダラセセリ

クロセセリ

オオチャパヰセセリ

チャパネセセリ

イチモンジセセリ

茶セセリ 2 

アオスジアゲハ

ミカドアゲハ

アゲノ、

キアゲハ

モンキアゲハ

クロアゲハ

オナガアゲハ

ナガサキアゲハ

カフスアゲハ

ミヤマカラスアゲハ

アキリデスsp

モンキチョウ 2 9 7 

キタキチョウ 4 3 6 7 

ツマグロキチョウ

ツマキチョウ 3 2 

モンシロチョウ 4 9 23 29 3 5 

スジグロンロチョウ

ヤマトスジグロシロチョウ

Pieris 属

ムラサキンジミ 3 

ムラサキツバメ

アカシジミ

コツノ《メ

トラフシジミ

ヘニシジミ 4 3 6 12 11 7 2 

ウフブミシジミ

ヤマトシジミ 2 2 3 2 4 3 3 

ツバメシジミ 3 2 

ヤクシマノレリシジミ

サツ7 シジミ 2 

ノレリシジミ 7 

ノレリシジミ属 Ce!aslrIIW 

ウフギンシジミ

ァングチョウ

アサギ7 ダフ

メスグロヒョウモン

ツマグロヒョウモン 6 

イチモンジチョウ

コミスジ

サカハチチョウ

キタテノ、 2 

ヒオドシチョウ

ノレリタテノ、

アカタテノ、 3 

ヒメアカタテハ

タテハモドキ

イシガケチョウ 2 

コムラサキ

ゴマダラチョウ

ヒメウラナミジャノメ 6 2 2 5 

ウフナミジャノメ

クロヒカゲ

サトキ7 ダフヒカゲ

ヒメジャノメ

コジャノメ

クロコノマチョウ 10 

ウスイロコノマチョウ

百十 17 22 39 50 29 28 19 10 10 17 21 36 

チョウ 総 数 17 22 39 50 29 28 19 10 10 17 21 36 

チョウ級m数 8 6 8 8 8 10 10 7 6 11 10 13 

チョウ以外 ラミ カミキリ 1 

カワトンボ 1(透明) ハグロトパミ'1♀ ハグロト鴻，1 

シオカラトンボ l ♂UIl山、倒体) l早
ンオカラl♂

l ♂ 
オオシオカデl♂

ノ、ンミョウ

ニワノ、ンミョウ

クマバチ

ミヤマカワトン ウスノゾキト刈3 ニイニイ ~!~き ウスハ'キ卜刈;'4 アカ7プl 草刈り(半分く他の周り草刈 ヒカ'ンハ'ナ終わ

ボ1 ギンムヤンマ1 草刈りあり アプラl鳴き ウスハーキト刈f らし、) り り頃

ウスハーキト刈 キリギリス鳴き 10< ウスハ.キト刈，'15 ウスノゾキト刈，'18 ウスハ'キト刈，'1

アプラ鳴き アプラ鳴き Tブラ、 ツクックI!r~ ツクック日出き

その他
マゲニ1 き ミヤマアカネl♀l 

人家の壁にキ ♂(連結)

イロスズメの巣
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3. 考察

・調査方法について

今回の調査方法は定点を決め、調査時間を決めることにより定量化した。 これは以前実施した

高平山調査(未発表)でのトランセクト法(ルートセンサス法)では、季節による変化や地理的、

周囲の環境等でルート選定の難しさを感じ、その点を修正した。限られた時期のみ特定の植物が

開花し、それに多数の昆虫が蛸集する事例や、周遊ルートが組めず、片道のルートを選定するこ

との難しさや不合理さを感じた(複数地点での車利用であると、結局引き返す必要が出てくる)。

筆者もこの方法は初めてであるが、調査時間を一定にすることで定量化を図った。今回の方法は

概ねうまく実施できたと思う 。

-出現種及び個体数について

今回選定した定点 4点は、延岡市郊外にある優良な里山環境を維持している集落である。出現

種数 54種は、本市在来種の 55%を占め、 12回の短期の調査ではまずまずの記録種数ではあり、

多様性を維持していると思われたが、当初期待していた 70種近くには及ばなかった。今回調査で

は未記録であったアオバセセリ、コチャバネセセリ、キアゲ、ノ¥ヤクシマルリシジミ、ゴ、マダラ

チョウなどは生息していると思われ、ミヤマセセリ、ジャコウアゲハ、オナガアゲハ、ミズイロ

オナガシジミ、ゴイシシジミ、ミドリヒョウモン、スミナガシ、ヒオドシチョウ、コムラサキ、

ウラナミジャノメ等も生息している可能性が高い。

出現種の中には RDB種 4種(ミカドアゲハ、ヤマトスジグロシロチョウ、ツマグロキチョウ、

コツバメ)の他に、ホソバセセリ、キマダラセセリ、オオチャパネセセリ、アカシジミ、 トラフ

シジミ、メスグロヒョウモン、サカハチチョウなどの延岡ではそれほど普通ではない種が出現し

ているところに多様性を感じた。

今回調査での確認総個体数は 910個体で、 lヶ所、 1回調査あたりにすると約 19頭であり、調

査時聞が 20分であるので、概ね 1分間に 1頭のチョウを確認していることになる。感覚的には特

別多くも少なくもないと思われる O

種類別に個体数を見ると、確認数が多いモンシロチョウ、ヒメウラナミジャノメ、キタキチョ

ウの上位 3種で全体の約 4割 (356頭、 39%)、それに次ぐヤマトシジミ、ベニシジミを加えると

6割近く (519頭、 57%) を占める。 これを 2010年までの延岡市のチョウの記録(16，745件)か

ら多い順にもとめた順位(以下記録順位という)からみると、これら 5種類はベニシジミが記録

順位 13位のほか、他は記録順位 10位内である。つまり、市内で最も普通に見られる種でその多

くを占めている。これにイシガケチョウ(記録順位 22位)、ツマグロヒョウモン(記録順位 l位)

が続く O 一方で前述した RDB種やサカハチチョウのようなそれほど普通ではない種の確認数は l

頭~数頭で少ない。

-季節的消長について

5月中旬'""6月中旬の初夏に個体数が多いのは、モンシロチョウ第 2化が多数発生したことが最

も大きい要因で、地区によるがベニシジミの第 2化及びテングチョウの一斉羽化(石上地区)も

要因となった。9月下旬'""10月中旬の初秋は、キタキチョウとヤマトシジミの個体数が多いこと

が大きな要因で、イシガケチョウ、ツマグロヒョウモンもそれに次ぐ要因となっている。逆に、

個体数が少なかった 8月は、モンシロチョウを中心とするこれら多産する種が少なかった。また、

4月に比較的個体数が多いのは、ヒメウラナミジャノメ第 1化の影響が大きく、地区によっては

ベニシジミ(仲畑地区)もその要因となった。

-調査定点 4点の比較

調査定点別に出現個体数を見ると大きな差があるが(163'""298個体)、出現種数では頼木がや

や少ない (27種)ものの、他 3地区は 32'""35種とあまり 差はない。出現個体数の差は、多産種、

特にモンシロチョウの個体数に左右され、その発生源となる耕作地の多い仲畑、石上が多かった。
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一方で出現種数にあまり差が出なかったのは、個体数の少ない種の出現が、偏らずそれぞれの地

区に現れたことに起因する O このことは、この地域の多様性を示す現象であると考えられた。

これらを総合的に考えて、曽木川流域の全体的なチョウ相は、耕作地周辺を主な生息地とする種

及び森林系の種を中心に出現種類数、個体数共に豊富である。その内容を見てみると、個体数の

多くは市内のいわゆる普通種で占めているものの、 RDB種やサカハチチョウなどの数の少ない種

が、いろいろな地区に生息しており、多様性のある山村的里山を象徴していると考えられた。

参考文献

安本潤-，2011.延岡市環境基本計画自然環境調査報告書.咽ー出，チョウ類.延岡市.

安本潤一，2015.アカシジミを延岡市北方町石上で採集，タテハモドキ(51):19.

2017年延岡市及びその周辺のクロマダラソテツシジミについて

安本潤

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

クロマダラソテツシジミ Chiladespandavaは、近年毎年のように宮崎県に飛来する迷チョウで

あるが、県北では県南、県央に比べて見られる数は少ない。2017年は、 9月上旬の比較的早期に

見られ、市内数カ所でも確認できたので報告する O また、日向市では大発生している場所もあり、

門川町でも確認できた。

延岡市大貫町の本種の情報を提供して頂いた山下康彦氏並びに日向市財光寺の情報を提供して

頂いた市民の方にお礼申し上げる。

(クロマダラソテツシジミの記録、全て 2017年)

1.延岡市内

1♂ 目撃 l1.IX. 野田町 37号古墳付近 安本潤一/1頭撮影、他 1頭目撃 16.IX. 大貫町 山

下康彦/1♂ 目撃 22.IX. 野田町自宅 安本潤ー/ 2♀ 採集 5.X. 天下町 安本潤ー/1

♀ 採集(低温型 10.XI. 野田町自宅 安本潤ー

2. 門)11町内

1♀ 採集他に数頭目撃 9.IX.南町安本潤ー/3頭 目撃 19.IX. 遠見山 安本潤-

3. 日向市内

多数目撃 大発生 30.IX. 日向市財光寺 安本潤一/数頭目撃 3.X. 米の山 安本潤一
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2016 -2017年延岡市島浦島昆虫調査(チョウの部)

安本潤-

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

延岡市島浦島(島浦町)の昆虫調査を 2015年に引き続き調査した。調査はチョウを安本が、甲

虫等を笹岡康則氏が行い、今回はチョウについて報告する。調査時期は 2016年 10月、 12月に各

1回、 2017年 7月に 2回、 11月(1回)と合計 5回である。2017年 7月の 2回の調査を除く 3

回はアサギマダラマーキング会も併せて行った。

当地のチョウについては、 2015年までの調査で 37種のチョウが確認されたが、今回新たに 5

種のチョウが追加確認され、全部で 42種となった。新たに確認された 5種のチョウはミヤマカラ

スアゲハ Papiliomaackii、タテハモドキ Junoniaalmaηα、スミナガシ Dichorragiαnesimachus、ア

オバセセリ Choaspesbenjaminii、夕、イミョウセセリ Daimiotethysである。生息が確認さ れたチョ

ウを表 1にまとめた。今後さらに追加できそうな種もあるので引き続き調査を実施していきたい。

また、蛾等、チョウ以外の昆虫については別の機会に報告したい。調査を一緒に実施した笹岡康

則氏、マーキング会参加者の皆様及び結城豊贋氏ら島浦町の皆様にお礼申し上げる。

(記録) 記録者は記載のないものは筆者 r + Jは 5頭未満、 r+ + Jは 5頭以上 20頭未満を示す。

ジャコウアゲハ Byasaαlcinous 頭目撃，27.VII.2017，日井，笹岡康則

アオスジアゲハ Graphium sarpedon 頭目撃，19.X.2016，遠見場山、 1 ♀ 1 ♂， 1 頭目撃， 3.VII.2017，神社~8 番観音、

1頭目 撃，3.VII.2017，遠見場山山頂付近、 2頭目撃，27，VII，2017，宇治~日井峠

アゲハ Papilio xuthus ♀目 撃，3.VII .2017，神社~8 番観音、 2 頭目撃， 3.VII.2017，遠見場山山頂付近

ナガサキアゲ、ハ 12.XI.2017，野坂♀ 3♂目撃 ，3.VII.2017，神社~8 番観音 、 1 ♀採集 ， 3. VII. 20 17，遠見場山山頂付近、

+目撃， 27.VII.2017，宇治~日井峠

モンキアゲハ Papilio helenus 頭目撃，19.X .2016，遠見場山、 1 頭目撃，3.VII.2017，神社~8 番観音、 2 頭目撃， 3. 

VII.2017，遠見場山山頂付近、 1頭目撃，27.VII.2017，宇治~日井峠、 1頭目撃，27.VII.2017，日井峠

クロアゲハ Papilio protenor ♂目撃，3.VII.2017，遠見場山山頂付近

カラスアゲハ Papilio dehaanii ♀目 撃，3. VII. 20 17，神社~8 番観音

ミヤマカラスアゲ、ハ Papilio maackii ♂採集， 3.VII.2017，遠見場山山頂付近

モンシロチョウ Pieris rapae ♀目撃， 3. VII .2017，神社~8 番観音

スジグロシロチョウ Pieris metelete ♂採集.12.XI.2017，野坂

キタキチョウ Eurema mandarina ♂目撃 ，3.VII.2017，神社~8 番観音、 1 頭目撃 12.2江 .2017，野坂

ウラギンシジミ Curetis acuta ♀目 撃， 3.VII.2017，遠見場山山頂付近、 1頭目撃， 27.VII.2017，日井峠

ムラサキシジミ Narathura japonica 頭目撃， 3. VII.2017，神社~ 8 番観音、++及び 1 ♀目 撃， 3. VII.2017，遠見場山

山頂付近、 1頭目撃， 27.VII.2017，宇治~日井峠、 1♂採集.12.XI.2017，野坂

ムラサキツバメ Narathura bazalus ♂採集.12.XI.2017，野坂

ベニシジミ Lycaena phlaeas 3 頭目 撃， 3.VII.2017，神社~8 番観音

ヤマトシジミ Zizeeria maha + +目撃，19.X .2016，神社~遠見場山、 1♂目撃， 2.X1I .2016，沖の平、 2♂目撃， 3. 

VII.2017，神社~8 番観音、 1♂目 撃 ， 27.VII.2017 ，宇治~日井峠、 12.XI.2017，野坂， ++目撃 ， 12.沼 .2017，野坂

ヤクシマルリシジミ Acytolepis puspa ♂採集， 3. VII. 2017，遠見場山山頂付近、 1♂採集，27.VII.2017，宇治~日井峠

サツマシジミ Udara albocaerulea ♀採集，3.VII.2017，遠見場山山頂付近、 1♀採集.12.刃 .2017，野坂

ルリシジミ Celastrina argiolus ♂採集，3.VII.2017，遠見場山山頂付近、 2♂採集， 27.VII.2017，宇治~日井峠

テングチョウ Libythea lepita ♂目撃，12.XI.2017，野坂，笹岡康則

キタテハ Polygonia c-aureum 頭目撃， 2. X1I .2016，沖の 平、 1 頭目撃 ，3.VII.2017，神社~8 番観音 、 1 ♀採集 . 12.

XI.2017，野坂

タテハモドキ Junonia almanα +目撃，19.X.2016，宇治

イシガケチョウ Cyrestis thyodamas 頭目撃 ，3.VII.2017，神社~8 番観音 、 1 頭目撃(黄色型) 12.XI.2017，野坂

ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius ♀l♂目撃，3.VII.2017，遠見場山山頂付近
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スミナガシ Dichorragia nesimachus 幼虫撮影， 3.W.2017，影ヶ谷~須佐白，西邦雄、 1頭目 撃，27.W.2017，宇治~

日井峠，笹岡康則

コミスジ Neptis sappho 1頭目 撃，19. X .2016，神社~遠見場山、1頭目撃，3.W.2017，神社'"'"'8番観音

クロコノマチョウ Melanitis phedima 頭目 撃，2.迎 .2016，7番観音'"'"'8番観音、1♂採集.12.XI.2017，野坂

アサギマダラ Parantica sita 1♂標識 (SIMAOl) 19. X .2016，神社~遠見場山、 4♀標識 (SIMA又はシマ 02一

05) ，19.X .2016，宇治、 1♂標識 (SIMA10)，2.2囚2016，沖の平、 1♂目 撃，3.W.2017，遠見場山山頂付近、 1♀採集.12.

XI.2017，野坂，ハゼパヤシ，4♀16♂標識， (シマ 50-61、シマ 70-76，78) 12.刃.2017，野坂

アオパセセリ Choaspes benjaminii ♀2♂，27.W.2017，日井峠、 1♂採集他に数頭目 撃，27.W.2017，宇治

ダイミョウセセリ Daimio Tethys 頭目 撃，27.W.2017，日井の浜~日井峠、 1♂採集+目 撃，27，W，2017，宇治

クロセセリ Notocrypta cunノザascia ♂採集， 3.W.2017，神社'"'"'8番観音、 1頭目撃， 27.W.2017，宇治~日井峠

イチモンジセセリ Pαrnαra guttatα +目撃， 19.X .2016，神社~遠見場山、2頭目 撃，2.XII.2016，沖の平、++目 撃，12.

刃.2017，野坂

表 1 島浦島のチョウ出現種一覧

No 和名 学名 1999年までの文献 20日年調査

ジャコウアゲハ Byasa alcinous O 
2 アオスジアゲハ Graphium sarpedon O O 
3 アゲハ Papilio xuthus O O 
4 ナガサキアゲハ Papilio memnon O O 
5 モンキアゲ、ハ Papilio helenus O O 
6 クロアゲハ Papilio protenor O 
7 カフスアゲハ Papilio dehaanii O 
8 ミヤマカフスアゲハ Papilio maackii 

9 モンシロチョウ Pieris rapae O O 
10 スジグ、ロシロチョウ Pieris melete O O 
11 ツマグ、ロキチョウ Eurema laeta O 
12 キタキチョウ EUf・'emamandarina O O 
13 モンキチョウ Colias erate O 
14 ウフギン、ンジミ Curetis acuta O 
15 ムフサキシジミ Narathuraj O O 
16 ムフサキツバメ Narathura bazalus O O 
17 ベニシジミ Lycaena phlaeas O O 
18 ヤマトシジミ Zizeeria maha O O 
19 ツバメシジミ Everes argiades O 
20 ヤクシマノレリシジミ Acytolepis puspa O O 
21 サツマシジミ Udara albocaerulea O O 
22 ノレリシジミ Celastrina argiolus O O 
23 ウフナミシジミ Lampides boeticus O O 
24 ァング、チョウ Libythea lepita O 
25 アカタテハ Vanessa indica O O 
26 キタテハ Polygonia c-aureum O 
27 ヒオド、シチョウ Nynψhalis xanthomelas O 
28 タァハモドキ Junonia almana 

29 イシカ、ケチョウ Cyrestis thyodamas O O 
30 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius O O 
31 スミナガシ Dichorragia nesimachus 

32 コミスジ Neptis sappho O O 
33 ヒメウフナミジャノメ Ypthima argus O 
34 ウフナミジャノメ Ypthima multistriata O 
35 ヒメジャノメ Mycalesis gotama O 
36 クロコノマチョウ Melanitis phedima O O 
37 アサギマダラ Parantica sita O O 
38 アオパセセリ Choaspes benjaminii 

39 ダイミョウセセリ Daimio tethys 

40 クロセセリ Notocrypta curvifascia O 
41 チャパネセセリ Pelopidas mathias O O 
42 イチモンジセセリ Parnara guttata O O 

参考文献

岩崎都雄， 1984.延岡市島浦島見虫分布調査記録，タテハモドキ(19):31-34.

安本潤ー，2011.延岡市環境基本計画自然環境調査報告書.咽ーui，チョウ類.延岡市.

安本潤ー，2014.延岡市島浦町昆虫調査，タテハモドキ(51):9-12.

-91-

2016-2017年調査

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

O 

O 
O 
O 
O 
O 

O 
O 
O 

O 

O 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

O 



タテハモドキ NQS3 (2017) 

延岡市低地のアカシジミ・ミズイロオナガシジミの生息状況調査

安本潤 -

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

アカシジミ Japonicαlutea(以下アカと略す)は、延岡市の低地でも愛宕山、上伊形町、天下町、

北浦町森山林道等で採集記録がある O さらに、鯛名町や妙見町の海岸地帯でも目撃例等がある。

またミズイロオナガシジミ Antigiusattiliα(以下ミズイロと略す)もアカよりも内陸部が多いが、

愛宕山、高野町、岡元町、行膝町などの低地で記録がある。2017年は春先の低温のためかチョウ

の発生も全般的に遅れたので、 6月上旬に標高の低いところを中心に生息調査を実施し、その結

果を報告する。 この時期のアカの情報等を提供していただいた岩切康二氏にお礼申し上げる。

調査は、 2017年 6月 3'""-'6日に延岡市の旧市内、旧北川町、旧北浦町の区域で実施し、結果を

以下に示す。

延岡市(旧延岡市の区域)

(確認)赤水町太田、ほとんど海(標高 2mくらし¥)の所、アカ採集、クリの花の周囲を飛朔中

(未確認)鯛名町、妙見町妙見湾奥、松山町、祝子町坂官、佐野町、佐野町森木

延岡市北浦町(旧北浦町)の区域

(確認)北浦町三川内小長谷 アカ採集、クリへの訪花個体あり

(未確認)北浦町三川内仏越、上塚、下塚、古江地下、

延岡市北川|町(旧北川町) の区域

(確認)本流方面 笹首:アカ採集、ミズイロ目 撃、八戸:アカ採集、クリへの訪花個体あり、

替崎 :アカ、ミズイロ採集、クリへの訪花個体あり

小川方面 葛葉 :アカ採集、松瀬:アカ採集、松葉吐 :アカ採集

(未確認)本流方面 屋形原

小川方面 池ノ原、茅場、矢ヶ内、

今回の調査で、延岡市には、アカは低地にもかなり広く分布しており、海岸地帯にも生息して

いることが再確認された。 ミズイロもアカほどではないが、かなり低標高地にも生息しているよ

うだ。延岡市の南側門川町にはクヌギ林も見られ、このような分布状況がどのあたりまで続いて

いるか興味深く、今後調査していきたい。

最後に当該 2種と共に、本調査で記録されたチョウの記録を示す。当該 2種以外のチョウの記

録で興味深いのは以下である 0

・2017年はテングチョウ Libythω lepitaが大発生した。調査の前 5月下旬はさらに多かったよう

で、地元新聞にも家の周りや網戸に多数のチョウが止まって住民がび、っくりしているとの記事

が掲載されていた。調査中も駆除の相談を受けたが、このチョウは特にヒトへの害もなく、あ

と 10日もすればかなり少なくなると説明した。

・モンキチョウ Coliaserateは延岡市北浦町に生息することになっているが、今までその記録を探

し当てられなかったので、延岡市の「自然環境調査報告書」では北浦町の具体的な場所を記載

していなかった。今回、北浦町三川|内仏越で 1♂を採集し、標本を確保した。

-メスグロヒョウモンを北川町矢ヶ内、同替崎、北浦町小長谷の 3ヶ所で確認できた。
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(記録)延岡市及び同北川町、同北浦町は省略した。記録時期は全て 2017年。 1+Jは 5頭未満、1++ Jは 5

頭以上 20頭未満、 1++ + Jは 20頭以上 100頭未満、記録は特に記載がないものは筆者

アオスジアゲハ Graphiumsarpedon 1ex目撃，6/4，古江地下、1ex目撃，6/4，上塚、1ex目撃，6/4，茅場

アゲハ Papilioxuthus 1ex目撃，6/3，松葉吐、 1♂目撃，6/5，鯛名町

ナガサキアゲハ Pαpiliomemnon ♂目撃，6/4，上塚、1♂目撃，6/5，鯛名 町

モンキアゲハ Papiliohelenus 1ex目撃，6/3，松葉吐、 1ex目撃，6/5，赤水町太田

モンシロチョウ Pierisrapae ♂目撃，6/3，小長谷、3♂目撃，6/4，仏越、1♀目撃，6/4，小長谷、 1♀目撃が4，下塚、+

目撃，6/5，赤水町太田、1♂目撃，6/5，妙見町妙見湾奥、

スジグロシロチョウ Pierismelete ♀2♂採集，6/3，矢ヶ 内、1♂目撃，6/3，松葉吐、l♂採集，6/4，仏越、 1♀採集，6/4，

小長谷、1♂目撃，6/6，佐野町、 1♀2♂採集他に 4exes目撃，6/6，佐野町森木

キタキチョウ Euremamandarinα 1ex目撃，6/3，八戸、1♂目撃，6/4，仏越、3♂ 目撃，6/4，上塚、 1♂目撃，6/4，下塚、l

♂目撃が5，赤水町太田、1♀目撃，6/6，佐野町、 2♂目撃，6/6，佐野町森木

モンキチョウ Coliaserate ♂採集，6/3，矢ヶ 内、 1♂採集，6/4，仏越、1ex目撃 (黄色)，6/4，屋形原

ウラギンシジミ Curetisacuta ♂目撃，6/4，上塚、1ex目撃，6/6，佐野町森木

ムラサキシジミ Narathurajaponica +目撃，6/6，佐野町森木

アカシジミ Japonicaluteα l♂採集，6/3，八戸，小西あゆみ、l♀1♂採集，6/3，八戸、2♀1♂採集，6/3，小長谷、1♂採

集，6/4，松葉吐、7♀6♂採集，6/4，松瀬、1♀採集，6/4，葛葉、 4♀4♂採集，6/4，替崎、 1早目撃，6/4，笹首、l♀1♂採集，6/5，

赤水町太田

ミズイロオナガシジミ Antigiusattilia 3♀5♂採集，6/4，替崎、 1ex目撃，6/4，笹首

ベニシジミ Lycaenaphlaeas 1ex目撃，6/6，祝子町坂宮

ヤマ トシジミ Zizeeriama加 1♀目撃，6/6，佐野町森木

ヤクシマル リシジミ Acytolepispuspα 1♀採集，6/6，佐野町森木

サツマシジミ Udaraalbocaerulea ♂目撃，6/3，八戸、1♂目撃，6/4，上塚

ルリ シジミ Celastrinaargiolus ♀1♂目撃，6/3，八戸、1♂目撃，6/4，松瀬、1♂ 目撃，6/4，替崎、 1♀目撃，6/4，笹首、 1ex

目撃，6/5，赤水町太田 、1ex目撃，6/5，妙見町妙見湾奥、1♂目撃，6/6，祝子町坂宮、1♂目撃，6/6，佐野町、 1♀採集，6/6，

佐野町森木

テングチョ ウ Libythealepita + + +目撃，6/3，八戸、++目撃、6/3，池ノ原、+目撃，6/3，松葉吐、 +目撃，6/3，小

長谷、+目撃，6/4，古江地下、++目撃，6/4，仏越、+++目撃，6/4，上塚、++目撃，6/4，小長谷、++目撃，6/4，下

塚、++目撃，6/4，茅場、++目撃，6/4，松葉吐、 ++目撃，6/4，松瀬、++目撃，6/4，屋形原、1ex 目撃，6/6，佐野町、

1ex目撃，6/6，佐野町森木

アカタテハ Vanessaindica 1ex目撃，6/3，八戸、1ex目撃，6/4，仏越、1ex目撃，6/4，下塚、1ex目撃，6/6，佐野町森木

キタテハ Polygoniac-aureum 1ex目撃，6/3，小長谷、1ex目撃，6/4，下塚、1ex目撃(夏型汚損)，6/6，佐野町

ヒオ ドシチョウ Nymphalisxanthomelas ♂採集，6/4，替崎

イシガケチョ ウ Cyrestisthyodamas + +目撃，6/3，八戸、2♂目撃，6/3，小長谷、 1ex目撃，6/4，仏越、十+目撃，6/4，上

塚 、 +目撃 ，6/4 ， 下塚 、 3ex 目撃 ， 6/4，茅場、 1ex 目撃 ，6/4，松葉吐、+目撃 ，6/4，松瀬、 + 目撃 ，6/4，替 ~崎 、 1ex 目撃 ， 6/5 ，

赤水町太田 、1ex目撃，6/5，妙見町妙見湾奥、1ex目撃，6/6，佐野町、 2exes目撃，6/6，佐野町森木

メスグロ ヒョウモン Domorasagana ♂目撃，6/3，矢ヶ 内、 1♀目撃，6/3，小長谷、1♂目撃，6/4，小長谷、l♀目撃，6/4，

替崎

ツマグロ ヒョウモンArgyreushyperbius ♂目撃，6/3，八戸、1♀目撃，6/4，仏越、 1♀++♂目撃，6/4，替|崎、1♂目撃，6/5，

赤水町太田

スミナガシ Dichorragianesimachus ♀採集，6/4，替崎

ゴ、マダラチョウ Hestinajaponi 

参考文献
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怒和貞賞， 1972.延岡市高野町 68 (怒和住居)付近の蝶類，宮崎の蝶 9号:23-36.

怒和貞賞， 1999.延岡市鯛名でアカシジミ目撃，宮崎の蝶 61号:30-31.
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村上勝， 1999.延岡市・上伊形町のアカシジミの記録，宮崎の蝶 61号:28.

安本潤ー，2003.延岡市及びその周辺のチョウ(2001年"-'2003年)，タテハモドキ(39):1-4. 

安本潤一，2007.延岡市北浦町(旧北浦町)のアカシジミの記録，タテハモドキ(43):74

安本潤ー， 2011.延岡市環境基本計画自然環境調査報告書，咽-ui，チョウ類.延岡市.

安本潤ー，2015.アカシジミを延岡市北方町石上で採集，タテハモドキ(51):19.

山口袈光， 1999.延岡市・上伊形でアカシジミの記録，宮崎の蝶 61号:28.

山本久男， 1999.延岡市内における最近の「アカシジミ J採集記録，宮崎の蝶 61号:29.

高千穂町向山のカラスシジミ、シータテハの記録

安本潤-

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

宮崎県高千穂町向山周辺のカラスシジミ Fixseniaw-album及びシータテハ Polygoniac・albumの

記録を報告する。当地区は高千穂町の南側に位置し、日之影町、五ヶ瀬町、諸塚村に近い。前者

は小松孝寛氏から標本の提供を受け、筆者が保管している。後者は、ここでは比較的普通に見ら

れる種で、これら 2種共通の食樹であるハルニレは

秋元川沿いに点在する。標本を提供して頂いた小松

氏にお礼申し上げる。

(記録)

カラスシジミ 1♀ 採集 ・撮影， 4.VI.2015， 

宮崎県高千穂町向山(鶴の平~秋元) 小松孝寛

14時頃アザミの葉上に静止していた。

シータテハ 1♀ 採集 13，咽，2016，

宮崎県高千穂町向山(秋元~秋元神社)安本潤-

2頭目撃 13，咽，2016，

宮崎県高千穂町向山(秋元) 安本潤-
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2015"'" 2017年、延岡市及びその周辺のタイワンツバメシジミの発生状況について

安本潤 ー

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

タイワンツバメシジミ Evereslacturnusの延岡市等の現状についは、「タテハモドキJ50号に報

告したところである。前回の調査場所を全てチェックできたわけではないが、 一部のその後の状

況について報告する。

(調査結果)

①大分県境~延岡市北浦町直海

2015年 9月 9日 一部シバハギが残っていて花も咲いているが未発見。

②延岡市森山林道(熊野江町側)

2015年 9月 11日 北浦方面に向かう途中、数カ所で少数ながらシバハギが見られ、花も確認

できたがチョウは未発見。

熊野江町方面に下がる林道にシバハギが多量に見られるところがあるが、今回はシバハギ

がほとんど確認できずチョウも未発見。鏡山側ではシバハギ 10株程度あり、花も咲いていて

状況は良好だったがチョウは未発見。

2017年 9月 25日 シバハギを少数ながら確認。花も開花しているが、チョウ未発見。

③延岡市北浦町森山林道(北浦町側)

2015年 9月 8日 2000"'2002年に多く見られ、 2005年以降未発見の広場はシパハギは消滅し

チョウも未発見。林道沿いの小さなポイントはシバハギが残っていて花も咲いていたがチョ

ウは未発見。

2017年 9月 25日 上記広場は土捨て場になっていてシバハギ、チョウ共に未発見。林道沿いの

小さなポイントはいくつかシバハギが残っていたが、チョウは未発見。シバハギは減少傾向。

④延岡市北浦町いやざめ~仏の越付近

北浦町いやざめ~仏の越付近 U地点

2015年 9月 8日 5♀2♂確認 シバハギは多くはないが点々とあり、花も咲いている。

2016年 9月 11日 4♀1♂確認(♀は新鮮♂はややスレ)、シバハギの花がよく咲いている。

2017年 9月 13日 16頭土2頭(重複カウントの恐れのある個体を土2頭で示した)、♂は新鮮

~スレ、欠けの個体、♀は新鮮で少なくとも 3♀確認。

⑤延岡市北浦町梅木付近

北浦町いやざめ~仏の越付近 O地点

2015年 9月 8，9日 2008年頃まで安定した産地の時にあった崖面のシパハギは消滅。近くの林

道脇には点々とシパハギがあった。小さい株が多く、 1株を除いては花が咲いていなかった。

チョウ未発見。

2016年 9月 11日 林道横に花をつけたシバハギ小株点在O チョウは未発見(時間が遅かった

16時過ぎ)

⑥延岡市妙見町

2017年 9月 19日 2008年に幼虫が発見された場所。シバハギ、チョウ共に未発見。

⑦ 門川町遠見山

当地は 1995年頃までは大発生地だった。

2015年 9月 3日 シバハギは岬の方(通称 「桃源郷J) に行く道及び遠見山展望台下で確認。

花も少し咲いていたがチョウは未確認。

2016年 9月 22日 2015年と同様の場所を調査。昨年よりシバハギの花は多い。チョウは未確認。
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2017年 9月 19日 2016年と同様な状況でチョウ未発見。シバハギの花の状況はよい。

③延岡市小川町

2017年 9月 28日 小川町は 1979年に目撃記録があるが、筆者は確認したことはない。近年シ

バハギが増えていて気になっていたので調査をしてみた。10株程度咲いていて、花もあった

がチョウは成虫、幼虫等未発見であった。

(参考文献)

岩崎都雄， 1987.宮崎県北部のタイワンツバメシジミ分布とその発生期，成虫の一知見，タテハモドキ(22):1-17.

安本潤一，2011.延岡市環境基本計画自然環境調査報告書，咽-iii，チョウ類.延岡市.

安本潤一， 2014.延岡市及びその周辺のタイワンツバメシジミの現状と経緯.タ テハモドキ(50):55-59.

2017年宮崎県北部のリュウキュウムラサキの記録

安本潤 -

(延岡市野田町 5125-1:干882-0801)

筆者は 2017 年 9~10 月にリュウキュウムラサキ Hypolimnαs bolinaを門川町及び日向市で採集

しているので報告する。 この期間に延岡市内の高平山、鏡山、愛宕山、天下町のピークなども探

したが未発見であった。情報を頂いた山元一裕氏にお礼申し上げる。

(記録)

1♂ 採集 門)11町遠見山 19.IX.2017，安本潤-

1♂ 採集 日向市米の山 3.X.2017， 安本潤一
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ミカドアゲハの蛸化方向一葉先方向?それとも葉柄方向?一 (ill)

川 野雅 喜

(大分県大分市葛木 982-5:干870-0133)

1 .はじめに

(11)で報告 したように、2016年末から 2017年にかけて、葉先向き葉柄際括り付け有りのサナギ

7個の越冬を試みたが、そのうち 1つは、鳥に捕食されてしまい 6個の越冬観察となった。

また、 2017年もミカドアゲ、ハの踊化方向について引き続き観察を行った。

これらの結果から 、(11)で予想 したように、
〉へ/v^v^ゾVヘ/'v̂ vヘハJ ゾ'-../vヘハ~、へ/'v̂ vヘヘ/'v̂ v̂ ゾ'-../vへ

葉先向き踊化個体は越冬。吐糸による括り付けあり 。

葉柄向き踊化個体は年内羽化。括り 付け無しo

vハd¥Jヘ〆ハv¥/'v̂vハ〉¥Jヘ〆ヘノヘノ~へJヘv̂ v戸〉ヘノヘゾヘ/¥/¥/¥ハゾへv̂ vへ

と言 う結論を得た。食樹は全て在来種オガタマノキ(Micheliacompressa)で、ある。また当然のこと

として、年 1化の地域では葉柄向きサナギは出現しない、葉先向きサナギのみである。

2. 葉先向き越冬サナギの羽化

6個は全て春に一斉に羽化 した。(11)の予想、が正しかった

と言える。次に表にまとめた。

2017/4123 

2017/4125 

2017/4128 

2017 /5/01 

♀1，♂1 

♀2 

♀1 

♀1 

雌雄の区別は腹部末

端で行っている O

♀が多いように見えるが、サナギが少ないための見かけの

結果だろう。春に多くのミカドアゲハを見かけるが、これ

は越冬踊が一斉に羽化するためと考えて良いようである。

ミカドアゲ、ハは春に一斉に羽化するらしいとは従来言われていたことではあるが、それが正 し

い事が証明できたようである。

3.葉柄向きサナギの羽化

葉柄向きサナギは(11)で予想したように全て年内羽化である。(11)の予想が正しかったと 言える。

2017/6116 

2017/6122 

2017/8/01 

4.葉先向きサナギの羽化

2016年も葉柄向きサナギ4個は全て年内羽化をしている。

2017年は観察していない。2016年は 1個体のみ年内羽化。(11)の予想が正しかったと言える。

5.葉先向きサナギの越冬

2017年 12月 25日現在、 6個が屋外で越冬中である。 これらは全て(11 )の予想が正しかったと

言える。 しかし、 1個は緑色だったものが茶褐色に色が変わってきており 、すでに死んでいると

思われる。もちろんネッ トを掛けて、鳥による捕食を防いでいる。2018年の春には一斉に羽化す

るはずである。 とても楽 しみ。
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6. 終わりに

3年間にEり園芸種オガタマノキ(Micheliafigo)と在来種オガタマノキ(Micheliacompressa)で、の

ミカドアゲ、ハの踊化方向について観察を続けてきて一応の結論が出せたと思う 。

ところで、この踊化方向についての観察のきっかけのーっ として、小松孝寛氏のウェブサイト

「宮崎の昆虫Jに記述されていた I(ミカドアゲハの)踊の方向はアオスジアゲハと逆で葉先の方に

頭を向ける。 Jがある。これを見た時「何で・・・?我が家と違うワ。」であった。そして、小松孝寛

氏や宮昆メーリングリストでの多くの方々の貴重なご意見を頂いたこともあり、観察を続けるこ

とになった。

これらが無かったら、在来種オガタマノキを通販で買うことも無く、観察も 3年間続かず、「わ

あ~、庭でミカドアゲハが生まれた。うれしい、感激。」、「幼虫、めちゃ可愛いワ。」、「写真撮

りまくろう!Jで終わっていた。

参考ウェブサイト (2017年 12月現在)

小松孝寛、宮崎の昆虫、 http://www.miyakon.com/

川野雅喜、大分のチョウ、 http://kiageha.sakura. ne.jp/ 

珍しい蝶!ミカドアゲハ ー曹源寺一

http://digioka.libnet.pref.okayama.jp/ detail-jplid/kyo/M20 14120214063069272 

参考文献

上田恵介 ・大山弘貴， 2013.アオスジアゲ、ハとミカドアゲ、ハの踊の擬装~形態と葉への付き方立教大学理学部

生命理学科.

上田恵介 ・木下豪， 2013.アオスジアゲ、ハにおける幼虫・踊のカモフラージュと葉への付き方.立教大学理学部生

命理学科.

福田春男ほか， 1982.原色日本蝶類生態図鑑(l).保育社 :PLATE9， PLATEll， 93 96. 

大津修ほか， 1999. ミカドアゲ、ハ成長の記録.Butterflies(24):56-59. 

福田治， 2004.ミカドアゲハのサナギは下向きが好き .博多虫(8):39.

学研編集部， 2005. 日本産幼虫図鑑， p121.学研.東京.

難波通孝， 2009. 岡山県におけるミカドアゲハの分布拡大~東進に関する定点調査(1999~2008 年)~.月刊むし

(457):25-31. 

出嶋利明， 2012.香川県における ミカドアゲ、ハの分布拡大.やどりが(234):26-27

福田春男， 2012. 野外飼 育 に よ る 日 本 列島におけるミカドアゲハの周年経過の再検討 .Butterflies 

(Teinopalpus)( 61) :23-34. 

井上大成 ・石井実， 2016.環境 Eco選書 12チョウの分布拡大.北隆館.東京.

川野雅喜，2015. ミカドアゲハの踊化方向一葉先方向?それとも葉柄方向?一.タテハモドキ(51):1-6

川野雅喜，2016. ミカドアゲハの踊化方向一葉先方向?それとも葉柄方向?一(II ).タテハモドキ(52):1-8.
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九州各地で採集した注目すべき蛾の記録

石綿深志

(宮崎市柳丸町 388・5・2・206:干 880・0844)

筆者は九州各地で蛾の採集調査をしてきた。今回、これまで採集、観察してきた種類のうち、

記録上重要なものを報告する。 また、宮崎県において記録の少ない種類もなるべく過去の記録を

含め紹介する。採集法は水銀灯(300w，1個)と捕虫灯(20w，2本)を用いたライトトラップ、糖蜜トラ

ップ、日中の見つけ採りによって採集・撮影した。

報文を作成するにあたって文献や蛾類の生態情報等をくださった佐々木公隆氏、堀内湧也氏、

宮崎県内の文献収集に多大なるご協力いただいた永井尼氏、小松孝寛氏にこの場を借りて感謝申

し上げる。 なお学名の前にある番号は、日本産蛾類大図鑑のカタログ番号である。

Microterigidaeコパネガ科

[0006] Neomicropteryx bifurcαIssiki，1953サンダンキョウヒロコパネ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.撮影，23.IV.2017. (Fig.l) 

Xyloryctidaeヒロバキパガ科

[1175] Metαthrinca tsugensis (Kearfott， 1910)ツガヒロパキバガ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，11.IX.2017.

ライトトラップで採集した。宮崎県内では高原町(永井，2004)、北川町(永井，2008)から採集されている。

[一一]Pantelamprus staudingeri Christoph， 1882トガリヒロバキバガ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1 ~採集，1 2.VIII. 2017. (図 Fig.2 )宮崎県初記録

ライトトラップで採集した。当地では正式な報告はないが佐々木公隆氏によって採集されている。

Cossidaeボクトウガ科

[0076] Zeuzera caudatαJoicey & Talb-ot，1916クロシオゴ、マフボクトウ

宮崎県日南市北郷町北河内，1<5採集 23.VII.2011.;1<5採集，l.VIII.2017.

鹿児島県肝属肝付町岸良，1<5採集 22.VII.20 17. 

ライトトラップで採集した。宮崎県内では延岡市(永井 ・朝日，1992)、宮崎市(永井，2011)で記録がある。

Sesiidaeスカシバガ科

[1054] Glpssosphecia contaminata(Butler， 1878)ハチマガイスカシバ

福岡県福岡市城南区西油山，1 ~採集， 14.VII.2006.;1 <5採集 5.VII.2007. 

[1047] Glossosphecia romanoνi (Leech， 1889)クビアカスカシバ

宮崎県日南市北郷町北河内， 1 ♂ 1 ~採集，l.VIII .2016. (Fig.3) 

昼行性の種類であるが、ライトトラップで採集した。県内では西米良村の記録のみ(永井・朝日，1992)。

Epipyropidaeセミヤドリガ科

[1366]Epiricania hagoromo Kato，1939ハゴロモヤドリガ

宮崎県日南市北郷町北河内，1<5採集，2.IX.2017.;多数目撃，5<5採集，9.IX.2017.;多数目撃，10.IX.2017.;数頭

目撃，18.IX.2017.

全国に広く分布するが、宮崎では 2004年に初めて記録された(岩崎，2004)。ハゴロモに寄生した幼虫を

見る機会は多いが、成虫は稀である。10月 2日に採集した個体はライトトラップで採集したが、他の

個体は午前 8: 00~10 : 00にかけておびただしい数の飛朔個体を発見し、採集した。ほとんどの個体

は林縁や潅木の上をなめるように飛朔し、 一見するとヒメハマキやヒゲナガガの雌のようであった。
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Limacodidaeイラ ガ科

[1377]Heterogeηea asella (Denis & Schiffermull-er， 1775)カギバイラガ

宮崎県日南市北郷町北河内， 1 ♂ 1 ~採集， 18 .IX.2017.

宮崎県内では小林市野尻町の記録がある(永井，2013)。

[1386]Parasa consocia Walker，1863アオイラガ

宮崎県小林市須木島田町 猪ノ子谷，10'採集 3.VII.2016.

[1338]Pseudopsyche endoxantha Pungeler， 1914キンケウスパイラガ

宮崎県西臼杵五ヶ瀬町鞍岡 向坂山， 1 ~採集，14.V.20 17. (Fig.4)宮崎県初記録

全国各地から記録はあるが、分布が局地的で得難い種類である。採集個体は日中、フジキオピの探索

中に採集した。飛朔は比較的緩やかであったが、その姿は小型のマルハナバチのようであった。

Hyblaeidaeセセリモドキガ科

[1395]Hyblaea fortissima Butler，1881ニホンセセリモドキ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂採集，31.III.2014. 

宮崎県西臼杵郡椎葉村下福良，1♂撮影，30.III.2015. 

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，数頭目撃 1平採集，14.V.2015.

Crambidaeツトガ科

[1581]Aethaloessa calidalis (Guenee， 1854)キンモンノメイガ

佐賀県唐津市竹木場，1ex.採集，5.IX.2015.

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，11.VIII.2017.

宮崎県では串間市の記録がある(河野，2016)。いずれの個体もライトトラップで採集した。

[1633]Pleuroptya scinisalis (Walker，1859)ソトグロオオキノメイガ

宮崎県日南市北郷町北河内，1 ~ 採集，1.VIII.2016. (Fig.5) ;1 ~ 採集，11.VIII.20 17.;数頭確認，10' 1平採

集，27.VIII.20 17. 

当地では個体数は少ないものの、 8 月中はほぼ毎回ライトトラップに飛来する個体を確認できた。宮

崎県では高原町の記録のみである(永井，2004)。

[1796] Carminibotys carminalis (Caradja，1925)ヘリアカキンノメイガ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，27.VIII.2017.

Geometridae シャクガ科

[2677]Rhynchodapta eburnivena (Warren， 1896)シロミャクオエダシャク

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，27.VIII.2017. 

[2719]Milionia zonea Moore，1872キオビエダシャク

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂，1ex.目撃，2.VII.2017.

宮崎県日南市北郷町北河内，1 ~採集 3ex. 目撃，9 .VII.2017 .; 1♂採集 2ex.目撃，27.VIII.20 17. 

宮崎県宮崎市清武町今泉甲 大久保交差点，1ex.目撃，24.X.2017.

宮崎県の本種の記録は 2010年まであるが、それ以降記録がなし¥(永井 ・岩崎 ・倉田，2004;前田，2005;串

間，2007串間，2010;佐々岡，2010)08月 27日に採集及び観察した個体は灯火採集に飛来したものである。

[2760] Gigantalcis flavolinnearia (Leech，1891)フタキスジエダシャク

大分県由布市庄内町阿蘇野，1~採集，24.X.2014.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂採集，4.XI.2017

宮崎県内ではえびの市で記録されている(永井，2004)。

[2828]Phigαlia verecundariα(Leech，1897)シロトゲエダシャク

大分県玖珠郡九重町田野 やまなみ荘，1♂採集，1.IV.2016.

熊本県球磨郡玉木村下梶原，1♂採集，29.III.2012.
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宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1c5採集，22.II1.2015. 

宮崎県内では延岡市から記録されている(柳田，1999)。

[----]Larerannis nakajimαi Inoue，1986ナカ ジマフユエダシャク

福岡県太宰府市北谷 宝満山，2♂採集，10.XII.2008.

福岡県福岡市西区板屋 背振山，1♂採集，5.XII.2013.

大分県竹田市久住町有氏，2♂採集，9.XII.2016.

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1♂採集，25.X1.2017.

タテハモドキ N253 (2017) 

夜間に飛朔中の個体を採集した。宮崎県内ではえびの市で記録されている(永井，2004)。

[2822]Pachyerannis obliquaria (Motschulsky， 1861)クロスジフユエダシャク

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1♂採集，25.X1.2017.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 波帰，1c5採集，3.XII.2017.

ライトトラップと夜間に飛朔中の個体を採集した。宮崎県内では日之影町から記録がある(永井，2000)。

[2823]Erannis golda Djakonov， 1929チャパネフユエダシャク

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土里子，6c5採集，25.X1.2017.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，2c5採集，25.X1.20 17. 

ライトトラップで採集した。宮崎県内では日之影町から記録がある(永井，2000)。

[2830]Nyssiodes lefuarius (Erschoff，1872)フチグロトゲエダシャク

福岡県糸島市志摩松隈，1♂採集，1.1.2014.; 1c5採集，10.1.2015.; 2♂目撃 1♂採集，1.1.2016.

佐賀県唐津市原，3♂採集，31.1.2014.

福岡県では珍しい種類ではない(佐々木 ・石綿 2008:佐々木 ・石綿 2009) が、早い採集記録として報

告する。本種は通常 2月の中旬から発生することが多いが、糸島市志摩松隈では例年 1月に発生が始

まる。毎年早く出る個体を探したところ、2014年と 2016年には元日に採集することができた。2016

年は他にも目撃個体があったため、 2015年末には発生していたものと考えられる。採集した個体はい

ずれも新鮮な個体であった。

[2831 ]Apochima jug lansiariα(Graeser，1889)オカモトトゲエダシャク

大分県玖珠郡九重町田野 やまなみ荘，1~採集，1.IV.2016.

雄は走光性が強いが、雌は滅多にライトに飛来することがないため採集が困難である。

[一一]Megabistonashizuriensis Sato & Kawaka-mi，2001アシズリエダシャク

長崎県平戸市岩の上町，2♂採集，5.1.2014.

長崎県平戸市桟敷町，3c5採集， 4.1.2015.

[2842]Biston thoracicaria (Oberthur， 1884) フタオレウスグロエダシャク

大分県玖珠郡玖珠町日出生，3♂採集，8.V.2013.;1♂l平採集，7.V.2014.; 1♂採集，1.V.2016.

[2727]Parapercηia giraffata(Guenee， 1858)オオゴ、マダラエダシャク

宮崎県小林市須木 猪ノ子谷，1c5採集，3.VIII.2016. (Fig.6) 

黒色斑が拡大した異常型である。

[一一]Alsophilayanagitai Nak司ima，1995サクフウブユシャク

大分県由布市庄内町阿蘇里子，7♂採集，6.V.2013.

大分県竹田市久住町有氏，10c5採集，l1.XII.2016.; 6c5採集，2.XII.2017.

[2159]Inurois tenuis Butler，1879ホソウスパフユシャク

大分県玖珠郡玖珠町山下 鶴ヶ原，3♂採集，12.II1.2014

大分県玖珠郡玖珠町森，1♂採集，12.III.2014.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂撮影 22.II1.2015.

宮崎県内では椎葉村(永井 ・朝日，1992)と延岡市(柳田，1994)から記録がある。

[2177]Agαthia lycaenαria (Kollar， 1844)マダラチズモンアオシャク
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宮崎県日南市北郷町北河内，1c5採集，27.VIII.20 17. 

宮崎県内では宮崎市、日南市、串間市の記録がある(永井 ・朝日，1992)。

[2409]Pseudobaptria corydalaria (Graeser，1889)ハチノジクロナミシャク

大分県玖珠郡九重町湯坪，lc51平採集，22.VI.2015.

大分県由布市庄内町阿蘇里子，1平採集，22.VI.2015.

九州では大分県、宮崎県、熊本県で採集されているが、局地的に産する蛾である。 日中、ゼフィルス

の探索中に林縁の草地を飛朔する本種を採集した。

[2496]Operophtera rectipostmediana Inoue，1942イチモジフユナミシャク

熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 城山，1平採集，30.XII.2014.

大分県由布市庄内町阿蘇野，2c5採集，11.XII.2015.

大分県竹田市久住町有氏，2c5採集，11.XII.2016.

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1c5採集，25.XI.20 17. 

[2497]Operophtera japonaria (Leech，1891) サザナミフユナミシャク

熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 城山，7 c5 1 ~採集， 19.XII.2014. (Fig.7) ;2c5採集 l平目撃，25.XII.2014.;数頭♂

目撃 1平採集，19.XII.2015.;lc5採集，24.XII.2016. 九州本土初記録

関東地方では局地的ながら各地に記録があるが、西日本では対馬のみである。採集地は阿蘇地方では

よく見られるクヌギの植栽地で、日中クヌギの幹でフユシャク類を探している際に発見した。同様の

環境は大分県にかけて各所に存在するため、数ヶ所探索したが、発見に至っていない。

[2500]Operophtera relegata Prout，1908クロオピフユナミシャク

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，2♂採集，25.XI.20 17. 

[2500]Operophtera crispザαsciaInoue，1982ヒメクロオピフユナミシャク

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1♂採集，25.XI.20 17. 

[2501]Epirritαautumnata (Borkhausen， 1794)アキナミシャク

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，3c5採集，21.X.2014. 

宮崎県内では延岡市の記録がある。

Uraniidaeツバメガ科

[2956] Warreniplema fumicosta(Warren， 1896)アトキフタオ

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集l.VI.2017.(Fig.8) 

南西諸島では広く分布しているが、九州本土では少ない種である。宮崎県内では宮崎市、鵜戸での記

録がある(永井 ・朝 日，1992)。

[2937]Acropteris iphiata (Guenee， 1857)ギンツノくメ

宮崎県西諸県郡高原町蒲牟田，1~採集，30 .IX.2017.

宮崎県では延岡市、日南市の記録がある(永井・朝日，1992)0 

[2939]Pseudomicronia advocataria (Walker，1861)ヤクシマギンツバメ

宮崎県日南市北郷町北河内，1c5採集，ll.VIII.2017.

Epicopeiidae アゲ、ハモドキ科

[2942]Schistomitra funerαlis Butler， 1881フジキオビ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，数頭目撃 lc5採集，9.V.2013;数頭目撃 1♂採集，22.V.2013.;数頭

目撃 2♂採集，14.V.2015;数頭目撃 1平採集，14.V.2017.

当地においては数の少ないものではないが、高所を活発に飛ぶため採集は困難である。なお、当地に

おいて灯火採集も試みているが、まったく飛来しなかった。宮崎県内では延岡市北川町で記録されて

し、る O

Callidulidae イカリモンガ科
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[2961] Callidula attenuata (Moore，1879)ベニイカリモンガ

佐賀県伊万里市黒髪，2ex.採集，17.IX.2014.

Lasiocampoidea カレハガ科

[2968]Pyrosis idiotαGraeser， 1888 ウスマダラカレノ¥

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1平採集，9.V.2013.;2平採集，15.V.2013;3Sj2採集，22.V.2013.;3Sj2採

集，22.V.2014.;1 0'飼育羽化，19.III.2014. (Fig.9) ; 1早採集，21.V.2017.

中園地方と九州の一部で採集されている稀種である。灯火への飛来時間は日没後 30分頃から 22時頃

までが多いが、深夜に飛来することもある。2013年に採集した雌より得た卵を飼育し、クヌギで飼育

した結果、 1♂が翌年羽化した。採集記録ではないが、本種は雄が非常に稀である(三宅， 2009)。九州産

の個体は図示されていないため、あわせて報告する。

[2963] Gastropacha clathrate Bryk，1949ワタナベカレハ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡，1♂採集，26.VII.2013.

宮崎県内では小林市、国富町から記録がある。

Bombycidaeカイコガ科

[2986]Pseudandraca gracilis (Butler，1885)カギパモドキ

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，2.IV.2011.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1sj2採集，12.VIII.2017.

雄はライトトラップによく飛来するが、雌は稀である。

[2987]Prismosticta hyalinata (B utler， 1885)スカシサン

熊本県上益城郡山都町目丸，10'採集，9.VIII.2013.

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，1sj2採集，21.VII.2017. 

Saturniidaeヤママユガ科

[2994 ]Aglia japonica Leech，1889エゾヨツメ

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，3.IV.2011; 1 ♂撮影，8.VI.2017.

宮崎県内各地で見られるが、県南部での記録が少ないため報告する。

Sphingidaeスズメガ科

[3026]Mimas christophi (Staudinger，1887)ヒサゴスズメ

熊本県上益城郡山都町目丸，10'採集，6.VIII.2015.

九州では稀な種類で、宮崎県内では椎葉村で記録されている(小松・木野田・岩切・堀内，2016)。

[一一]Sphinxcomstricta Butler，1885コエビガラスズメ

宮崎県北諸県郡三股町長田 椎八重公園，1♂採集，22.VI.2011

宮崎県日南市北郷町北河内，1sj2採集，8.VIII.2011.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1♂採集，15.V.2013.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，4♂採集，14.V.2015.

[3035] Cephonodes xanthus Rothschild & J ord-an， 1903リュウキュウオオスカシパ

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，2.VII.2016.

宮崎県内では宮崎市、日向市、日南市で記録がある O

[3037]Daphnis nerii (Linnaeus，1758)キョウチクトウスズメ

福岡県福岡市西区飯盛 西部運動公園，10幼 lex.採集，24.X.2013

福岡県福岡市城南区七隈，1幼確認，1.XII.2016.

Notodontidaeシャチホコガ科
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[3119] Gangaridopsis citrinα(Wileman，1911)アカシャチホコ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，2♂採集，15.V.2013.;30'採集，21.V.2017.

[3172] Odontosia sieversii (Menetries，1856)シーベルスシャチホコ

熊本県球磨郡玉木村下梶原，100'1~採集，29 .111. 2012.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山5♂採集，22.III.2013.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1 ~採集，1.IV.2016. ; 10'採集，15.IV.2017.

[3174 ]Ptilophora jezoensis (Matsumura， 1920)エゾクシヒゲシャチホコ宮崎県初記録

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂採集，24.X1.2017.; 1♂採集， 25.X1.2017.

ライトトラップで採集した。宮崎県内では佐々木公隆氏によって五ヶ瀬町で得られているが、正式な

報告はない。

[3175]Himeropteryx miraculosa (Staudinger， 1887)キエグリシャチホコ

熊本県八代市泉町久連子，1♂1平採集，29.X.20 13. 

大分県由布市庄内町阿蘇野 男池，50'採集，24.X.2014.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，10'採集，27.X.2013.;10'採集，21.X.2014.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，10'採集，2.X1.2017

ライトトラップで採集した。九州、|では記録が少ない種類だが、広範囲に生息しているようである。宮

崎県内ではえびの市で記録がある(永井，2004)。

[3075]Stauropus teikichianα(Matsumura， 1929)テイキチシャチホコ

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，2.IV.2011.

宮崎県北諸県郡三股町長田 長田峡，10'採集，21.VII.2014.

宮崎県小林市須木 猪ノ子谷，1♂採集，2.VI1.2016.

[3131]Ramesa tosta Walker， 1855カパイロシャチホコ

熊本県阿蘇市西小園，20'採集，17.VIII.2010.

熊本県南阿蘇郡西原村小森，10'採集，13.V1.2013.

佐賀県唐津市竹木場，30'1平採集，5.IX.2015.

[3184 ]Rosama ornatα(Oberthur， 1884) トビギンポシシャチホコ

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，1.VII1.20 16. 

Lymantriidae ドクガ科

[3194] Calliteara virginea (Oberthur， 1879) ワスジロドクガ

大分県玖珠郡玖珠町日出生 九州初記録

80'採集，6.V.2013. (Fig.l0) ;5♂採集，7.V.2014.;1♂採集，1.V.2015.;1♂採集，1.V.2016.

全国的に稀な蛾で、本州、|と四国で採集されている。深夜 23時以降に飛来する個体が多い。

[3237]Artαxa sαkaguchii (Matsumura，1927)サカグチキドクガ

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，1.X.2017.

宮崎県内では行際山(永井 ・朝日，1992)、小林市須木(柳田，1994) の記録がある。

[3223 ]Lymantria minOlηonis Matsumura， 1934 ミノオマイマイ

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，1♂採集，21.VII.2017. (Fig.11) 

前麹の麹室の波状紋が消失した異常型である。

[3225]Lymantria xylina Swinhoe，1903マエグロマイマイ

宮崎県北諸県郡三股町長田 長田峡，10'採集，21.VI1.2014.(Fig.12) 

前麹中室の外側から外縁にかけての斑紋が融合した異常型である。

Arctiidaeヒトリガ科

[3332]Aloa lαctinea(Cramer， 1777)マエアカヒトリ

熊本県南阿蘇郡西原村小森，3幼採集， 18.VIII.2011. ; 1♂採集，6.V1.2012.(Fig.13) ;50'採集，13.V1.2013.熊
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本県初記録

2011年にサイヨウシヤジンを食している幼虫を採集、飼育したところ、翌年に 10'が羽化し、本種で

あることが確認できた。その後何度か当地を訪れて成虫を採集した。同様の環境は阿蘇各地にあるた

め、広範囲に分布している可能性がある。

[3324]Epatolmis cαesareα(Goeze，1781)キノ〈ラヒトリ

大分県玖珠郡玖珠町日出生，100'採集，22.IV.2015.

大分県玖珠郡九重町湯坪，10'採集，27.IV.2015.

[3317]Lemyra infernalis (But1er，1877)クロバネヒトリ

宮崎県日南市北郷町北河内，2♂2 ~採集，24.VII.2011.; 1 ♂ 1 ~採集，24.VII.201 1.

深夜から明け方にかけて飛来するため得難い種類である。2017年は採集できなかった。

No1idaeコブガ科

[3992]Kerala decipiens (But1er，1879)ハネモンリンガ

大分県由布市庄内町阿蘇野，1ex.採集，15.V.2016.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1ex.採集，18.VI.2016.

[3996]Xenochroαinternザ'usca(Hampson，1912)カパシタリンガ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集ユIX.2017. (Fig.14) 九州本土初記録

ライトトラップで採集した。男iJの日のライトトラップでも目撃しているが、採集・撮影をしていない

ため記録には含めていない。九州、|本土では未記録ではあるが、宮崎では過去にも採集されている(永

井，私信)。

[一一]Bleninaangulipennis (Moore，1882)ミドリキノカワガ

宮崎県日南市北郷町北河内，2ex.採集，8.VI.2017.

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，3ex.採集，21.VII.2017. (Fig.15) 

県内では五ヶ瀬町で得られている(岸田，2011)。

[3971]Eligma narcissus (Cramer，1775)シンジユキノカワガ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1~採集，26 .IX.2015.

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，11.VIII.2017.;1平採集，17.VIII.2017.

Noctuidae ヤガ科

[3409] Cymatophoropsis uηca (Hou1bert，1921)ホソパミツモンケンモン

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，24.VII.2011.

宮崎県北諸県郡三股町長田 長田峡，1ex.採集，2.VII.2017.

[3446]Subleuconycta palshkovi (Fili到ev，1937)ウスハイイロケンモン

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集ラ1.VI.20 11.; 1 ~採集，2.IX.2017.

非常に局地的な分布をする蛾でこれまで北海道道東、青森県十和田湖、熊本県水上村で、しか採集され

ていない(岸田，2011)。宮崎県内では小林市野尻町から記録がある(永井，2013)。

[3481]Heliothis cruentata (Moore，1881)トガリウスアカヤガ

長崎県東彼杵郡東彼杵町大野原，2♂採集，2.IX.2014.

[一一]HeliothisbivittatαWa1ker， 1856ギンスジアカヤガ

長崎県東彼杵郡東彼杵町大野原，10ex.採集，2.IX.2014.

[3478]Heliocheilus fervens (But1er，1881)ニセタバコガ

熊本県阿蘇市西小園，1平採集，17.VIII.20 1 O. 

大分県玖珠郡玖珠町日出生台，10'採集，13.IX.2014.

[3482]Adisura atkinsoni Moore，1881アカヘリヤガ

大分県玖珠郡玖珠町日出生台，4ex.採集，12.VIII.2017.

[一一]Orthosia yoshizakii Sugi & Ohtsuka，1984ヒゴキリガ
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宮崎県西日杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷， 1 8 1 ~採集 ，30.III.2015. (Fig.15) ; 1平採集，15.IV. 2017 宮

崎県初記録

本種は熊本県111都阿丁目丸のみで採集されている稀種である (小林，2016)02015年は標高 1000mと500m

の 2か所で、2017年は標高 1000mの地点で採集 したO

[3598] Orthosia ella(Butler，1878)ヨモギキリガ

大分県玖珠郡玖珠町日 出生，1~採集，2 1.IV.2015.

[3600]Orthosia ijimai Sugi，l955イイジマキリガ

熊本県球磨郡玉木村下梶原，28採集，29.111.2012

宵崎県西日杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，18'採集，31.III.2014. 宮崎県初記録

宮崎県西円杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂採集，22.111.2015.(Fig.16) 

ライト トラップで採集した。個体数は少ない。

[3614]Mythimna rufipennis Butler，1878アカパキヨトウ

大分県玖珠郡玖珠町 H 出生台，28 1 ~採集 ，l3 .IX.2014 .

[3652]Cucullia mαndschuriae Oberthur， 1884夕、イセンセ夕、カモクメ

熊本県阿蘇市西小園，1(3'採集，4.Vlll.2008. 

[3653]Cucullia peげorataBremer，1861セダカモクメ

宮崎県 日南市北郷町北河内，2ex.採集，30.IX.2017

[3654] Cucullia fraudαtrix Eversmann， 1837ホシヒメセダカモクメ

大分県玖珠郡玖珠町 日出生台，28採集，12.VIII.2017. (Fig.17)九州初記録

ライト トラップで採集した。本集中部以北に生息する セダカモクメである。食草がヨモギであるので、

今後新産地が此っかる可能性が高い。

[3656] Cucullia jankowskii Ob巴rthur，1884ギンモンセダカモクメ

熊本県阿蘇市西小園，1♂採集，17.VIII.2010.

長崎県東彼杵郡東彼杵町大野原，1829採集，2.TX.2014.

佐賀県唐津市竹木場，43採集，5.lX.2015.;1~採集，27 .1X.2015 .

[3657]Cucullia argentea (Hufnag巳1，1766)アオモンギンセダカモクメ

長崎県東彼杵郡東彼杵町大野原， 1 8 1 ~採集，24 .IX.2016.

[3665]B rachionychαnubeculosα(Esper，I785)エゾモクメキリガ

熊木県球磨郡有木村下梶原哩108採集，29.III.2012.

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，50'採集，22.111.20l3. 

いずれも水銀灯に飛来した個体を採集した。個体数は比較的多く、採集個体以外にも多数確認してい

る。3 月の中旬に九州山地の高標高地で調査をすれば、さらに産地が見つかるであろう 。宮崎県内で

は五ヶ瀬町の記録がある (佐々木，2015)0 

[3673]Dryobotodes angusωSugi，1980ホソパオピキリガ

福同県福同市城南区梅林，lex.採集，7.XII.2008.;lex.採集，15.XII.2008.

[3683]Lithophane plumbealis (Matsumura， 1926)モンハイイロキリガ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，18'採集ユI.X.2014. (Fig.18) 宮崎県初記録

ライト トラップで採集した。少ない種類である。

[3684 ]Lithophane venusta(L巴ech，1889)ウスアオキ リガ

大分県由布市庄内町阿蘇野 男池，18採集，24.X.2014

宮崎県西日杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，13採集，21.X.2014.

ライト トラップで採集した。宮崎県内ではえびの市から記録されている (永井ユ004)。

[3685]Lithophane rosinae (Punge1er，1906)カタハ リキリガ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍同 五ヶ瀬渓谷，16"採集，17.III.2015

ライト トラップで採集した。よく似たアメイ ロホ ソキリガは九州山地の各地で見られるが、本種は少
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ない。宮崎県内では日之影町から記録されている(永井，2000)。

[3690]Eupsilia tripunctata Butler，1878 ミツボシキリガ

長崎県平戸市桟敷町，10'採集，4.1.2015.

[3691]Eupsilia unipuncta Scriba，1919 ムラサキミツボシキリガ

熊本県八代市泉町久連子，1♂採集，29.X.2013.

タテハモドキ N253 (2017) 

大分県由布市庄内町阿蘇野 男池，1平採集，24.X.2014.;1♂採集，1.XII.2015.;2♂採集，1.XII.2016.

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1 ~採集，25.X1. 2017 .

[3692]Eupsilia boursini Sugi，1958 カバイロミツボシキリガ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 五ヶ瀬渓谷，1♂採集，17.II1.20 15. 

宮崎県東臼杵郡椎葉村不土野，1♂採集，25.X1.20 17. 

ライトトラップで採集した。宮崎県内では五ヶ瀬町の記録がある(佐々木，2015)。

[3700]Teratoglaeαpac析ωSugi，1958エグリキリガ

熊本県球磨郡玉木村下梶原，10'採集，29.III.2012.

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，2.IV.2017.

[一一]Sugitaniaakirai Sugi，1990スミレモンキリガ

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，1ex.採集，9.X1.2017

[3781]Gortynafortis (Butler， 1878)ゴボウトガリヨトウ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1♂採集，21.X.2014.

宮崎県小林市須木島田町 猪ノ子谷，1♂採集，19.X.2015.

[3800]Asidemia inexpecta (Sugi， 1963)エチゴ、ハガタヨトウ

福岡県田川郡添田町豊前坊，1ex.採集，20.V.2011.

[3808]Colocαsidia alb約rαSugi，1982ソトシロフヨトウ

熊本県上益城郡山都町目丸，20'採集，6.VIII.2015.

[3832]Feliniopsis indistans (Guenee，1852)ミツボシヨトウ

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，2ex.採集，9.X1.2017. (Fig.19) 

ライトトラップで採集した。偶産と恩われる。

[3836]Sasunaga longiplaga Warren，1912ホソノくヨトウ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，1.VIII.2016.宮崎県初記録

宮崎県宮崎市田野町甲 鰐塚山山頂付近，1ex.採集，21.VII.2017. (Fig.20) 

いずれも水銀灯に飛来した個体を採集した。海外からの偶産と思われる。

[3837]Pygopteryx suava Staudinger，1887ヨスジアカヨトウ

福岡県田川郡添田町豊前坊，2ex.採集，23.IX.2015.

[3960]Aηugajαponicα(Leech，1889)ノコパフサヤガ

大分県由布市庄内町阿蘇野，2ex.採集，15.V.2016.

[一一]Lophopterasquammigera Guenee，1852シロスジクロホソヤガ

佐賀県唐津市竹木場，1ex.採集，5.IX.2015.

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，26.VIII.2017.

[4090]Shiraia tripartita (Leech，1900)ミイロコヤガ

宮崎県小林市須木島田町 猪ノ子谷，2ex.採集，19.X.2015.;1ex.撮影，3.VIII.2016.

[4040]Honeyania ragusana (Freyer，1844)ツマテンコヤガ

宮崎県日南市北郷町北河内，10'採集，13.IX.2017. 

[一一]Chrysodeixistaiwani Dufay，1974 ヒゴキンウワノ〈

熊本県上益城郡山都町目丸，1♂採集，9.VIII.2013.

熊本県球磨郡山江村万江 合子俣，1♂採集，3.V1.2015.

長崎県諌早市高来町善住寺 轟峡，10'採集，23.X1.2015.

[4154 ]Diachrysiαzosimi (Hubner，1822)シロスジキンウワパ
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大分県玖珠郡玖珠町日出生台，10'採集，8.VI.2013. (Fig.2I)九州初記録

北海道、本州の寒冷な湿性草原に生息する。採集地は湿地も含む草原で、本個体はライトトラップに

より採集した。

[4194] Catocala intacta Leech， 1889ウスイロキシタノミ

大分県玖珠郡玖珠町 玖珠 SA，1♂採集，1.VII.2014.

福岡県北九州市門司区吉志 吉志 SA，10'採集，21.VI.2015.

[4205] Ophiusa olista (Swinhoe，1893)コヘリグロクチパ

長崎県東彼杵郡東彼杵町大野原，1ex.採集，24.IX.2016.

[4209]Achaea janata (Linnaeus，1758)シラホシアシブトクチバ

佐賀県唐津市竹木場，1ex.採集，5.IX.2015.

鹿児島県鹿屋市有武町，1ex.採集，15.VII.2016.

[4216]Parallelia dulcis (Butler，1878)ヒメアシブトクチパ

佐賀県唐津市竹木場，2ex.採集，5.IX.2015.

[4218]Pindara illibata(Fabricius， 1775)ツマムラサキクチバ

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，10.VII.2011. (Fig.22)宮崎県初記録

日本では八重山諸島に生息しており、偶産種である。九州本土では鹿児島県佐多岬から記録がある O

[4232]Avatha discolor (Fabricius， 1794)チズモンクチバ

鹿児島県肝属郡南大隅町打詰，2ex.採集，16.VII.2016.

[4279]Eudocima phalonia (Linnnaeus， 1763)ヒメアケビコノハ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，2ex.採集，26.IX.2015.

[4285]Hypocala deflorate (Fabricius， 1794)ムーアキシタクチパ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，3ex.採集，26.IX.2015.

宮崎県日南市北郷町北河内，2ex.採集，30.IX.2017. 

[ 4286]Hypocαlανiolacω(Butler，1879)ヘリボシキシタクチバ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1ex.採集，26.IX.2015.

[4288]Ischyja manlia (Cramer，1776)オオルリオピクチパ

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡 向坂山，1~採集，26 .IX.2015.

[4293]Serrodes campanus (Guenee，1852)ネジロフトクチパ

鹿児島県鹿屋市有武町，1ex.採集，15.VII.2016.

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，27.VIII.2017.

[4294] Oxyodes scrobiculatus (Fabricius，1775)クロミミモンクチバ

鹿児島県肝属郡南大隅町打詰，1♂採集，16.VII.2016.

[4311 ]Aedia kumamotonis (Matsumura， 1926)クマモトナカジロシタパ

大分県玖珠郡玖珠町日出生，1ex.採集，6.V.2015.

[4511]Idia quadra (Graeser，1889)キモンクロアッパ

宮崎県日南市北郷町北河内，1ex.採集，1.VI.2017. (Fig.23) 

ライトトラップで採集した。宮崎県では須木村から記録がある(柳田，1999)。

[4568]Sinarella c-album Owada，1992シーモンアッパ

熊本県上益城郡山都町田丸，1♂採集，9.VIII.2013.

宮崎県日南市北郷町北河内，1♂採集，27.VIII.20 17.; 1 0'撮影，13.V.2017.(Fig.24)宮崎県初記録

いずれもライトトラップで採集した。当地では個体数は少ないが、毎晩飛来する。

[4577]M imeusemia persimilis B ut1er，187 5コトラガ

宮崎県北諸県郡三股町長田 長田峡，10'採集l.VI.2011.

[一一]Sαrbanissayunnαna (Mell，1936)ツリフネソウトラガ

熊本県阿蘇市西小園，4ex.採集，12.VIII.2006. 
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Fig.lサンダンキョウヒロコパネ Fig.2トガリヒロパキパガ Fig3.クピアカスカシパ

Fig.4キンケウスパイラガ Fig.5ソトグロオオキノメイガ Fig6オオゴマダラエダシャク

Fig.7サザナミフユナミシャク Fig8アトキフタオ Fig9ウスマダラカレハ

Fig.lOウスジロドクガ Fig.llミノオマイマイ Fig.12マエグロマイマイ

Fig.13マエアカヒトリ Fig14カパシタリンガ Fig15ミドリキノカワガ

Fig.17ホシヒメセダカモクメ Fig.18モンハイイロキリガ
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Fig.19ミツボシヨトウ Fig.20ホソノくヨトウ Fig21シロスジキンウワバ

Fig.22ツマムラサキクチパ Fig.23キモンクロアッパ Fig.24シーモンアッパ
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タイワンモンシロチョウを採集

日 高 謙 次

(宮崎市下北方町大淀川学習館:干880-0035)

2017年 6月 23日、大淀川学習館敷地内でタイワンモンシロチョウ Pieriscαnidiα♀1頭を採集し

たので報告する。例年、大淀川|学習館周辺ではモンシロチョウが発生を繰り返しており、この日

も数頭のモンシロチョウが飛朔していたが、麹の色と飛び方に違和感を覚え採集したところ、見

慣れないモンシロチョウだった。

同定に自信がなかったので同好会の方々に協力を仰ぎタイワンモンシロチョウであることがわ

かった。人為的か気流にのっての飛来かはわからないが、今後も気をつけて観察したいと思う。

最後に、同定と情報を教えてくださった宮崎昆虫同好会の皆様に感謝申し上げる。

セイヨウオオマルハナバチを 12月に確認

日高謙次

(宮崎市下北方町大淀川学習館:干880-0035)

2017年 12月 7日、大淀川|学習館の職員がセイヨウオオマルハナパチ Bombusterrestrisを採集し

たので報告する。 当館職員の自宅(宮崎市本郷)にて、見慣れないハチを採集したと生体を持っ

てきた。同定に自信がなかったので同好会の方々に協力を仰ぎセイヨウオオマルハナパチで、ある

ことがわかった。

本種はヨーロッパ地域を原産とした外来生物で、 トマトなどの受粉をさせるために日本に持ち

込まれた。 しかし、野生化したセイヨウオオマルハナバチが在来のハナバチ類の生息を脅かす存

在であることが分かり 、2016年に特定外来生物に指定された。申請を行えば入手は可能なことか

ら、ビニールハウスから逃げ出したのか、野生化した個体なのかはわからないが、今後も注意し

ておかなければいけない種である。最後に、同定と情報を教えてくださった宮崎昆虫同好会の皆

様と本種を採集した帖佐誉哲氏に感謝申し上げる。
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タテハモドキ 昨日 (2017)

= 編集後記 = 

ここ数年、昆虫関係の書籍の出版ラッシュがあったと感じています。2016年には、甲虫屋が注

目したというか、同定のための必須図鑑であろうものが出ました。「日本産ゴミムシダマシ大図鑑J

(秋田勝己・益本仁雄) (むし社〕です。これまで、原色日本甲虫図鑑III(保育社〕にて小さな写

真と僅かな説明文で苦労 していた科が詳しく説明され

ています。双麹目では 「円本産有寅IJハチ類図鑑J(寺山

守・須田博久) (東海大学出版部〕、直題目では「日本

産直麹類標準図鑑J(町田龍一郎) (学研〕などが、分

類に必要な図鑑だと思います。

2016年に会員の小松孝克さんが「宮崎県の陸生カメ

ムシJ(黒潮文庫・宮崎南印刷〕を出版されました。

石川忠氏(東京農業大学昆虫学研究室)の「発刊に

寄せてjの一部をお借りしますが、「カメムシの生き様

を撮影した生態写真から、ili:似種を見分けるための標

木写真までバランスよく配置されていますし…」とあ

ります。宮崎県内の愛好者・研究者の必携となるであ

ろうことは容易に想像できますが、隣県の方々と言わ

ず、国内多くの愛好者 ・研究者に必要とされる図鑑だ

と思います。

今後、県内外のカメムシ類の分類が進み、分布記録

や生態の報告などが充実してくることと思います。甲

虫について、科に絞りながらでもこのような図鑑を作

れないものかと考えてしまいます。

図説として「日本の珍虫世界の珍虫 その魅惑的な多様性J(平嶋義弘著) (北陸館〕が今年発

行されました。この 45頁に、 2種のウンカ「スケパコウモリハネナガウンカ J ~ Iミナミマエ

グロハネナガウンカ j が紹介されています。タテハモドキ 46号(2010年)に報告されていたもの

回目日本の珍 虫 E

世界の句35虫
その 魅感的な多織性

平的義宏樹
九州)';7/'，持政侵宵備公W'.A;7f，oft:I!)

盗事~:，. ~t隆I!fl

を拾っていただけました。タテハモドキへの投稿者は、

八木真紀子さん、新聞孝さん、笹同康則さんで、表題は

「ノ¥ネナガウンカ 4種の言己録」です。 580頁ほどの厚い

本であり、装丁は北隆館の大図鑑の様に感じますが、中

味はとても両白く、茶の聞においてちょこちょこ聞いて

は眺めて楽しみ、読んで楽しめます。最初は奇抜な形態、

どうしてそんなに葉に枝に似ているのかとため息がつき

ます。そして、何が普通の形態かわからなくなるという

か、普段眺めている国内の昆虫の形態も普通ではなく、

それぞれが奇抜なのかなと思ってしまいます。とにかく

理屈抜きに楽しめ、知見がぐっと広がるかな~。

タテハモドキ 53号、 A4版として 2年目です。写真

が大きく載せられ、本文が 10.5ポイントの文字となり、

読みやすくなったのではないでしょうか。編集作業がな

かなか進まず、実際の発行が遅れてしまいましたこと、

ここ にお詫び申 し上げます。

(木野田)
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